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は
じ
め
に

筆
者
は
先
に
「
北
朝
の
學
問
と
徐
遵
明
」（
以
下
「
前
稿
」
と
呼
稱
）
を
執
筆
し
、
北
魏
の
大
儒
た
る
徐
遵
明
に
お
け
る
學
問
形
成
の
過
程
を

整
理
す
る
と
と
も
に
、
徐
遵
明
の
學
問
が
北
朝
を
席
卷
し
た
理
由
の
一
つ
と
し
て
、
彼
が
多
數
の
後
繼
者
を
持
っ
た
こ
と
を
舉
げ
た
（
１
）。

そ
の
後

繼
者
を
代
表
し
、
北
朝
か
ら
隋
、
さ
ら
に
は
初
唐
の
學
問
に
多
大
な
影
響
力
を
有
し
た
人
物
と
し
て
指
を
屈
す
る
べ
き
な
の
が
、
本
稿
に
取
り
上

げ
る
熊
安
生
で
あ
る
。

彼
は
後
に
詳
し
く
見
る
よ
う
に
、『
周
書
』
儒
林
傳
に
立
傳
さ
れ
、
他
な
ら
ぬ
徐
遵
明
に
師
事
し
た
。
ま
た
隋
の
名
儒
た
る
劉
・
劉
炫
と
い
っ

た
門
弟
を
抱
え
た
上
、
唐
で
は
具
體
的
な
學
説
が
『
禮
記
正
義
』
に
引
か
れ
る
形
で
散
見
さ
れ
、
彼
も
徐
遵
明
と
同
樣
、
同
時
代
だ
け
で
な
く
、

後
世
に
ま
で
廣
く
そ
の
學
問
が
傳
承
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
特
に
熊
安
生
の
學
問
を
繼
承
し
た
と
目
さ
れ
る
劉

・
劉
炫
の
學
問
に
つ
い
て
は
、
す

で
に
喬
秀
岩
氏
の
研
究
が
あ
る
し
（
２
）、『

禮
記
正
義
』
所
引
の
熊
安
生
の
學
説
を
め
ぐ
っ
て
も
、
そ
の
實
例
を
分
析
し
た
上
で
の
論
考
が
數
篇
あ
る
（
３
）。

だ
が
こ
れ
ま
で
の
熊
安
生
を
め
ぐ
る
研
究
は
、
そ
の
學
説
の
分
析
が
主
で
あ
り
、
熊
安
生
が
ど
の
よ
う
な
生
涯
を
た
ど
り
、
そ
の
中
で
如
何
な
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る
學
問
を
身
に
付
け
た
の
か
、
そ
し
て
彼
が
當
時
の
北
朝
社
會
、
さ
ら
に
は
隋
・
初
唐
の
社
會
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
位
置
に
あ
っ
た
の
か
は
、

あ
ま
り
問
題
に
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
前
稿
で
徐
遵
明
を
對
象
と
し
た
際
と
同
樣
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
り
、『
周
書
』
儒
林

傳
の
熊
安
生
傳
（
以
下
「
本
傳
」
と
呼
稱
）
の
全
文
を
讀
み
進
め
つ
つ
、
同
時
代
の
學
問
的
な
動
向
や
後
世
に
お
け
る
熊
安
生
の
評
價
を
、
能
う

限
り
詳
細
に
た
ど
っ
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
（
４
）。

一　

河
北
の
一
儒
生
と
し
て
―
學
問
基
礎
の
形
成
と
開
學

こ
れ
か
ら
本
傳
を
冒
頭
よ
り
少
し
ず
つ
讀
み
進
め
て
い
く
が
、
そ
の
前
に
今
後
の
議
論
の
便
の
た
め
、
熊
安
生
の
生
沒
年
を
確
認
し
て
お
き
た

い
。
本
傳
に
生
沒
年
は
明
記
さ
れ
な
い
が
、
最
晚
年
の
樣
子
が
次
の
よ
う
に
記
錄
さ
れ
る
。

宣
政
元
年
、
拜
露
門
學
博
士
・
下
大
夫
。
其
時
年
已
八
十
餘
。
尋
致
仕
、
卒
於
家
。

宣
政
元
年
、
露
門
學
博
士
・
下
大
夫
を
拜
命
し
た
。
そ
の
時
、
す
で
に
八
十
餘
歲
で
あ
っ
た
。
次
い
で
官
職
を
退
き
、
自
宅
で
亡
く
な
っ
た
。

熊
安
生
は
宣
政
元
年
、西
曆
で
は
五
七
八
年
、八
十
餘
歲
に
達
し
て
お
り
、間
も
な
く
沒
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
問
題
に
な
る
の
は
、「
八
十

餘
」
の
「
餘
」
を
ど
れ
程
に
見
積
も
る
か
だ
が
、
い
ま
八
十
二
歲
と
假
定
し
て
お
く
（
５
）。

五
七
八
年
に
八
十
二
歲
で
あ
れ
ば
、
生
年
は
四
九
七
年

と
な
る
。
後
に
熊
安
生
の
年
齡
が
し
ば
し
ば
問
題
と
な
る
の
だ
が
、
本
稿
に
て
熊
安
生
の
年
齡
を
算
出
す
る
際
は
、
こ
れ
を
基
準
と
す
る
。

さ
て
本
傳
は
『
周
書
』
儒
林
傳
に
見
え
る
わ
け
だ
が
、
熊
安
生
が
生
を
享
け
た
の
は
北
魏
で
あ
る
（
四
九
七
年
は
北
魏
の
太
和
二
十
一
年
）。
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本
傳
は
「
熊
安
生
、
字
植
之
、
長
樂
阜
城
人
也
」
と
始
め
ら
れ
、
熊
安
生
は
冀
州
の
出
身
で
あ
る
（
６
）。

古
勝
隆
一
「
隋
代
儒
教
の
地
域
性
―
特
に

山
東
儒
者
に
つ
い
て
」
は
、『
隋
書
』
地
理
志
で
の
區
分
に
お
け
る
冀
州
東
部
と

州
に
強
固
な
儒
學
の
傳
統
が
存
し
、
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
た
儒

者
が
「
山
東
儒
者
」
と
し
て
、
北
齊
か
ら
隋
に
か
け
て
の
儒
學
繼
承
の
上
で
重
要
な
位
置
を
占
め
た
こ
と
を
指
摘
し
た
（
７
）。

熊
安
生
も
ま
さ
に
こ

の
山
東
儒
者
の
一
人
に
數
え
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

若
く
し
て
勉
學
に
強
い
關
心
を
有
し
た
熊
安
生
は
、
當
時
の
地
方
儒
生
の
例
に
漏
れ
ず
、
ま
ず
は
地
元
の
儒
者
た
ち
の
門
を
叩
い
て
個
別
の
經

典
に
つ
い
て
學
修
し
、
續
い
て
徐
遵
明
、
さ
ら
に
は
李
寶
鼎
の
門
下
に
入
り
、
徐
々
に
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を
目
指
し
て
い
く
。
そ
の
過
程
を
本
傳

は
次
の
よ
う
に
記
す
。

少
好
學
、
勵
精
不
倦
。
初
從
陳
達
受
三
傳
、
又
從
房
虬
受
周
禮
、
並
通
大
義
。
後
事
徐
遵
明
、
服
膺
歷
年
。
東
魏
天
平
中
、
受
禮
於
李
寶
鼎
、

遂
博
通
五
經
。

若
い
頃
か
ら
學
問
を
好
み
、
一
生
懸
命
に
勵
ん
で
飽
き
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
最
初
は
陳
達
に
付
き
從
っ
て
三
傳
（
春
秋
左
氏
傳
・
公
羊
傳
・

穀
梁
傳
）
の
學
問
を
授
か
り
、
ま
た
房
虬
に
付
き
從
っ
て
『
周
禮
』
の
學
問
を
授
か
り
、
い
ず
れ
も
そ
の
要
義
に
通
曉
し
た
。
そ
の
後
は
徐

遵
明
に
師
事
し
、
教
え
を
遵
守
す
る
こ
と
數
年
で
あ
っ
た
。
東
魏
の
天
平
年
間
、
禮
の
學
問
を
李
寶
鼎
（
李
鉉
）
か
ら
授
か
り
、
か
く
て
幅

廣
く
五
經
の
學
問
に
通
曉
し
た
。

熊
安
生
に
と
っ
て
最
初
の
師
で
あ
り
、
春
秋
三
傳
を
授
か
っ
た
陳
達
は
、
ど
こ
の
人
か
は
不
詳
で
あ
る
。
た
だ
『
北
齊
書
』
儒
林
傳
序
に
、
特

に
『
左
傳
』
の
學
問
に
つ
い
て
、
徐
遵
明
と
そ
の
門
下
生
が
服

注
を
傳
承
し
た
こ
と
を
紹
介
し
た
後
、「
ま
た
衞
覬
・
陳
達
・
潘
叔
度
が
お
り
、

徐
氏
（
遵
明
）
の
門
下
の
學
を
傳
承
し
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
や
は
り
解
釋
を
施
し
た
（
又
有
衞
覬
・
陳
達
・
潘
叔
度
、
雖
不
傳
徐
氏
之
門
、
亦
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爲
通
解
）」
と
、
陳
達
の
名
が
見
え
る
。
儒
林
傳
序
は
續
け
て
、
姚
文
安
・
秦
道
靜
が
最
初
は
服

注
で
、
後
に
は
杜
預
注
で
『
左
傳
』
を
學
ん

だ
と
言
え
ば
、
陳
達
を
介
し
て
熊
安
生
は
、
徐
遵
明
と
は
別
系
統
な
が
ら
も
、
服

注
『
左
傳
』
を
學
ん
だ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
（
８
）。

第
二
の
師
た
る
房
虬
は
、
常
山
郡
（
定
州
）
の
人
で
、
河
北
に
て
禮
學
を
講
じ
て
い
た
人
物
と
し
て
史
書
に
名
を
留
め
る
。
例
え
ば
『
魏
書
』

馮
元
興
傳
に
よ
れ
ば
、
馮
元
興
は
字
が
子
盛
、
東
魏
郡
肥
郷
縣
（
齊
州
）
の
人
だ
が
、「
馮
元
興
は
若
く
し
て
高
尚
な
德
を
備
え
、〔
世
父
の
〕
馮

僧
集
に
追
從
し
て
平
原
縣
（
冀
州
）
に
い
た
。
そ
こ
で
中
山
郡
（
定
州
）
の
張
吾
貴
や
常
山
郡
の
房
虬
に
付
き
從
っ
て
學
問
し
、『
禮
』
や
『
左
傳
』

に
通
曉
し
た
（
元
興
少
有
操
尚
、
隨
僧
集
在
平
原
。
因
就
中
山
張
吾
貴
・
常
山
房
虬
學
、
通
禮
傳
）」
と
い
う
。
ま
た
『
北
齊
書
』
儒
林
傳
・
李

鉉
に
よ
れ
ば
、
李
鉉
は
字
が
寶
鼎
、
渤
海
郡
南
皮
縣
（
冀
州
）
の
人
で
、
十
六
歲
の
時
に
各
經
典
を
數
人
の
地
元
の
師
に
分
け
て
學
び
、
そ
の
う

ち
『
周
官
（
周
禮
）』
と
『
儀
禮
』
の
師
が
常
山
の
房
虬
な
の
で
あ
っ
た
（
９
）。

な
お
以
下
、
李
鉉
は
李
寶
鼎
の
呼
稱
で
通
す
。

こ
う
し
て
地
元
の
有
力
儒
者
の
薫
陶
を
受
け
、
地
力
を
付
け
た
熊
安
生
が
、
次
に
師
と
仰
い
だ
の
が
、
北
魏
の
大
儒
た
る
徐
遵
明
で
あ
り
、
ま

た
そ
の
高
弟
の
李
寶
鼎
で
あ
っ
た
。
こ
の
李
寶
鼎
は
、
今
し
方
『
周
官
（
周
禮
）』
と
『
儀
禮
』
を
常
山
の
房
虬
に
學
ん
だ
と
紹
介
し
た
人
物
で

あ
る
。
こ
こ
で
熊
安
生
が
彼
ら
に
師
事
し
た
時
期
と
そ
の
狀
況
に
つ
い
て
、
些
か
考
證
し
て
お
き
た
い
。

順
序
が
前
後
す
る
が
、
ま
ず
李
寶
鼎
に
師
事
し
た
時
期
は
、
本
傳
に
東
魏
の
天
平
年
間
（
五
三
四
〜
五
三
七
）
と
明
記
さ
れ
る（
10
）。

李
寶
鼎
が

十
六
歲
か
ら
地
元
の
師
の
下
で
學
問
を
始
め
た
こ
と
は
す
で
に
觸
れ
た
が
、『
北
齊
書
』
儒
林
傳
・
李
鉉
の
續
く
記
事
に
よ
れ
ば
、
彼
は
そ
れ
に

は
飽
き
足
ら
ず
さ
ら
に
徐
遵
明
門
下
に
入
っ
た
。

鉉
以
郷
里
無
可
師
者
、
遂
與
州
里
楊
元
懿
・
河
間
宗
惠
振
等
、
結
侶
詣
大
儒
徐
遵
明
受
業
。
居
徐
門
下
五
年
、
常
稱
高
第
。

李
寶
鼎
は
地
元
に
は
師
匠
と
仰
ぐ
に
足
る
人
物
が
い
な
か
っ
た
の
で
、
そ
の
ま
ま
郷
里
の
楊
元
懿
や
河
間
の
宗
惠
振
ら
と
、
一
緒
に
な
っ
て

大
儒
の
徐
遵
明
を
訪
問
し
て
學
業
を
受
け
た
。
徐
氏
の
門
下
に
あ
る
こ
と
五
年
、
い
つ
も
高
弟
と
の
評
判
で
あ
っ
た
。
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こ
の
後
は
二
十
三
歲
か
ら
獨
立
し
て
著
述
に
勵
み
、
二
十
七
歲
で
兩
親
へ
の
孝
養
を
盡
く
す
べ
く
渤
海
郡
南
皮
縣
に
歸
郷
し
、
そ
こ
で
門
弟
數

百
人
を
抱
え
た
。
そ
の
教
育
は
、
三
十
六
歲
で
父
の
喪
に
服
し
、
そ
れ
が
明
け
て
書
籍
の
少
な
い
こ
と
を
理
由
に
郷
里
を
離
れ
る
ま
で
續
い
た
と

い
う
（
11
）。

南
皮
は
熊
安
生
の
地
元
・
阜
城
と
同
じ
く
冀
州
に
屬
し
、
熊
安
生
が
李
寶
鼎
か
ら
天
平
年
間
に
禮
經
の
學
を
授
か
っ
た
と
い
う
の
は
、

こ
の
南
皮
に
お
け
る
門
弟
數
百
人
の
中
の
一
人
と
し
て
で
あ
っ
た
ろ
う
。
天
平
年
間
は
熊
安
生
が
三
十
八
〜
四
十
一
歲
の
時
に
相
當
し
、
徐
遵
明

か
ら
李
寶
鼎
、
そ
し
て
熊
安
生
へ
と
い
う
禮
經
の
學
の
傳
承
は
、『
北
齊
書
』
儒
林
傳
序
に
も
明
示
さ
れ
て
い
る
（
12
）。

一
方
で
熊
安
生
が
李
寶
鼎
の
前
に
徐
遵
明
に
師
事
し
た
時
期
は
、
明
確
な
記
述
が
な
い
。
徐
遵
明
は
、
河
北
に
て
二
十
餘
年
の
講
學
の
後
、
孝

昌
年
間
（
五
二
五
〜
五
二
七
）
に
黃
河
を
南
渡
し
て

州
へ
と
移
住
し
、
永
安
二
年
（
五
二
九
）
に
沒
し
て
い
る
（
13
）。

熊
安
生
は
陳
達
・
房
虬
・

李
寶
鼎
と
、
一
貫
し
て
河
北
の
師
匠
を
渡
り
歩
い
て
い
る
か
ら
、
徐
遵
明
が
な
お
河
北
に
い
た
時
分
に
そ
の
門
下
生
と
な
っ
た
に
相
違
な
い
。
徐

遵
明
が
南
渡
し
て

州
に
移
住
す
る
前
の
五
二
五
年
時
點
で
、
熊
安
生
は
二
十
八
歲
で
あ
り
、
北
朝
の
多
く
の
若
者
が
、
十
代
後
半
か
ら
地
元
の

師
匠
に
付
き
從
い
、
そ
し
て
さ
ら
な
る
學
究
生
活
の
た
め
に
徐
遵
明
學
團
に
赴
い
た
諸
事
例
（
14
）を

踏
ま
え
れ
ば
、
熊
安
生
も
二
十
代
中
盤
に
差
し

掛
か
っ
た
邊
り
で
陳
達
ら
地
元
の
師
を
離
れ
、徐
遵
明
の
門
下
生
と
な
っ
て
數
年
を
過
ご
し
た
と
の
推
定
が
許
さ
れ
よ
う
か
。
す
る
と
熊
安
生
は
、

徐
遵
明
の
河
北
に
お
け
る
か
な
り
後
半
期
の
弟
子
と
な
ろ
う
。

以
上
い
く
ら
か
推
定
を
含
み
は
す
る
が
、
熊
安
生
の
學
問
遍
歷
は
次
の
如
く
ま
と
め
ら
れ
る
。
ま
ず
十
代
後
半
か
ら
二
十
代
前
半
に
か
け
て
、

陳
達
・
房
虬
と
い
っ
た
地
元
の
師
匠
に
就
い
て
春
秋
三
傳
や
『
周
禮
』
な
ど
を
個
別
に
學
び
、
二
十
代
中
盤
に
徐
遵
明
學
團
の
河
北
に
お
け
る
後

半
期
の
弟
子
と
な
っ
た
。
二
十
代
後
半
に
は
徐
遵
明
が
南
渡
し
て

州
に
移
住
す
る
わ
け
だ
が
、
熊
安
生
は
依
然
河
北
に
留
ま
っ
て
、
三
十
代
後

半
に
は
李
寶
鼎
に
師
事
し
て
禮
經
を
學
ん
だ
結
果
、
五
經
に
精
通
す
る
に
至
っ
た
。
二
十
代
後
半
か
ら
三
十
代
後
半
ま
で
の
時
期
の
仔
細
は
不
詳

な
が
ら
、
河
北
で
何
ら
か
の
學
問
的
な
研
鑽
を
積
ん
で
い
た
の
で
あ
ろ
う
（
15
）。

廣
く
五
經
に
關
す
る
學
問
を
備
え
る
ま
で
に
な
っ
た
熊
安
生
は
、
や
は
り
そ
の
他
の
北
朝
の
學
者
同
樣
、
自
ら
私
學
を
開
く
。
四
十
代
に
入
っ
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た
頃
と
推
定
さ
れ
、
そ
の
樣
子
を
本
傳
は
こ
う
記
す
。

然
專
以
三
禮
教
授
、
弟
子
自
遠
方
至
者
千
餘
人
。
乃
討
論
圖
緯
、
捃
摭
異
聞
、
先
儒
所
未
悟
者
、
皆
發
明
之
。

し
か
し
ひ
た
す
ら
三
禮
の
學
問
を
教
授
し
、遠
方
か
ら
や
っ
て
來
る
學
徒
が
千
餘
人
あ
っ
た
。
そ
こ
で
は
讖
緯
の
説
に
つ
い
て
討
議
檢
討
し
、

異
論
異
説
を
採
取
し
、
先
儒
の
な
お
氣
付
い
て
い
な
い
內
容
に
つ
い
て
、
す
べ
て
初
め
て
明
ら
か
に
し
た
。

北
朝
の
私
學
に
夥
し
い
數
の
學
徒
が
集
ま
っ
た
記
事
は
、
正
史
に
散
見
さ
れ
る
が
、
千
人
單
位
と
も
な
れ
ば
、
か
な
り
多
い
方
で
は
あ
る
（
16
）。

熊
安
生
は
幅
廣
く
五
經
に
通
じ
た
が
、
教
育
の
中
心
に
は
三
禮
と
「
圖
緯
」
が
据
え
ら
れ
、
特
に
「
圖
緯
」
に
關
し
て
は
、『
禮
記
正
義
』
に
緯

書
説
を
根
據
と
す
る
熊
安
生
説
が
多
く
殘
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
す
で
に
先
行
研
究
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
17
）。

二　

北
齊
の
國
子
博
士
と
し
て
―
五
禮
編
纂
へ
の
參
加

前
節
で
見
た
よ
う
に
、
熊
安
生
は
地
元
の
學
者
に
付
き
從
っ
て
學
問
を
始
め
、
大
儒
の
徐
遵
明
、
李
寶
鼎
と
師
を
變
え
な
が
ら
、
段
階
的
に
五

經
の
學
識
を
深
め
て
い
っ
た
。
そ
し
て
あ
る
程
度
の
完
成
を
見
る
と
、自
ら
學
團
を
率
い
、三
禮
の
學
を
中
心
に
多
く
の
門
弟
を
抱
え
た
の
で
あ
っ

た
。
こ
こ
ま
で
は
北
魏
の
儒
者
に
典
型
の
經
路
で
あ
る
こ
と
、
前
節
で
も
折
に
觸
れ
て
指
摘
し
た
如
く
で
あ
る
。
た
だ
熊
安
生
の
場
合
は
、
北
魏
、

東
魏
を
經
て
北
齊
の
世
と
な
る
と
、
中
央
で
の
活
躍
の
道
が
開
け
た
。
三
禮
を
中
心
と
し
た
學
團
運
營
の
記
事
に
續
い
て
、
本
傳
に
は
次
の
よ
う

な
記
錄
が
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
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齊
河
清
中
、
陽
休
之
特
奏
爲
國
子
博
士
。

北
齊
の
河
清
年
間
、
陽
休
之
が
特
別
に
上
奏
し
て
國
子
博
士
と
し
た
。

こ
の
記
錄
は
、
本
傳
で
は
こ
こ
ま
で
一
地
方
學
團
の
長
に
過
ぎ
な
か
っ
た
熊
安
生
が
、
國
子
博
士
に
特
別
な
拔
擢
を
受
け
た
理
由
や
、
陽
休
之

に
認
め
ら
れ
た
背
景
が
不
明
で
、
唐
突
な
印
象
を
拭
え
な
い
。『
北
齊
書
』
陽
休
之
傳
に
よ
っ
て
、
河
清
年
間
（
五
六
二
〜
五
六
五
）
前
後
の
陽

休
之
の
動
向
を
見
て
も
、「
大
寧
中
（
五
六
一
）、
除
都
官
尚
書
、
轉
七
兵
・
祠
部
。
河
清
三
年
（
五
六
四
）、
出
爲
西

州
刺
史
。
天
統
（
五
六
五

〜
五
六
九
）
初
、
徵
爲
光
祿
卿
、
監
國
史
」
と
、
特
に
熊
安
生
と
の
接
點
は
見
出
だ
せ
な
い
。
と
こ
ろ
が
『
北
史
』
陽
尼
傳
附
陽
休
之
に
目
を
轉

じ
る
と
、『
北
齊
書
』
陽
休
之
傳
に
お
け
る
「
天
統
初
」
云
々
と
同
內
容
に
續
け
て
、
他
な
ら
ぬ
熊
安
生
が
登
場
す
る
の
で
あ
る
。

天
統
初
…
…
尋
除
吏
部
尚
書
。
休
之
多
識
故
事
、
諳
悉
氏
族
、
凡
所
選
用
、
莫
不
才
地
俱
允
。
前
國
子
助
教
熊
安
生
、
當
時
碩
儒
、
因
喪
解

職
、
久
而
不
見
調
。
休
之
引
爲
國
子
博
士
、
儒
者
以
此
歸
之
。

天
統
年
間
の
初
め
…
…
次
い
で
吏
部
尚
書
に
敍
任
さ
れ
た
。
陽
休
之
は
故
事
に
つ
い
て
豐
富
な
知
識
を
有
し
、
氏
族
を
完
全
に
暗
記
し
て
お

り
、
選
拔
任
用
し
た
人
物
は
、
す
べ
て
才
能
と
門
地
と
も
に
適
切
で
あ
っ
た
。
先
の
國
子
助
教
の
熊
安
生
は
、
當
代
の
碩
儒
で
あ
っ
た
が
、

服
喪
に
伴
う
解
職
の
後
、
し
ば
ら
く
任
用
さ
れ
ず
に
い
た
。
陽
休
之
が
引
き
立
て
て
〔
熊
安
生
を
〕
國
子
博
士
と
し
、
儒
者
た
ち
は
こ
れ
を

機
に
陽
休
之
に
心
を
寄
せ
た
。

こ
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
熊
安
生
を
國
子
博
士
と
し
た
の
は
、「
天
統
初
」
以
後
に
吏
部
尚
書
と
な
っ
た
陽
休
之
で
あ
り
、
本
傳
が
河
清
年
間
の
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こ
と
と
す
る
の
と
、
時
期
が
齟
齬
す
る
。
こ
の
點
に
つ
い
て
は
、
河
清
四
年
と
天
統
元
年
が
、
西
曆
で
言
え
ば
同
じ
五
六
五
年
で
あ
り
、
そ
れ
に

伴
う
何
ら
か
の
混
亂
が
存
す
る
と
見
る
べ
き
か
も
し
れ
な
い
（
18
）。

ま
た
本
傳
で
は
、
熊
安
生
が
「
特
奏
」
の
形
で
國
子
博
士
に
な
っ
た
わ
け
だ
が
、『
北
史
』
の
記
事
に
よ
っ
て
、
そ
の
前
に
す
で
に
國
子
助
教

と
な
っ
て
、
碩
儒
と
の
評
價
を
得
て
い
た
事
實
を
知
る
。
そ
し
て
吏
部
尚
書
と
し
て
根
據
あ
る
人
材
選
拔
に
定
評
の
あ
っ
た
陽
休
之
が
、
服
喪
に

よ
る
解
職
を
經
て
不
遇
を
託
っ
て
い
た
熊
安
生
を
國
子
博
士
と
し
た
と
、
判
明
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
本
傳
の
「
特
奏
」
に
呼
應
す
る
わ
け
だ

が
、『
北
史
』
に
そ
の
人
事
に
よ
っ
て
儒
者
が
陽
休
之
を
信
任
し
た
と
言
え
ば
、
そ
れ
は
別
の
角
度
か
ら
見
れ
ば
、
熊
安
生
が
當
時
の
碩
儒
と
し

て
十
分
認
知
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
は
し
な
い
か
。
つ
ま
り
國
子
博
士
と
す
べ
き
人
材
と
目
さ
れ
て
い
た
熊
安
生
が
、
確
實
に
推
挽
さ
れ
た
た

め
に
、
陽
休
之
は
疑
い
な
き
眼
力
を
持
っ
た
人
物
と
し
て
、
儒
者
の
信
賴
を
得
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

熊
安
生
が
國
子
博
士
に
な
っ
た
の
を
河
清
四
年
、
天
統
元
年
、
つ
ま
り
西
曆
五
六
五
年
に
假
に
繫
年
す
れ
ば
、
熊
安
生
は
時
に
六
十
九
歲
で
あ

る
。
前
節
で
確
認
し
得
た
の
は
、
三
十
代
終
わ
り
か
ら
李
寶
鼎
に
師
事
し
た
後
、
四
十
代
に
な
っ
て
開
學
し
た
こ
と
で
あ
り
、
す
る
と
國
子
助
教

の
就
任
、
服
喪
に
伴
う
不
遇
が
い
つ
頃
の
こ
と
か
は
特
定
し
難
い
も
の
の
、
熊
安
生
は
か
な
り
長
期
間
に
わ
た
っ
て
、
地
方
で
の
講
學
に
勵
ん
で

い
た
計
算
に
な
る
。

で
は
國
子
博
士
・
熊
安
生
は
、
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
た
の
か
。
本
傳
は
そ
れ
を
ま
っ
た
く
傳
え
な
い
の
だ
が
、『
北
齊
書
』
か
ら
熊
安

生
の
關
わ
る
記
事
を
丹
念
に
拾
え
ば
、
國
子
博
士
・
熊
安
生
が
攜
わ
っ
て
い
た
北
齊
の
事
業
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
以
下
そ
れ
を
見
て
い
き

た
い
。

そ
の
事
業
と
は
、後
主
・
高
緯
の
天
統
四
年（
五
六
八
）十
二
月
、前
の
皇
帝
た
る
世
祖
・
武
成
帝（
高
湛
）が
崩
御
し
て
後
、武
平
元
年（
五
七
〇
）

よ
り
魏
收
ら
を
監
修
者
に
開
始
さ
れ
た
、
五
禮
（
吉
・
凶
・
賓
・
軍
・
嘉
）
の
編
纂
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
北
齊
の
五
禮
は
、
天
統
年
間
、
世
祖
が

後
主
・
高
緯
に
讓
位
し
つ
つ
太
上
皇
帝
と
し
て
權
勢
を
保
持
し
て
い
た
時
期
に
、
趙
郡
王
・
高
叡
ら
を
監
修
者
と
し
て
着
手
さ
れ
て
い
た
。『
北
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齊
書
』
趙
郡
王
琛
傳
附
子
叡
に
は
、世
祖
崩
御
を
傳
え
る
直
前
に
「
五
禮
の
議
論
を
監
修
し
た
（
監
議
五
禮
）」
と
見
え
る
し
、袁
聿
修
傳
に
も
「
天

統
年
間
、
詔
を
下
し
て
趙
郡
王
・
高
叡
ら
と
と
も
に
議
論
し
て
五
禮
を
撰
定
さ
せ
た
（
天
統
中
、
詔
與
趙
郡
王
叡
等
議
定
五
禮
）」
と
あ
る
。『
北

史
』
馮
子
琮
傳
に
は
、
も
う
少
し
內
實
の
わ
か
る
記
事
が
存
在
す
る
。

又
詔
子
琮
監
議
五
禮
、
與
趙
郡
王
叡
分
爭
異
同
、
略
無
降
下
、
大
爲
識
者
所
鄙
。
及
武
成
崩
…
…

ま
た
馮
子
琮
に
詔
を
下
し
て
五
禮
の
議
論
を
監
修
さ
せ
る
と
、
趙
郡
王
・
高
叡
と
そ
の
異
同
を
め
ぐ
っ
て
紛
糾
し
、
ま
っ
た
く
讓
る
と
こ
ろ

が
な
く
、
識
者
か
ら
大
變
に
輕
蔑
さ
れ
た
。
武
成
帝
（
世
祖
）
が
崩
御
す
る
と
…
…

こ
の
よ
う
に
世
祖
存
命
中
、
後
主
の
天
統
年
間
に
、
高
叡
ら
を
中
心
に
五
禮
の
編
纂
が
な
さ
れ
た
（
19
）。

だ
が
そ
れ
は
未
完
の
ま
ま
、
監
修
者
を

變
え
て
仕
切
り
直
し
と
な
っ
た
ら
し
い
。
そ
の
理
由
を
は
っ
き
り
傳
え
る
記
事
は
な
い
が
、
世
祖
が
崩
御
し
た
こ
と
、『
北
史
』
馮
子
琮
傳
に
紹

介
さ
れ
る
よ
う
に
參
畫
者
の
間
で
意
見
の
一
致
を
見
な
か
っ
た
こ
と
、
監
修
者
の
一
人
た
る
高
叡
が
、
當
時
後
主
の
寵
愛
を
一
身
に
受
け
て
い
た

和
士
開
の
排
斥
を
企
圖
し
た
た
め
に
殺
害
さ
れ
た
こ
と
（
天
統
五
年
（
五
六
九
）
二
月
）（
20
）な

ど
の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
。『
北
齊
書
』
魏
收
傳

に
は
、
世
祖
崩
御
の
後
、
す
で
に
後
主
が
卽
位
し
て
か
ら
時
を
經
て
い
る
た
め
に
恩
赦
を
降
す
べ
き
と
魏
收
が
主
張
し
、
そ
れ
が
採
用
さ
れ
た
こ

と
を
傳
え
た
の
に
續
け
て
、
次
の
よ
う
に
改
め
て
の
五
禮
編
纂
の
經
過
が
記
さ
れ
る
。

掌
詔
誥
、
除
尚
書
右
僕
射
。
總
議
監
五
禮
事
、
位
特
進
。
收
奏
請
趙
彥
深
・
和
士
開
・
徐
之
才
共
監
。
先
以
告
士
開
、
士
開
驚
辭
以
不
學
。

收
曰
、
天
下
事
皆
由
王
、
五
禮
非
王
不
決
。
士
開
謝
而
許
之
。
多
引
文
士
令
執
筆
、
儒
者
馬
敬
德
・
熊
安
生
・
權
會
實
主
之
。

〔
魏
收
は
〕
詔
誥
の
作
成
を
掌
握
し
、
尚
書
右
僕
射
に
敍
任
さ
れ
た
。
五
禮
編
纂
の
事
業
に
關
す
る
議
論
を
總
合
監
修
し
、
特
進
の
位
を
與
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え
ら
れ
た
。
魏
收
は
上
奏
し
て
趙
彥
深
・
和
士
開
・
徐
之
才
と
共
同
で
の
監
修
を
願
い
出
た
。
事
前
に
和
士
開
に
こ
の
件
を
告
げ
る
と
、
和

士
開
は
驚
い
て
自
ら
の
無
學
を
理
由
に
辭
退
し
た
。
魏
收
は
言
っ
た
「
天
下
の
事
柄
は
す
べ
て
王
（
和
士
開
）
に
依
據
し
て
お
り
、
五
禮
は

王
で
な
け
れ
ば
決
め
ら
れ
ま
せ
ん
」。
和
士
開
は
謝
意
を
述
べ
て
許
諾
し
た
。
多
く
の
文
士
を
引
き
入
れ
て
執
筆
に
當
た
ら
せ
、
儒
者
の
馬

敬
德
・
熊
安
生
・
權
會
が
主
管
し
た
。

魏
收
が
尚
書
右
僕
射
と
な
っ
た
の
は
、『
北
齊
書
』
後
主
紀
に
よ
れ
ば
天
統
五
年
（
五
六
九
）
十
二
月
庚
辰
の
こ
と
で
、
翌
月
に
は
武
平
元
年

に
改
元
さ
れ
る
。
さ
ら
に
魏
收
と
一
緒
に
五
禮
監
修
の
任
を
擔
っ
た
趙
彥
深
・
和
士
開
・
徐
之
才
の
三
人
に
つ
い
て
見
て
お
こ
う
。
和
士
開
が「
王
」

と
稱
さ
れ
る
の
は
、
武
平
元
年
に
淮
陽
王
に
封
じ
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
、
彼
は
世
祖
が
亡
く
な
る
際
に
後
事
を
託
さ
れ
て
後
主
に
信
任
さ
れ
、
か

つ
胡
太
后
の
寵
愛
を
も
得
て
い
た
た
め
（
21
）、

こ
の
武
平
元
年
の
段
階
は
、
正
に
「
天
下
事
皆
由
王
」
と
し
て
過
言
で
は
な
か
っ
た
。
趙
彥
深
は
和

士
開
と
と
も
に
、
世
祖
崩
御
の
後
に
後
主
の
朝
政
を
掌
っ
た
「
八
貴
」
の
一
人
に
數
え
ら
れ
、
武
平
元
年
に
は
錄
尚
書
事
で
あ
っ
た
（
22
）。

徐
之
才

は
天
統
五
年
に

州
刺
史
か
ら
中
央
へ
呼
び
戻
さ
れ
、
武
平
元
年
に
尚
書
左
僕
射
と
な
っ
て
い
る
（
23
）。

つ
ま
り
魏
收
ら
監
修
者
四
人
は
、
世
祖
崩

御
の
後
を
受
け
て
、
な
お
十
五
歲
と
年
若
い
後
主
を
取
り
卷
い
た
、
時
の
重
臣
た
ち
で
あ
っ
た
。

さ
て
魏
收
ら
の
下
で
編
纂
が
再
開
さ
れ
た
五
禮
は
、
多
く
の
文
士
を
動
員
し
た
が
、
そ
の
實
務
を
統
括
し
た
の
が
、
儒
者
の
馬
敬
德
・
熊
安
生
・

權
會
ら
で
あ
っ
た
。
馬
敬
德
・
權
會
は
、
と
も
に
『
北
齊
書
』
儒
林
傳
に
立
傳
さ
れ
る
。

馬
敬
德
は
河
間
郡
（
瀛
州
）
の
人
で
、
や
は
り
徐
遵
明
門
下
に
入
っ
た
後
、
燕
趙
の
地
域
に
て
教
授
し
て
追
隨
者
が
多
か
っ
た
（
24
）。

孝
廉
へ
の

推
舉
を
固
辭
し
、
次
い
で
州
に
純
儒
と
し
て
推
舉
さ
れ
都
に
送
ら
れ
た
。
し
か
し
都
で
の
秀
才
の
策
問
で
は
中
第
（
中
等
程
度
で
の
合
格
）
だ
っ

た
た
め
、
經
書
に
關
す
る
試
驗
を
願
い
出
、
そ
の
巧
み
な
回
答
に
よ
り
國
子
助
教
に
拔
擢
さ
れ
て
、
太
學
博
士
を
經
て
天
統
年
間
の
初
め
に
國
子

博
士
に
敍
任
さ
れ
た
（
25
）。

す
る
と
こ
の
五
禮
編
纂
事
業
に
際
し
、馬
敬
德
と
熊
安
生
は
と
も
に
國
子
博
士
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
注
目
す
べ
き
こ
と
に
、
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地
方
の
一
儒
生
か
ら
徐
遵
明
に
學
び
、
私
學
を
開
い
て
い
る
內
に
評
判
を
得
て
國
子
助
教
、
國
子
博
士
に
至
る
と
い
う
經
歷
は
、
熊
安
生
の
そ
れ

と
ほ
ぼ
重
な
る
。

『
北
齊
書
』
儒
林
傳
序
に
よ
れ
ば
、
北
齊
で
は
各
郡
に
學
校
が
立
て
ら
れ
、
そ
の
博
士
・
助
教
に
よ
る
經
書
の
教
育
が
行
な
わ
れ
た
。
そ
し
て

郡
か
ら
孝
廉
に
舉
げ
ら
れ
、
そ
の
成
績
次
第
で
さ
ら
に
活
躍
の
道
が
開
か
れ
る
可
能
性
が
あ
っ
た
と
い
う
。

齊
制
、
諸
郡
並
立
學
、
置
博
士
・
助
教
授
經
。
…
…
諸
郡
俱
得
察
孝
廉
、
其
博
士
・
助
教
及
遊
學
之
徒
通
經
者
、
推
擇
充
舉
。
射
策
十
條
、

通
八
以
上
、
聽
九
品
出
身
、
其
尤
異
者
、
亦
蒙
抽
擢
。

北
齊
の
制
度
で
は
、
各
郡
す
べ
て
に
學
校
が
立
て
ら
れ
、
博
士
・
助
教
を
置
い
て
經
書
を
教
授
し
た
。
…
…
各
郡
で
は
い
ず
れ
も
孝
廉
を
推

薦
で
き
、
當
地
の
博
士
・
助
教
お
よ
び
遊
學
の
徒
で
經
書
に
通
曉
し
た
者
た
ち
が
、
選
拔
の
上
で
推
舉
さ
れ
た
。
射
策
十
題
の
內
、
八
題
以

上
が
合
格
で
あ
れ
ば
、
九
品
で
の
ス
タ
ー
ト
が
許
可
さ
れ
、
特
に
優
秀
な
者
に
つ
い
て
は
、
や
は
り
大
拔
擢
さ
れ
た
。

實
際
こ
の
ル
ー
ト
を
辿
っ
た
儒
者
が
、
儒
林
傳
を
中
心
に
複
數
見
出
だ
せ
る
。
例
え
ば
馬
敬
德
・
熊
安
生
と
と
も
に
五
禮
編
纂
を
主
管
し
た
權

會
は
、
東
魏
の
武
定
年
間
（
五
四
三
〜
五
五
〇
）
に
郡
か
ら
孝
廉
に
舉
げ
ら
れ
、
射
策
上
位
に
よ
り
四
門
博
士
（
正
九
品
上
）
と
な
っ
た
（
26
）。

邢

峙
は
燕
趙
の
地
域
に
遊
學
し
、
北
齊
の
天
保
年
間
（
五
五
〇
〜
五
五
九
）
の
初
め
に
孝
廉
に
舉
げ
ら
れ
、
や
は
り
四
門
博
士
と
な
り
、
國
子
助
教

（
從
七
品
下
）
に
遷
っ
た
。
し
ば
し
ば
話
題
に
上
っ
て
き
た
李
寶
鼎
も
、
郷
里
南
皮
で
熊
安
生
も
入
門
し
た
私
學
を
營
ん
だ
後
、
州
が
秀
才
に
舉

げ
て
太
學
博
士
（
從
七
品
下
）
に
敍
任
さ
れ
た
。
さ
ら
に
孝
廉
や
秀
才
に
舉
げ
ら
れ
た
と
明
記
は
さ
れ
な
い
が
、
張
買
奴
は
千
人
單
位
の
門
弟
を

抱
え
、
そ
の
名
聲
に
よ
り
太
學
博
士
・
國
子
助
教
を
歷
任
し
た
（
27
）。

以
上
の
諸
例
を
踏
ま
え
れ
ば
、
熊
安
生
が
陽
休
之
に
よ
っ
て
國
子
博
士
に
取
り
立
て
ら
れ
る
以
前
、
國
子
助
教
と
な
っ
て
い
た
理
由
も
、
推
定



一
二

熊安生傳

が
可
能
で
は
な
い
か
。
つ
ま
り
孝
廉
や
秀
才
に
舉
げ
ら
れ
た
か
否
か
は
不
明
だ
が
、
地
方
で
の
學
問
的
な
評
判
か
ら
中
央
に
招
集
さ
れ
る
と
い
う

東
魏
・
北
齊
で
の
一
つ
の
ル
ー
ト
に
、
熊
安
生
も
乘
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

當
時
の
熊
安
生
の
私
學
が
好
評
を
博
し
た
こ
と
は
、『
北
史
』
儒
林
傳
下
・
熊
安
生
に
傳
わ
る
次
の
記
事
に
象
徵
さ
れ
よ
う
。「
熊
安
生
が
山
東

に
い
た
時
分
、
每
年
出
遊
し
て
講
座
を
開
き
、
そ
れ
に
追
從
す
る
者
は
あ
ら
ゆ
る
郡
縣
に
及
ん
だ
（
安
生
在
山
東
時
、
歲
歲
遊
講
、
從
之
者
傾
郡

縣
）」。
熊
安
生
が
四
十
代
か
ら
長
く
私
學
で
教
授
し
、
陽
休
之
の
推
舉
に
よ
り
國
子
博
士
と
な
っ
た
の
は
六
十
代
終
わ
り
と
推
定
し
た
が
、
國
子

助
教
と
な
っ
た
の
も
、
そ
こ
ま
で
遡
る
と
は
思
わ
れ
な
い
。
少
な
く
見
積
も
っ
て
も
四
十
代
・
五
十
代
の
講
學
の
蓄
積
と
評
判
が
、
熊
安
生
を
國

子
助
教
・
國
子
博
士
へ
と
導
い
た
わ
け
で
あ
る
。

話
を
馬
敬
德
に
戻
そ
う
。
彼
の
名
前
は
、
ま
た
『
北
齊
書
』
封
述
傳
に
、
河
清
三
年
（
五
六
四
）、
律
令
を
議
論
し
た
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、
趙

彥
深
・
魏
收
・
陽
休
之
と
と
も
に
見
え
る
（
28
）。

馬
敬
德
と
趙
彥
深
の
關
係
は
、
馬
敬
德
傳
に
彼
が
國
子
博
士
に
な
っ
た
こ
と
に
續
け
て
、
次
の
よ

う
な
記
事
も
傳
わ
る
。

世
祖
爲
後
主
擇
師
傅
、
趙
彥
深
進
之
、
入
爲
侍
講
。
…
…
後
主
既
不
好
學
、
敬
德
侍
講
甚
疏
、
時
時
以
春
秋
入
授
。
武
平
初
、
猶
以
師
傅
之

恩
、
超
拜
國
子
祭
酒
。
加
儀
同
三
司
・
金
紫
光
祿
大
夫
、
領
瀛
州
大
中
正
、
卒
。

世
祖
（
武
成
帝
）
は
後
主
の
た
め
に
學
問
の
師
を
選
び
、
趙
彥
深
が
馬
敬
德
を
推
薦
し
て
、
宮
中
に
入
っ
て
侍
講
と
な
っ
た
。
…
…
後
主
は

端
か
ら
學
問
嫌
い
で
あ
っ
た
し
、
馬
敬
德
の
侍
講
ぶ
り
も
大
變
い
い
加
減
で
、
い
つ
も
『
春
秋
』
を
持
ち
込
ん
で
教
授
し
た
。
武
平
年
間
の

初
め
、
そ
れ
で
も
師
匠
と
し
て
の
恩
義
に
よ
っ
て
、
特
例
で
國
子
祭
酒
を
拜
命
し
た
。
儀
同
三
司
・
金
紫
光
祿
大
夫
を
加
え
ら
れ
、
瀛
州
大

中
正
を
領
し
、
亡
く
な
っ
た
。
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馬
敬
德
は
、
趙
彥
深
の
推
薦
を
得
て
後
主
の
教
育
係
と
な
り
、
武
平
年
間
に
は
國
子
祭
酒
に
ま
で
至
り
、
亡
く
な
っ
た
。
そ
し
て
彼
が
趙
彥
深
・

魏
收
と
律
令
に
つ
い
て
議
論
し
た
集
團
に
は
陽
休
之
が
含
ま
れ
、
そ
の
陽
休
之
は
熊
安
生
を
引
き
立
て
た
人
物
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
『
隋
書
』
魏

澹
傳
に
よ
れ
ば
、
陽
休
之
は
今
般
の
五
禮
編
纂
に
も
關
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

尋
與
尚
書
左
僕
射
魏
收
・
吏
部
尚
書
陽
休
之
・
國
子
博
士
熊
安
生
同
修
五
禮
。
又
與
諸
學
士
撰
御
覽
、
書
成
、
除
殿
中
郞
中
・
中
書
舍
人
。

〔
魏
澹
は
〕
次
い
で
尚
書
左
僕
射
の
魏
收
、
吏
部
尚
書
の
陽
休
之
、
國
子
博
士
の
熊
安
生
と
共
同
で
五
禮
を
撰
修
し
た
。
ま
た
諸
々
の
學
士

と
『
修
文
殿
御
覽
』
を
撰
述
し
、
そ
の
書
が
完
成
す
る
と
、
殿
中
郞
中
・
中
書
舍
人
に
敍
任
さ
れ
た
。

す
る
と
趙
彥
深
・
魏
收
を
監
修
者
と
し
、
陽
休
之
も
加
わ
っ
た
上
で
、
馬
敬
德
・
熊
安
生
を
實
務
の
主
管
者
と
す
る
今
般
の
五
禮
編
纂
の
グ
ル
ー

プ
は
、
後
主
の
重
臣
と
そ
の
緣
故
あ
る
儒
學
者
に
よ
る
構
成
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
（
29
）。

さ
て
魏
收
ら
監
修
者
と
陽
休
之
、
ま
た
熊
安
生
ら
實
務
の
主
管
者
の
他
に
も
、
五
禮
編
纂
に
關
與
し
た
人
物
た
ち
が
、『
北
史
』
や
『
隋
書
』

か
ら
見
出
せ
る
。
紹
介
し
た
ば
か
り
の
魏
澹
も
そ
の
一
人
だ
が
、
他
に
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

遷
殿
中
侍
御
史
、
與
熊
安
生
・
馬
敬
德
等
議
五
禮
、
兼
修
律
令
。
尋
兼
散
騎
侍
郞
、
使
陳
。
還
、
待
詔
文
林
館
。（『
北
史
』
崔
逞
傳
附
崔
儦
）

〔
崔
儦
は
〕
殿
中
侍
御
史
に
遷
り
、
熊
安
生
・
馬
敬
德
ら
と
五
禮
を
議
論
し
、
併
せ
て
律
令
を
整
備
し
た
。
次
い
で
散
騎
侍
郞
を
兼
務
し
、

陳
へ
の
使
者
と
な
っ
た
。
歸
國
し
、
待
詔
文
林
館
と
な
っ
た
。

仕
齊
、
位
考
功
郞
中
、
參
議
五
禮
、
待
詔
文
林
館
。
兼
散
騎
常
侍
、
聘
周
。（『
北
史
』
崔
鑒
傳
附
崔
子
樞
）
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〔
崔
子
樞
は
〕
北
齊
に
仕
え
、
位
は
考
功
郞
中
に
な
り
、
五
禮
の
議
論
に
參
加
し
、
待
詔
文
林
館
と
な
っ
た
。
散
騎
常
侍
を
兼
務
し
、
北
周

を
訪
問
し
た
。

武
平
初
、
詔
與
諸
儒
修
定
五
禮
、
除
尚
書
左
外
兵
郞
。
陳
使
傅
縡
聘
齊
、
以
道
衡
兼
主
客
郞
接
對
之
。
縡
贈
詩
五
十
韻
、
道
衡
和
之
、
南
北

稱
美
。
魏
收
曰
、
傅
縡
所
謂
以
蚓
投
魚
耳
。
待
詔
文
林
館
、
與
范
陽
盧
思
道
・
安
平
李
德
林
齊
名
友
善
。（『
隋
書
』
薛
道
衡
傳
）

〔
薛
道
衡
は
〕
武
平
年
間
の
初
め
、
詔
が
下
っ
て
儒
者
た
ち
と
五
禮
を
撰
修
制
定
し
、
尚
書
左
外
兵
郞
に
敍
任
さ
れ
た
。
陳
か
ら
の
使
者
の

傅
縡
が
北
齊
を
訪
問
し
、
薛
道
衡
に
主
客
郞
を
兼
務
し
て
そ
の
接
待
に
當
た
ら
せ
た
。
傅
縡
が
五
十
韻
の
詩
を
贈
る
と
、
薛
道
衡
が
こ
れ
に

唱
和
し
、南
北
兩
朝
で
そ
れ
を
稱
贊
し
た
。
魏
收
が
言
っ
た「
傅
縡
の
行
爲
は
ミ
ミ
ズ
で
魚
を
釣
る
と
い
う
や
つ
だ
」。
待
詔
文
林
館
に
な
り
、

范
陽
の
盧
思
道
、
安
平
の
李
德
林
と
等
し
く
名
聲
を
馳
せ
、
良
き
友
人
で
あ
っ
た
。

以
上
の
崔
儦
・
崔
子
樞
・
薛
道
衡
に
加
え
て
、
薛
道
衡
と
「
齊
名
友
善
」
だ
っ
た
と
い
う
盧
思
道
に
も
觸
れ
て
お
き
た
い
。
彼
の
『
隋
書
』
の

傳
は
、
官
歷
は
記
さ
れ
る
も
の
の
、
そ
の
多
く
が
い
つ
の
こ
と
か
定
め
難
い
。
そ
れ
を
補
っ
て
く
れ
る
の
が
、
唐
・
張
説
に
よ
る
「
齊
黃
門
侍
郞

盧
思
道
碑
」（
30
）で

あ
る
。
ま
ず
『
隋
書
』
の
傳
で
は
、盧
思
道
は
北
齊
に
仕
え
て
か
ら
「
官
に
あ
る
度
に
、譴
責
侮
辱
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
（
每

居
官
、
多
被
譴
辱
）」
と
い
う
有
り
樣
で
、
罷
免
さ
れ
て
し
ば
し
郷
里
に
戻
っ
た
（
31
）。

そ
の
後
、「
數
年
し
て
、
再
び
京
畿
主
簿
と
な
り
、
主
客
郞
・

給
事
黃
門
侍
郞
を
歷
任
し
、
待
詔
文
林
館
と
な
っ
た
（
數
年
、
復
爲
京
畿
主
簿
、
歷
主
客
郞
・
給
事
黃
門
侍
郞
、
待
詔
文
林
館
）」
と
あ
り
、
續

い
て
「
周
武
帝
平
齊
」
と
北
齊
が
北
周
に
よ
り
滅
ぼ
さ
れ
る
に
至
る
。

こ
れ
に
對
應
す
る
張
説
の
碑
文
の
記
事
は
、「
途
中
で
廢
官
と
な
り
、
ま
た
官
に
進
み
、
給
事
黃
門
侍
郞
に
至
り
、
待
詔
文
林
館
と
な
っ
た
。

武
平
年
間
の
末
、
天
子
（
後
主
）
が
兵
士
を
統
率
し
て
敵
軍
（
北
周
）
の
防
御
に
當
た
り
、
太
子
（
後
の
幼
主
・
高
恒
）
は
晉
陽
の
留
守
を
預
っ
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た
。
公
（
盧
思
道
）
は
晉
陽
に
留
ま
っ
て
太
子
宮
の
官
署
を
取
り
仕
切
り
、
併
せ
て
機
密
事
項
を
掌
握
し
た
（
中
廢
、
復
進
、
至
給
事
黃
門
侍
郞
、

待
詔
文
林
館
。
武
平
末
、
天
子
總
兵
禦
寇
、
太
子
監
國
於
晉
陽
。
公
留
綜
宮
朝
、
兼
典
樞
密
）」
と
言
う
。
そ
し
て
さ
ら
に
盧
思
道
の
學
問
を
述

べ
る
中
で
、
次
の
よ
う
な
對
句
が
あ
る
こ
と
は
、
注
目
さ
れ
る
。

夫
禮
儀
損
益
、
公
能
言
之
、
故
與
熊
安
生
詳
定
齊
禮
。
三
墳
五
典
、
公
能
讀
之
、
故
與
薛
道
衡
侍
學
儲
后
。

い
っ
た
い
禮
儀
の
損
益
に
つ
い
て
、公
（
盧
思
道
）
は
一
家
言
を
有
し
、そ
の
た
め
に
熊
安
生
と
北
齊
の
五
禮
を
詳
細
に
定
め
た
の
だ
。
樣
々

な
古
典
籍
に
つ
い
て
、
公
は
き
ち
ん
と
讀
解
し
、
そ
の
た
め
に
薛
道
衡
と
太
子
の
下
で
學
問
を
授
け
た
の
だ
。

こ
こ
で
盧
思
道
・
熊
安
生
が
協
働
し
た
「
詳
定
齊
禮
」
と
の
事
績
は
、
我
々
が
こ
こ
ま
で
着
目
し
て
經
過
を
辿
っ
て
き
た
、
武
平
年
間
に
着
手

の
五
禮
編
纂
に
他
な
る
ま
い
。
對
を
成
す
盧
思
道
と
薛
道
衡
が
と
も
に
皇
太
子
の
側
に
あ
っ
た
こ
と
は
、
盧
思
道
に
つ
い
て
張
説
の
碑
文
に
晉
陽

に
あ
っ
た
旨
を
言
い
、
薛
道
衡
に
つ
い
て
『
隋
書
』
薛
道
衡
傳
で
先
の
引
用
と
北
齊
滅
亡
の
間
に
「
仍
參
太
子
侍
讀
」
と
あ
る
（
32
）。

以
上
、
熊
安
生
と
一
緒
に
五
禮
編
纂
に
加
擔
し
た
人
物
と
し
て
、
魏
澹
・
崔
儦
・
崔
子
樞
・
薛
道
衡
、
さ
ら
に
盧
思
道
を
舉
げ
た
。
ま
た
あ
え

て
引
用
し
た
彼
ら
の
五
禮
編
纂
事
業
へ
の
參
加
後
の
經
歷
を
見
る
と
、
そ
の
多
く
は
待
詔
文
林
館
と
な
っ
た
り
、
陳
や
周
と
の
外
交
人
員
（
派
遣
、

接
受
の
雙
方
）
と
な
っ
た
り
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
魏
澹
の
場
合
は
、『
隋
書
』
の
傳
に
は
『
修
文
殿
御
覽
』
の
編
纂
に
加
わ
っ
た
こ
と
し
か
明

記
さ
れ
な
い
が
、實
は
待
詔
文
林
館
に
も
な
っ
て
い
る
。『
北
齊
書
』
文
苑
傳
序
で
、武
平
三
年
（
五
七
二
）
に
祖
珽
が
文
林
館
の
設
立
を
上
奏
し
、

續
け
て
『
修
文
殿
御
覽
』
編
纂
の
た
め
に
招
聘
し
た
待
詔
文
林
館
の
一
覽
に
、
殿
中
侍
御
史
・
魏
澹
が
含
ま
れ
る
の
で
あ
る
（
33
）。

尾
崎
康
「
北
齊
の
文
林
館
と
修
文
殿
御
覽
」
は
、『
修
文
殿
御
覽
』
編
纂
に
關
わ
る
待
詔
文
林
館
へ
の
人
選
は
、
多
く
を
華
北
の
名
門
の
內
の

若
手
と
い
う
基
準
の
下
に
、
祖
珽
が
登
用
し
た
と
す
る
（
34
）。

事
實
と
し
て
は
そ
の
通
り
な
の
だ
が
、
本
稿
で
は
『
北
齊
書
』
文
苑
傳
序
に
記
さ
れ
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る
『
修
文
殿
御
覽
』
編
纂
の
監
撰
者
と
し
て
舉
が
る
六
名
の
中
に
、
魏
收
・
徐
之
才
・
陽
休
之
が
い
る
こ
と
と
、
彼
ら
が
後
に
待
詔
文
林
館
と
な

る
若
手
人
員
を
配
下
に
、
先
行
し
て
五
禮
編
纂
を
行
な
っ
て
い
た
こ
と
に
着
目
し
た
い
。
つ
ま
り
武
平
の
初
め
に
五
禮
編
纂
事
業
を
取
り
仕
切
っ

た
面
々
が
、
そ
の
優
秀
な
配
下
の
人
員
を
そ
の
ま
ま
に
、
武
平
三
年
か
ら
實
働
し
て
い
た
文
林
館
（
35
）へ

と
吸
收
し
、
實
務
に
當
た
ら
せ
た
と
見
る

こ
と
が
可
能
な
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
北
齊
の
文
化
學
術
政
策
の
一
連
性
を
見
出
せ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

ま
た
若
手
の
多
く
が
外
交
人
員
に
も
な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
南
北
朝
時
代
に
お
け
る
外
交
人
員
に
、
家
格
・
學
術
に
秀
で
た
精
鋭
が
選
拔
さ

れ
た
こ
と
は
、
夙
に
清
・
趙
翼
『
廿
二
史
箚
記
』
卷
十
四
「
南
北
朝
通
好
以
使
命
爲
重
」
が
指
摘
し
て
以
來
の
通
説
で
あ
る
（
36
）。

す
る
と
尾
崎
氏

が
言
う
よ
う
に
華
北
の
名
門
が
輩
出
し
た
若
手
で
あ
り
、
か
つ
筆
者
が
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
五
禮
編
纂
に
加
わ
っ
た
學
識
者
で
も
あ
る
、
待
詔

文
林
館
と
な
っ
た
人
物
が
、
多
く
同
時
に
外
交
人
員
に
充
て
ら
れ
て
い
る
の
も
、
當
然
の
人
選
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

一
方
で
『
北
齊
書
』
魏
收
傳
で
五
禮
編
纂
の
實
務
を
主
管
し
た
儒
者
と
し
て
名
が
舉
が
る
馬
敬
德
、
權
會
、
そ
し
て
我
ら
が
熊
安
生
は
、
彼
ら

名
門
の
若
手
と
は
、
事
情
が
か
な
り
異
な
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
馬
敬
德
は
す
で
に
示
し
た
よ
う
に
、
徐
遵
明
門
下
を
經
て
長
年
私
學
を
營

み
、
そ
の
名
聲
か
ら
後
主
の
學
問
係
と
な
っ
て
、
武
平
年
間
の
初
め
に
國
子
祭
酒
を
拜
命
し
、
卒
年
こ
そ
不
明
だ
が
、
直
に
亡
く
な
っ
て
い
る
。

ま
た
權
會
も
『
北
齊
書
』
儒
林
傳
の
傳
に
よ
れ
ば
、
武
平
年
間
に
七
十
六
歲
を
以
て
亡
く
な
っ
て
い
る
（
37
）。

熊
安
生
は
五
禮
編
纂
に
着
手
し
た
武

平
元
年
（
五
七
〇
）
の
段
階
で
七
十
四
歲
の
計
算
で
あ
る
。
す
る
と
熊
安
生
ら
は
、
五
禮
編
纂
に
そ
の
國
子
博
士
た
る
老
儒
の
學
識
に
よ
っ
て
、

氣
鋭
の
若
手
儒
者
た
ち
を
監
督
指
導
す
る
存
在
と
し
て
、
招
集
さ
れ
た
も
の
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

つ
ま
り
北
齊
の
武
平
年
間
に
展
開
さ
れ
た
五
禮
編
纂
の
事
業
は
、
主
と
し
て
三
種
類
の
階
層
の
人
員
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
も
の
と
見
る
こ
と

が
で
き
る
。
第
一
は
監
修
者
た
る
魏
收
ら
で
、
世
祖
崩
御
後
の
後
主
を
支
え
る
、
時
の
重
臣
た
ち
で
あ
る
。
第
二
は
實
務
主
管
者
た
る
熊
安
生
ら

で
、
七
十
代
の
經
驗
と
學
識
を
備
え
た
老
儒
た
ち
で
あ
る
。
そ
し
て
監
修
者
と
實
務
主
管
者
は
、
律
令
な
ど
を
め
ぐ
っ
て
協
働
し
た
り
、
國
子
博

士
と
し
て
取
り
立
て
た
り
し
て
、
す
で
に
以
前
か
ら
一
定
の
繫
が
り
を
有
し
て
い
た
。
第
三
は
華
北
の
名
門
出
の
若
手
た
ち
で
あ
り
、
彼
ら
は
そ
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の
名
望
と
學
識
と
に
よ
っ
て
、
北
齊
文
化
の
將
來
を
擔
う
人
材
と
し
て
囑
望
さ
れ
、
五
禮
編
纂
事
業
の
後
に
は
待
詔
文
林
館
と
な
っ
て
、
第
一
の

監
修
者
た
ち
も
指
揮
者
の
一
翼
と
な
る
文
林
館
で
の
事
業
に
吸
收
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

三　

北
齊
を
代
表
す
る
禮
學
者
と
し
て
―
北
周
の
使
節
へ
の
應
對

熊
安
生
が
編
纂
の
實
務
を
主
管
し
た
五
禮
は
、
す
で
に
陳
寅
恪
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、『
隋
書
』
經
籍
志
・
史
部
・
儀
注
類
に
「
後
齊
儀
注

二
百
九
十
卷
」
と
著
錄
さ
れ
る
も
の
に
相
當
し
よ
う
（
38
）。

そ
し
て
興
味
深
い
こ
と
に
、『
舊
唐
書
』
經
籍
志
・
乙
部
史
錄
・
儀
注
類
に
は
「
北
齊
吉

禮
七
十
二
卷
（
趙
彥
深
撰
）」、『
新
唐
書
』
藝
文
志
・
乙
部
史
錄
・
儀
注
類
に
は
「
趙
彥
深
北
齊
吉
禮
七
十
二
卷
」
と
の
著
錄
が
あ
る
。
す
る
と

魏
收
・
趙
彥
深
・
和
士
開
・
徐
之
才
の
監
修
者
四
人
に
は
、
五
禮
に
つ
い
て
吉
凶
賓
軍
嘉
の
禮
ご
と
に
何
ら
か
の
役
割
分
擔
が
あ
り
、
趙
彥
深
は

吉
禮
を
監
修
し
た
と
の
推
測
も
可
能
か
も
し
れ
な
い
（
39
）。

さ
ら
に
こ
の
五
禮
は
、
後
に
隋
の
牛
弘
が
主
編
し
た
『
隋
朝
儀
禮
』
一
百
卷
（『
隋
書
』
經
籍
志
・
史
部
・
儀
注
類
に
著
錄
）
に
、
か
な
り
の

部
分
が
吸
收
さ
れ
た
と
思
し
い
。『
隋
書
』
禮
儀
志
三
に
「
牛
弘
は
そ
こ
で
上
奏
し
て
學
者
た
ち
を
招
集
し
、
儀
禮
百
卷
を
撰
述
し
た
。
全
面
的

に
東
齊
（
北
齊
）
の
儀
注
を
標
準
と
し
、
さ
ら
に
少
し
く
〔
南
朝
の
〕
王
儉
の
儀
禮
を
採
用
し
た
（
弘
因
奏
徵
學
者
、
撰
儀
禮
百
卷
。
悉
用
東
齊

儀
注
以
爲
準
、
亦
微
採
王
儉
禮
）」
と
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
（
40
）。

こ
の
よ
う
に
北
齊
の
文
化
學
術
に
と
っ
て
重
大
な
意
味
を
有
し
、
隋
に
入
っ
て
も
な
お
影
響
力
を
發
揮
し
た
五
禮
の
編
纂
事
業
に
、
熊
安
生
が

中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
事
實
が
明
る
み
に
出
た
。
だ
が
本
傳
は
、
熊
安
生
が
陽
休
之
の
推
挽
で
國
子
博
士
に
な
っ
た
事
實
を
傳
え
た
の

に
續
け
て
、
北
周
の
天
和
三
年
（
五
六
八
）、
北
齊
の
年
號
で
は
天
統
四
年
に
、
北
周
か
ら
の
使
節
に
熊
安
生
が
對
應
し
た
樣
子
を
稱
贊
す
る
記
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事
を
載
せ
、
そ
の
後
は
北
周
が
北
齊
を
滅
ぼ
し
、
熊
安
生
の
北
周
で
の
活
躍
が
描
か
れ
る
の
で
あ
る
。
熊
安
生
が
五
禮
編
纂
に
勤
し
む
の
は
武
平

元
年
（
五
七
〇
）
以
後
の
こ
と
だ
か
ら
、
本
傳
は
熊
安
生
と
五
禮
の
關
わ
り
を
示
す
記
事
を
、
す
っ
か
り
拔
か
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

本
傳
の
記
載
が
、
か
よ
う
に
北
周
で
の
事
績
を
主
に
推
移
す
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
恐
ら
く
は
本
傳
が
『
周
書
』
儒
林
傳
に
立
傳
さ
れ
る
こ
と

と
無
關
係
で
は
あ
る
ま
い
。
そ
も
そ
も
熊
安
生
が
、
北
魏
で
も
後
の
東
魏
・
北
齊
の
領
內
に
生
ま
れ
、
そ
こ
で
人
生
の
大
半
を
過
ご
し
、
し
か
も

北
齊
で
國
子
助
教
・
國
子
博
士
ま
で
歷
任
し
な
が
ら
、
本
傳
が
『
周
書
』
儒
林
傳
に
立
て
ら
れ
る
の
は
、
彼
が
後
に
北
周
へ
と
移
り
、
そ
こ
で
沒

し
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。『
北
齊
書
』
儒
林
傳
序
の
末
尾
に
「
熊
安
生
の
名
は
『
周
書
』
に
あ
り
、…
…
こ
こ
に
重
複
し
て
記
述
は
し
な
い
（
熊

安
生
名
在
周
史
、
…
…
輒
不
重
述
）」
と
言
わ
れ
、
假
に
『
北
齊
書
』
儒
林
傳
に
立
傳
さ
れ
て
い
れ
ば
紹
介
さ
れ
た
可
能
性
の
高
い
五
禮
編
纂
へ

の
從
事
も
、『
周
書
』
儒
林
傳
に
立
傳
さ
れ
、
北
周
と
關
わ
る
事
績
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
が
た
め
に
、
缺
落
し
て
し
ま
っ
た
と
考
え
た
い
。

さ
て
後
の
北
周
入
り
へ
の
布
石
と
言
え
る
の
が
、
天
和
三
年
（
五
六
八
）
に
北
齊
を
訪
問
し
た
北
周
の
使
節
團
に
、
熊
安
生
が
應
對
し
た
事
實

で
あ
る
。
河
清
年
間
（
五
六
二
〜
五
六
五
）
に
陽
休
之
に
よ
り
國
子
博
士
と
な
っ
た
こ
と
に
續
く
、
本
傳
の
記
錄
を
讀
ん
で
い
こ
う
。

時
朝
廷
既
行
周
禮
、
公
卿
以
下
、
多
習
其
業
、
有
宿
疑

滯
者
數
十
條
、
皆
莫
能
詳
辨
。
天
和
三
年
、
齊
請
通
好
、
兵
部
尹
公
正
使
焉
。
與

齊
人
語
及
周
禮
、
齊
人
不
能
對
。
乃
令
安
生
至
賓
館
與
公
正
言
。
公
正
有
口
辯
、
安
生
語
所
未
至
者
、
便
撮
機
要
而
驟
問
之
。
安
生
曰
、
禮

義
弘
深
、
自
有
條
貫
。
必
欲
昇
堂
覩
奧
、
寧
可
汩
其
先
後
。
但
能
留
意
、
當
爲
次
第
陳
之
。
公
正
於
是
具
問
所
疑
、
安
生
皆
爲
一
一
演
説
、

咸
究
其
根
本
。
公
正
深
所
嗟
服
、
還
、
具
言
之
於
高
祖
。
高
祖
大
欽
重
之
。

當
時
〔
北
周
の
〕
朝
廷
で
は
『
周
禮
』
に
基
づ
く
政
治
が
實
施
さ
れ
て
お
り
、
公
卿
以
下
、
多
く
の
者
が
『
周
禮
』
を
學
修
し
て
い
た
が
、

長
く
未
解
決
の
ま
ま
に
殘
さ
れ
て
い
た
疑
問
が
數
十
條
あ
り
、
い
ず
れ
を
も
詳
細
に
解
き
明
か
せ
ず
に
い
た
。
天
和
三
年
、
北
齊
が
友
好
を

願
い
出
て
來
て
、〔
北
周
か
ら
は
〕
兵
部
の
尹
公
正
が
使
者
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
。
北
齊
の
學
者
と
の
議
論
が
『
周
禮
』
に
及
ぶ
と
、
北
齊
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の
學
者
は
應
對
で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
熊
安
生
に
賓
館
へ
出
向
い
て
尹
公
正
と
對
論
さ
せ
た
。
尹
公
正
は
辯
論
の
才
が
あ
り
、
熊
安
生
の

發
言
が
ま
だ
完
全
に
は
及
ん
で
い
な
い
箇
所
に
つ
い
て
、
す
ぐ
に
要
點
を
捉
え
て
急
な
質
問
を
吹
っ
掛
け
た
。
熊
安
生
は
言
っ
た
「
禮
の
意

義
と
は
幅
廣
く
て
奧
深
く
、
そ
こ
に
は
筋
道
が
あ
る
も
の
で
す
。
必
ず
表
座
敷
に
上
が
っ
て
か
ら
奧
座
敷
に
伺
お
う
と
す
る
べ
き
で
（
41
）、

ど

う
し
て
そ
の
順
序
を
亂
し
て
い
い
で
し
ょ
う
か
。
た
だ
心
を
〔
禮
の
意
義
に
〕
留
め
て
お
い
て
頂
け
れ
ば
、
き
っ
と
順
を
追
っ
て
解
説
し
ま

す
か
ら
」。
尹
公
正
が
そ
こ
で
疑
問
の
內
容
を
事
細
か
に
質
問
す
る
と
、
熊
安
生
は
す
べ
て
に
一
つ
一
つ
解
説
を
施
し
、
い
ず
れ
も
大
本
を

究
明
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
尹
公
正
は
甚
だ
感
服
し
、〔
北
周
に
〕
歸
還
す
る
と
、
一
切
の
事
の
次
第
を
高
祖
（
武
帝
・
宇
文
邕
）
に
申
し

上
げ
た
。
高
祖
は
大
い
に
熊
安
生
を
敬
重
し
た
。

北
周
が
古
の
周
代
の
官
制
を
規
範
に
し
た
政
治
を
行
な
お
う
と
し
た
こ
と
は
、
常
識
に
屬
す
る
（
42
）。

對
し
て
北
齊
で
は
、『
北
齊
書
』
儒
林
傳
序

に
、
徐
遵
明
に
端
を
發
す
る
北
魏
か
ら
北
齊
に
お
け
る
三
禮
の
學
の
傳
承
を
述
べ
た
後
、「
諸
々
の
學
徒
は
皆
が
『
小
戴
禮
（
禮
記
）』
に
通
曉
し
、

『
周
禮
』
や
『
儀
禮
』
に
も
併
せ
て
通
曉
し
て
い
た
者
は
、
十
人
に
二
三
人
で
あ
っ
た
（
諸
生
盡
通
小
戴
禮
、
於
周
・
儀
禮
兼
通
者
、
十
二
三
焉
）」

と
あ
る
こ
と
に
象
徵
さ
れ
る
よ
う
に
、『
禮
記
』
に
比
し
て
『
周
禮
』『
儀
禮
』
の
學
を
修
め
る
者
は
少
な
か
っ
た
。
す
る
と
右
の
逸
事
は
、
そ
う

し
た
北
齊
と
北
周
に
お
け
る
『
周
禮
』
へ
の
溫
度
差
を
う
か
が
わ
せ
る
に
十
分
で
あ
る
。

だ
が
熊
安
生
は
、
若
き
日
に
房
虬
か
ら
他
な
ら
ぬ
『
周
禮
』
の
學
を
、
李
寶
鼎
か
ら
禮
の
學
問
を
授
か
っ
て
い
た
。
ま
た
徐
遵
明
に
師
事
し
て

い
た
折
に
も
、
禮
を
學
ん
で
い
た
と
思
わ
れ
る
。
徐
遵
明
の
學
團
が
他
を
壓
倒
す
る
勢
力
を
持
ち
得
た
一
因
に
は
、
そ
の
講
義
內
容
が
多
種
の
經

に
渡
っ
た
點
が
舉
げ
ら
れ
（
43
）、

す
で
に
觸
れ
た
よ
う
に
、『
北
齊
書
』
儒
林
傳
序
に
は
徐
遵
明
か
ら
李
寶
鼎
、
そ
し
て
熊
安
生
へ
と
い
う
禮
學
傳
承

の
系
譜
が
記
さ
れ
て
い
る
。
徐
遵
明
・
李
寶
鼎
の
禮
の
學
統
を
繼
ぐ
と
い
う
自
負
が
、
熊
安
生
を
し
て
、
五
經
の
學
に
通
じ
た
後
に
開
い
た
學
團

で
專
ら
三
禮
の
學
を
講
じ
さ
せ
た
は
ず
で
あ
る
。
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そ
う
し
た
三
禮
の
學
に
對
す
る
造
詣
が
評
判
を
呼
び
、
熊
安
生
は
國
子
助
教
と
な
り
、
ま
た
陽
休
之
が
國
子
博
士
へ
と
取
り
立
て
た
に
相
違
な

い
。
そ
れ
は
熊
安
生
を
、
五
禮
編
纂
の
實
務
の
主
管
者
と
い
う
立
場
へ
と
導
い
た
し
、
今
般
の
北
周
・
尹
公
正
と
の
對
論
相
手
に
選
ば
れ
た
の
も
、

北
齊
を
代
表
す
る
禮
學
者
と
し
て
熊
安
生
が
認
知
さ
れ
て
い
た
か
ら
こ
そ
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
今
回
の
北
周
の
天
和
三
年
、
北
齊
の
年
號
で
は
天
統
四
年
に
な
さ
れ
た
、
北
周
使
節
團
に
よ
る
北
齊
訪
問
の
一
件
は
、
こ
の
本
傳
以

外
に
も
事
實
を
傳
え
る
記
事
が
存
在
す
る
。
ま
ず
は
何
よ
り
『
周
書
』
と
『
北
齊
書
』
の
兩
本
紀
で
あ
る
。

八
月
乙
丑
…
…
齊
請
和
親
、
遣
使
來
聘
、
詔
軍
司
馬
陸
逞
・
兵
部
尹
公
正
報
聘
焉
。（『
周
書
』
武
帝
紀
上
・
天
和
三
年
）

〔
天
和
三
年
〕
八
月
乙
丑
…
…
北
齊
が
親
睦
を
願
い
出
て
、
使
者
を
派
遣
し
訪
問
し
て
來
た
た
め
、
詔
を
下
し
て
軍
司
馬
の
陸
逞
、
兵
部
の

尹
公
正
を
返
答
の
使
者
と
し
て
〔
北
齊
を
〕
訪
問
さ
せ
た
。

秋
九
月
丙
申
、
周
人
來
通
和
、
太
上
皇
帝
詔
侍
中
斛
斯
文
略
報
聘
于
周
。（『
北
齊
書
』
後
主
紀
・
天
統
四
年
）

〔
天
統
四
年
〕
秋
九
月
丙
申
、
北
周
の
使
者
が
來
て
和
親
を
求
め
、
太
上
皇
帝
（
武
成
帝
）
が
詔
を
下
し
て
侍
中
の
斛
斯
文
略
を
返
答
の
使

者
と
し
て
北
周
へ
訪
問
さ
せ
た
。

北
周
側
の
使
者
の
一
人
で
あ
る
陸
逞
は
、『
周
書
』
陸
通
傳
に
附
さ
れ
て
立
傳
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
今
回
の
北
齊
派
遣
に
つ
い
て
、
次
の

よ
う
に
記
錄
が
あ
る
。

天
和
三
年
、
齊
遣
侍
中
斛
斯
文
略
・
中
書
侍
郞
劉
逖
來
聘
。
初
修
隣
好
、
盛
選
行
人
。
詔
逞
爲
使
主
、
尹
公
正
爲
副
以
報
之
。
逞
美
容
止
、
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善
辭
令
、
敏
而
有
禮
、
齊
人
稱
焉
。（『
周
書
』
陸
通
傳
附
陸
逞
）

天
和
三
年
、
北
齊
が
侍
中
の
斛
斯
文
略
、
中
書
侍
郞
の
劉
逖
を
派
遣
し
訪
問
し
て
來
た
。
初
め
て
鄰
國
同
士
の
友
好
關
係
を
結
ぶ
と
い
う
こ

と
で
、〔
返
答
の
〕
使
者
は
十
分
に
吟
味
し
て
選
拔
さ
れ
た
。
詔
を
下
し
て
陸
逞
を
主
使
と
し
、
尹
公
正
を
副
使
と
し
て
返
答
し
た
。
陸
逞

は
振
る
舞
い
が
優
美
で
、
應
接
の
言
葉
遣
い
が
良
く
、
明
敏
に
し
て
禮
儀
を
辯
え
、
北
齊
の
人
々
は
そ
れ
を
稱
贊
し
た
。

兩
本
紀
に
記
載
の
年
月
日
を
、
相
手
國
の
來
訪
を
受
け
て
の
使
者
派
遣
（
出
發
）
の
日
付
と
見
れ
ば
、
西
曆
五
六
八
年
、
ま
ず
八
月
乙
丑
（
二

日
）
に
、
北
周
が
北
齊
か
ら
の
使
者
に
對
し
て
陸
逞
（
主
）・
尹
公
正
（
副
）
を
派
遣
し
た
。
そ
し
て
九
月
丙
申
（
四
日
）
に
、
北
齊
が
北
周
か

ら
の
使
者
に
對
し
て
斛
斯
文
略
を
派
遣
し
た
。
以
上
の
時
系
列
と
な
る
。
と
こ
ろ
が
陸
逞
の
傳
は
、
陸
逞
と
尹
公
正
が
使
者
に
選
ば
れ
て
北
齊
に

派
遣
さ
れ
た
の
を
、
北
齊
か
ら
の
斛
斯
文
略
（
と
劉
逖
）
の
來
訪
を
受
け
て
の
こ
と
と
し
、
兩
本
紀
と
前
後
關
係
が
齟
齬
す
る
。

八
月
の
北
周
か
ら
北
齊
へ
と
向
か
っ
た
使
節
と
、
九
月
に
北
齊
か
ら
派
遣
さ
れ
た
斛
斯
文
略
ら
へ
の
北
周
側
の
返
答
の
使
節
に
、
と
も
に
陸
逞
・

尹
公
正
が
充
て
ら
れ
た
と
考
え
れ
ば
、
齟
齬
は
解
消
で
き
な
く
も
な
い
。
た
だ
そ
う
す
る
と
、
尹
公
正
ら
が
同
じ
使
節
團
の
構
成
で
、
極
め
て
短

い
期
間
に
北
周
と
北
齊
を
二
往
復
し
た
こ
と
に
な
り
、
現
實
的
で
は
な
い
。
ま
た
陸
逞
の
傳
の
文
脈
で
は
、
斛
斯
文
略
ら
の
訪
問
が
あ
っ
て
初
め

て
返
答
の
使
節
團
を
選
拔
、
組
織
し
た
も
の
と
讀
め
る
。
そ
の
た
め
こ
こ
で
は
一
先
ず
陸
逞
の
傳
に
信
を
置
き
、
北
齊
か
ら
斛
斯
文
略
・
劉
逖
が

派
遣
さ
れ
て
來
た
の
を
受
け
て
、
初
め
て
北
周
が
陸
逞
と
尹
公
正
を
返
答
と
し
て
派
遣
し
た
も
の
と
し
た
い
（
44
）。

如
上
の
經
緯
で
北
齊
に
到
着
し

た
尹
公
正
が
、
熊
安
生
と
對
論
を
繰
り
廣
げ
、
そ
れ
が
本
傳
に
記
錄
さ
れ
た
も
の
と
考
え
れ
ば
、
陸
逞
の
傳
で
陸
逞
が
北
齊
に
て
得
た
賞
贊
も
、

同
じ
場
で
の
も
の
と
な
る
。

さ
て
陸
逞
の
傳
に
「
初
修
隣
好
」
と
言
う
よ
う
に
、
今
般
の
使
者
の
往
復
は
、
北
齊
・
北
周
兩
國
間
に
お
い
て
、
實
質
的
に
初
め
て
の
出
來
事

で
あ
っ
た
。兩
本
紀
が
と
も
に
相
手
方
か
ら
の
和
親
の
申
し
出
を
受
け
て
使
節
を
派
遣
し
た
か
の
よ
う
に
記
す
の
は
、決
し
て
自
國
が
相
手
に
遜
っ
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た
わ
け
で
は
な
い
と
明
示
し
た
い
意
思
の
反
映
か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
の
後
、『
北
齊
書
』
後
主
紀
と
『
周
書
』
武
帝
紀
上
・
下
を
精
査
す

れ
ば
、
頻
繁
に
兩
國
間
で
使
者
が
行
き
來
し
て
い
る
こ
と
を
知
る
の
だ
が
、
そ
れ
ら
は
派
遣
さ
れ
た
日
付
と
代
表
の
使
者
の
名
前
が
見
え
る
の
み

で
、
交
流
の
場
で
實
質
的
に
ど
の
よ
う
な
や
り
取
り
が
な
さ
れ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。

初
回
の
天
和
三
年
に
次
い
で
、
使
者
間
で
の
詳
細
な
や
り
取
り
の
實
態
が
判
明
す
る
の
は
、
北
齊
の
武
平
六
年
、
北
周
の
建
德
四
年
、
西
曆
で

は
五
七
五
年
の
三
月
に
、
北
周
が
北
齊
へ
と
使
者
を
派
遣
し
た
際
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
實
は
こ
れ
が
、
兩
國
間
で
の
使
節
往
來
の
最
終
回
に

な
る
。
本
紀
だ
け
を
讀
め
ば
、『
周
書
』
武
帝
紀
下
・
建
德
四
年
に
「
三
月
丙
辰
（
一
日
）、
小
司
寇
淮
南
公
の
元
偉
、
納
言
の
伊
婁
謙
を
北
齊
へ

の
使
者
と
し
た
（
三
月
丙
辰
、
遣
小
司
寇
淮
南
公
元
偉
・
納
言
伊
婁
謙
使
於
齊
）」
と
あ
り
、『
北
齊
書
』
後
主
紀
・
武
平
六
年
三
月
に
「
こ
の
月

（
三
月
）、
北
周
の
使
者
が
訪
問
し
て
來
た
（
是
月
、
周
人
來
聘
）」
と
あ
る
だ
け
で
、
誠
に
素
っ
氣
な
い
。
し
か
し
『
周
書
』
韋
孝

傳
に
は
次

の
よ
う
に
あ
る
。

建
德
之
後
、
武
帝
志
在
平
齊
。
孝

乃
上
疏
陳
三
策
。
…
…
書
奏
、
武
帝
遣
小
司
寇
淮
南
公
元
偉
・
開
府
伊
婁
謙
等
重
幣
聘
齊
。
爾
後
遂
大

舉
、
再
駕
而
定
山
東
、
卒
如
孝

之
策
。

建
德
よ
り
以
後
、〔
北
周
〕
武
帝
に
は
北
齊
を
平
定
し
た
い
と
の
意
向
が
あ
っ
た
。
韋
孝

は
そ
こ
で
上
疏
し
て
〔
北
齊
平
定
の
〕
三
つ
の

策
を
陳
述
し
た
。
…
…
策
が
上
奏
さ
れ
る
と
、
武
帝
は
小
司
寇
・
淮
南
公
の
元
偉
、
開
府
の
伊
婁
謙
ら
を
派
遣
し
て
手
厚
い
禮
物
を
攜
え
て

北
齊
を
訪
問
さ
せ
た
。
そ
の
後
そ
の
ま
ま
大
軍
を
舉
げ
、
再
度
軍
勢
を
興
し
て
山
東
（
北
齊
）
を
平
定
し
、
と
う
と
う
韋
孝

の
策
の
よ
う

に
な
っ
た
（
45
）。

こ
の
記
事
に
關
連
し
て
、『
隋
書
』
伊
婁
謙
傳
で
は
、
北
齊
討
伐
の
意
志
を
有
し
た
武
帝
に
面
會
し
た
伊
婁
謙
が
、
そ
の
實
行
を
示
唆
し
た
（
46
）の
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に
續
け
て
、「
武
帝
は
大
笑
い
し
て
、
そ
こ
で
伊
婁
謙
と
小
司
寇
の
拓
拔
偉
（
元
偉
）
に
北
齊
を
訪
問
し
て
そ
の
偵
察
を
さ
せ
た
（
帝
大
笑
、
因

使
謙
與
小
司
寇
拓
拔
偉
聘
齊
觀
釁
）」と
あ
る
。
つ
ま
り
こ
の
最
後
と
な
る
北
周
か
ら
北
齊
へ
の
使
者
派
遣
は
、斷
じ
て
友
好
使
節
な
ど
で
は
な
く
、

實
質
的
に
は
北
齊
政
權
の
破
綻
の
最
終
確
認
に
出
向
い
た
も
の
な
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
北
齊
・
北
周
の
間
で
の
使
節
往
復
の
內
、
史
書
に
は
初
回
と
最
終
回
が
具
體
的
な
や
り
取
り
を
伴
っ
て
特
筆
さ
れ
、
そ
こ
に
は

互
い
の
國
力
や
人
材
の
偵
察
と
い
う
意
味
合
い
が
、
多
分
に
含
ま
れ
て
い
た
。
す
る
と
初
回
の
使
節
交
流
の
場
に
お
け
る
熊
安
生
の
活
躍
は
、
一

回
性
の
逸
話
と
し
て
の
み
見
る
べ
き
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
初
め
て
交
流
が
開
け
て
訪
問
し
て
み
た
北
齊
に
は
、『
周
禮
』
を
含
む
禮
學
に
精
通

し
た
熊
安
生
な
る
人
物
が
い
る
と
の
、
か
な
り
強
烈
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
、
そ
の
事
實
を
實
見
し
た
尹
公
正
を
通
じ
て
、
北
周
お
よ
び
武
帝
に
も
た

ら
し
た
は
ず
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
こ
の
後
の
熊
安
生
の
人
生
に
與
え
た
大
き
な
影
響
は
、
次
節
で
見
る
こ
と
に
し
よ
う
。

四　

北
周
へ
の
移
住
者
と
し
て
―
北
周
・
武
帝
に
よ
る
北
齊
士
人
の
取
り
込
み

熊
安
生
は
北
周
・
天
和
三
年
（
五
六
八
）、『
周
禮
』
を
巡
り
北
周
か
ら
の
使
節
團
の
副
使
・
尹
公
正
と
堂
々
渡
り
合
っ
た
。
時
に
熊
安
生
は

七
十
二
歲
と
推
定
さ
れ
る
。
そ
の
後
は
北
齊
・
武
平
元
年
（
五
七
〇
）
開
始
の
五
禮
編
纂
事
業
に
國
子
博
士
と
し
て
攜
わ
っ
た
。
時
に
七
十
四
歲

で
あ
る
。
五
禮
編
纂
の
實
務
主
管
者
と
し
て
、『
北
齊
書
』
魏
收
傳
に
熊
安
生
と
と
も
に
名
前
が
舉
が
っ
た
馬
敬
德
・
權
會
は
、
武
平
年
間
の
內

に
そ
の
生
涯
を
閉
じ
た
が
、
熊
安
生
は
や
は
り
七
十
代
の
高
齡
な
が
ら
、
な
お
も
存
命
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
武
平
年
間
は
、
北
齊
が
恩
倖
の
專
橫
に
よ
り
國
力
を
弱
め
て
い
っ
た
時
期
と
言
え
る
（
47
）。

そ
し
て
武
平
七
年
（
五
七
六
）
十
二
月
に

隆
化
と
改
元
、
翌
年
一
月
に
は
後
主
が
幼
主
に
讓
位
し
て
承
光
元
年
（
五
七
七
）
と
す
る
と
、
同
月
中
に
は
北
周
・
武
帝
に
よ
り
北
齊
は
平
定
さ
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れ
る
に
至
る
。
す
で
に
熊
安
生
は
八
十
一
歲
と
推
定
さ
れ
る
年
齡
に
達
し
て
い
た
が
、
こ
う
し
た
狀
勢
を
察
知
し
て
い
た
か
の
よ
う
に
、
北
周
・

武
帝
の

城
入
り
に
見
事
に
立
ち
回
る
。
天
和
三
年
の
一
件
を
記
し
た
後
、
本
傳
は
時
系
列
と
し
て
本
來
あ
る
べ
き
五
禮
編
纂
に
關
わ
る
事
績
を

無
視
し
、
次
の
よ
う
に
續
く
。

及
高
祖
入

、
安
生
遽
令
掃
門
。
家
人
怪
而
問
之
、
安
生
曰
、
周
帝
重
道
尊
儒
、
必
將
見
我
矣
。
俄
而
高
祖
幸
其
第
、
詔
不
聽
拜
、
親
執
其

手
、
引
與
同
坐
。

高
祖
（
武
帝
）
が

に
入
る
と
、熊
安
生
は
突
如
門
前
を
掃
除
さ
せ
た
。
家
の
者
が
不
審
に
思
っ
て
そ
の
理
由
を
尋
ね
る
と
、熊
安
生
は
言
っ

た
「
周
帝
（
武
帝
）
は
道
を
重
ん
じ
儒
學
を
尊
崇
し
、
必
ず
や
私
に
會
い
に
來
て
く
だ
さ
る
で
あ
ろ
う
」。
時
を
經
ず
し
て
高
祖
が
熊
安
生

の
自
邸
に
行
幸
し
、
詔
を
下
し
て
拜
禮
を
許
さ
ず
、
自
分
か
ら
熊
安
生
の
手
を
握
っ
て
、
招
き
寄
せ
て
一
緒
に
座
ら
せ
た
。

北
周
・
武
帝
が

城
に
入
っ
た
の
は
、『
周
書
』
武
帝
紀
下
に
よ
れ
ば
建
德
六
年
（
五
七
七
）
正
月
甲
午
（
二
十
日
）
の
こ
と
。
熊
安
生
が
そ

れ
に
呼
應
し
て
門
前
を
掃
除
さ
せ
た
の
は
、
漢
の
魏
勃
が
若
い
頃
に
齊
の
宰
相
・
曹
參
に
面
會
し
た
い
と
望
ん
だ
も
の
の
、
貧
乏
の
た
め
に
傳
手

が
な
く
、そ
こ
で
曹
參
の
舍
人
の
門
外
を
朝
晚
掃
除
し
、そ
れ
を
契
機
に
曹
參
に
知
ら
れ
た
と
の
故
事
に
基
づ
く
（
48
）。

そ
し
て
武
帝
が
「
重
道
尊
儒
」

で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
、
き
っ
と
自
ら
を
見
込
む
は
ず
と
預
言
し
、
實
際
に
武
帝
が
自
邸
を
訪
問
し
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
建
德
六
年
當
時
、北
周
は
所
謂
「
三
武
一
宗
の
法
難
」
の
一
つ
に
數
え
ら
れ
る
佛
道
二
教
廢
絶
の
眞
っ
最
中
で
あ
っ
た
（
49
）。

そ
も
そ
も
北
周
・

武
帝
は
儒
學
を
重
ん
じ
た
面
が
あ
り
、元
來
高
名
な
儒
者
が
少
な
か
っ
た
北
周
に
、樣
々
な
人
材
を
取
り
込
ん
だ
。
代
表
例
は
保
定
年
間
（
五
六
一

〜
五
六
五
）
に
招
聘
し
た
南
朝
梁
の
著
名
な
儒
者
た
る
沈
重
で
あ
る
。
沈
重
も
や
は
り
『
周
書
』
儒
林
傳
に
立
傳
さ
れ
る
が
、『
周
書
』
儒
林
傳

序
に
は
、
沈
重
と
熊
安
生
を
呼
び
寄
せ
た
事
實
が
竝
記
さ
れ
て
い
る
。
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其
後
命
輶
軒
以
致
玉
帛
、
徵
沈
重
於
南
荊
。
及
定
山
東
、
降
至
尊
而
勞
萬
乘
、
待
熊
生
以
殊
禮
。

そ
の
後
、
使
者
に
命
令
し
て
禮
物
を
贈
り
届
け
、
沈
重
を
南
朝
か
ら
招
聘
し
た
。
北
齊
を
平
定
す
る
と
、
皇
帝
自
ら
が
出
向
い
て
應
接
の
勞

を
取
り
、
熊
安
生
を
格
別
の
禮
に
よ
り
待
遇
し
た
（
50
）。

こ
の
よ
う
に
北
齊
平
定
と
と
も
に
熊
安
生
と
武
帝
が
面
會
し
、
後
に
見
る
よ
う
に
熊
安
生
を
長
安
へ
と
引
き
連
れ
て
行
っ
た
事
實
は
、
北
周
の

儒
學
を
語
る
上
で
特
筆
に
値
す
る
こ
と
な
の
で
あ
っ
た
。
す
で
に
熊
安
生
の
評
判
が
武
帝
に
届
い
て
い
た
こ
と
は
、
先
に
天
和
三
年
の
一
件
を
通

し
て
紹
介
し
た
如
く
で
あ
る
が
、
こ
の
時
に
初
め
て
對
面
が
か
な
っ
た
武
帝
と
熊
安
生
の
間
に
は
、
本
傳
に
よ
れ
ば
以
下
の
三
往
復
の
や
り
取
り

が
な
さ
れ
た
。
一
つ
ず
つ
區
切
っ
て
見
て
い
こ
う
。

謂
之
曰
、
朕
未
能
去
兵
、
以
此
爲
愧
。
安
生
曰
、
黃
帝
尚
有
阪
泉
之
戰
。
况
陛
下
龔
行
天
罰
乎
。

〔
武
帝
は
〕
熊
安
生
に
言
っ
た
「
朕
は
な
お
兵
力
を
捨
て
去
れ
ず
に
お
り
、
そ
れ
を
恥
じ
入
っ
て
い
る
」。
熊
安
生
は
言
っ
た
「
黃
帝
で
さ
え

も
阪
泉
の
地
で
戰
い
ま
し
た
。
ま
し
て
陛
下
は
天
命
を
奉
じ
て
討
伐
を
行
な
わ
れ
た
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
」。

第
一
の
問
答
で
あ
る
。『
論
語
』
顏
淵
で
子
貢
が
、
食
・
兵
・
信
の
三
者
の
內
で
強
い
て
除
く
と
す
れ
ば
い
ず
れ
か
、
と
問
う
た
の
に
對
し
、

孔
子
は
第
一
に
「
去
兵
」
と
答
え
た
（
51
）。

武
帝
の
意
は
、
今
ま
さ
に
北
齊
を
武
力
で
平
定
し
、
第
一
に
排
す
べ
き
兵
す
ら
取
り
除
け
ず
に
恥
じ
て

い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
黃
帝
は
阪
泉
の
地
で
神
農
氏
炎
帝
の
後
裔
と
戰
い
勝
利
し
た
（
52
）。「

龔
行
天
罰
」
は
『
書
』
甘
誓
「
い
ま
私
は
愼

ん
で
天
が
下
す
罰
を
代
行
す
る
の
だ
（
今
予
惟
恭
行
天
之
罰
）」
に
基
づ
く
。
禹
の
子
で
あ
る
啓
が
、
自
ら
の
卽
位
に
反
對
す
る
有
扈
の
國
を
討

伐
す
る
際
に
發
し
た
言
葉
で
、
こ
こ
で
は
熊
安
生
が
黃
帝
す
ら
戰
爭
を
避
け
ら
れ
な
か
っ
た
事
實
を
提
示
し
つ
つ
、
武
帝
に
よ
る
北
齊
討
伐
を
天
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命
に
よ
る
も
の
と
し
て
正
當
化
す
る
。

高
祖
又
曰
、
齊
氏
賦
役
繁
興
、
竭
民
財
力
。
朕
救
焚
拯
溺
、
思
革
其
弊
。
欲
以
府
庫
及
三
臺
雜
物
散
之
百
姓
、
公
以
爲
何
如
。
安
生
曰
、
昔

武
王
克
商
、
散
鹿
臺
之
財
、
發
鉅
橋
之
粟
。
陛
下
此
詔
、
異
代
同
美
。

武
帝
は
ま
た
言
っ
た
「
齊
國
は
賦
税
徭
役
を
盛
ん
に
課
し
、
民
衆
の
財
産
や
人
力
を
喰
い
盡
く
し
た
。
朕
は
火
災
や
水
沒
の
如
き
苦
境
か
ら

民
衆
を
救
出
し
、
そ
の
弊
害
の
改
革
を
企
圖
し
て
い
る
。
國
庫
お
よ
び
三
臺
の
樣
々
な
財
物
を
、
下
々
の
者
に
施
し
與
え
よ
う
と
考
え
た
の

だ
が
、
そ
な
た
は
そ
れ
を
ど
う
思
う
か
」。
熊
安
生
は
言
っ
た
「
そ
の
昔
、
武
王
は
商
に
勝
利
し
、
鹿
臺
の
財
産
を
施
し
與
え
、
鋸
橋
の
穀

物
倉
を
打
ち
開
き
ま
し
た
。
陛
下
の
こ
の
度
の
詔
は
、
時
代
は
違
え
ど
も
素
晴
ら
し
さ
の
點
で
は
同
一
で
す
」。

第
二
の
問
答
で
あ
る
。「
三
臺
」
は
、
三
國
魏
の
曹
操
が

に
建
て
た
銅
雀
臺
・
金
虎
臺
・
氷
井
臺
の
舊
址
に
、
北
齊
・
文
宣
帝
が
建
て
た
金

鳳
臺
・
聖
應
臺
・
崇
光
臺
を
指
す
。『
北
齊
書
』
文
宣
帝
紀
・
天
保
九
年
（
五
五
八
）
八
月
に
「
こ
れ
よ
り
前
、
役
夫
工
匠
を
三
十
餘
万
人
徵
發

し
て

下
に
三
臺
を
造
營
し
、
そ
の
舊
址
を
土
臺
に
し
て
高
さ
や
廣
さ
を
擴
充
し
、
大
掛
か
り
に
宮
室
や
遊
豫
園
を
竣
工
し
た
。
こ
こ
に
至
っ
て

三
臺
が
完
成
し
、
銅
爵
臺
を
金
鳳
臺
、
金
虎
臺
を
聖
應
臺
、
氷
井
臺
を
崇
光
臺
へ
と
改
稱
し
た
（
先
是
、
發
丁
匠
三
十
餘
萬
營
三
臺
於

下
、
因

其
舊
基
而
高
博
之
、
大
起
宮
室
及
遊
豫
園
。
至
是
三
臺
成
、
改
銅
爵
曰
金
鳳
、
金
獸
曰
聖
應
、
氷
井
曰
崇
光
）」
と
あ
る
。『
北
齊
書
』
後
主
紀
に

よ
れ
ば
、
天
統
二
年
（
五
六
六
）
と
五
年
（
五
六
九
）
に
、
三
臺
は
（
大
）
興
聖
寺
に
寄
進
さ
れ
て
い
る
。
鹿
臺
と
鋸
橋
に
つ
い
て
は
、
周
の
武

王
が
殷
を
破
る
と
、
殷
の
鹿
臺
や
鋸
橋
の
財
産
や
穀
物
を
貧
民
に
賑
わ
し
た
（
53
）。

武
帝
は
三
臺
を
中
心
と
す
る
北
齊
の
財
物
の
下
賜
に
つ
い
て
、
熊
安
生
に
是
非
を
問
い
、
贊
同
を
得
て
い
る
が
、
こ
れ
は
實
行
に
移
さ
れ
た
こ

と
が
確
か
め
ら
れ
る
。『
周
書
』
武
帝
紀
下
に
見
え
る
建
德
六
年
（
五
七
七
）
正
月
辛
丑
（
二
十
七
日
）
の
詔
で
は
、
北
齊
を
滅
亡
へ
追
い
や
っ
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た
奢
侈
と
、
そ
れ
に
對
す
る
北
周
の
節
儉
の
決
意
を
述
べ
た
上
で
（
54
）、

最
後
に
次
の
よ
う
に
言
わ
れ
る
。

其
東
山
・
南
園
及
三
臺
可
並
毀
撤
、
瓦
木
諸
物
、
凡
入
用
者
、
盡
賜
下
民
。
山
園
之
田
、
各
還
本
主
。

そ
の
東
山
・
南
園
お
よ
び
三
臺
は
す
べ
て
打
ち
壞
し
、〔
そ
れ
に
伴
う
〕
瓦
石
や
木
材
そ
の
他
諸
々
で
、
お
よ
そ
入
り
用
の
資
材
は
、
す
べ

て
人
民
に
下
賜
せ
よ
。
園
林
の
畑
地
は
、
そ
れ
ぞ
れ
元
來
の
持
ち
主
に
返
還
せ
よ
。

武
帝
が

に
入
っ
た
の
が
正
月
甲
午
（
二
十
日
）、
こ
の
詔
を
下
し
た
の
は
辛
丑
（
二
十
七
日
）、
さ
ら
に
武
帝
が

か
ら
長
安
に
向
け
て
出
立

し
た
の
は
二
月
乙
卯
（
十
二
日
）
の
こ
と
（
55
）。

熊
安
生
の
語
に
「
此
詔
」
と
あ
れ
ば
、
こ
の
問
答
の
時
點
で
正
月
辛
丑
の
詔
は
下
さ
れ
て
い
た
可

能
性
が
高
い
よ
う
に
讀
め
る
。
す
る
と
武
帝
が
熊
安
生
を
訪
問
し
た
の
は
、
正
月
辛
丑
（
二
十
七
日
）
か
ら
二
月
乙
卯
（
十
二
日
）
の
十
五
日
の

間
の
こ
と
と
推
定
で
き
る
の
で
あ
る
。

高
祖
又
曰
、
朕
何
如
武
王
。
安
生
曰
、
武
王
伐
紂
、
縣
首
白
旗
。
陛
下
平
齊
、
兵
不
血
刃
。
愚
謂
聖
畧
爲
優
。
高
祖
大
悅
、
賜
帛
三
百
匹
・

米
三
百
石
・
宅
一
區
、
并
賜
象
笏
及
九
環
金
帶
。
自
餘
什
物
稱
是
。

武
帝
は
ま
た
言
っ
た
「
朕
は
武
王
と
比
較
し
て
ど
う
か
」。
熊
安
生
は
言
っ
た
「
武
王
は
紂
王
を
討
伐
し
、
そ
の
首
を
白
旗
に
掛
け
ま
し
た
。

陛
下
は
齊
國
を
平
定
し
、
軍
隊
の
刃
に
血
は
付
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
愚
考
し
ま
す
に
、
陛
下
の
計
略
の
方
が
優
れ
て
お
り
ま
す
」。
高
祖
は

大
變
に
喜
び
、
帛
三
百
匹
、
米
三
百
石
、
宅
地
一
區
畫
を
下
賜
し
、
合
わ
せ
て
象
笏
（
象
牙
製
の
手
板
）
お
よ
び
九
環
帶
（
九
つ
の
金
環
か

ら
成
る
腰
帶
）
を
下
賜
し
た
。
殘
り
の
各
種
器
物
も
そ
れ
に
相
應
し
た
。
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第
三
の
問
答
と
、
武
帝
に
よ
る
熊
安
生
へ
の
下
賜
品
目
で
あ
る
。
こ
こ
で
武
帝
が
「
朕
何
如
武
王
」
と
問
う
よ
う
に
、
北
周
の
武
帝
と
し
て
北

齊
を
平
定
し
た
自
ら
を
、
殷
の
紂
王
を
討
伐
し
た
周
の
武
王
に
比
擬
し
た
い
意
圖
が
節
々
に
見
え
る
。
だ
か
ら
こ
そ
そ
れ
に
呼
應
す
る
よ
う
に
、

熊
安
生
は
第
二
お
よ
び
こ
の
第
三
の
問
答
で
、
周
の
武
王
の
戰
績
を
引
き
合
い
に
出
し
、
か
つ
武
帝
の
勳
功
が
そ
れ
を
上
回
る
と
持
ち
上
げ
る
わ

け
で
あ
る
。
武
王
の
軍
が
紂
王
の
軍
を
破
る
と
、
武
王
は
大
き
な
白
旗
を
持
っ
て
諸
侯
を
率
い
商
（
殷
）
入
り
し
、
紂
王
の
死
骸
の
頭
を
斬
り
落

と
す
と
、
そ
れ
を
白
旗
の
先
に
掛
け
た
（
56
）。

ま
た
『
荀
子
』
議
兵
は
、「
武
王
伐
紂
」
を
含
む
四
帝
二
王
の
事
績
が
「
兵
不
血
刃
」
に
よ
り
達
成
さ

れ
た
と
す
る
（
57
）。

こ
の
よ
う
に
熊
安
生
は
光
榮
に
も
武
帝
の
訪
問
を
受
け
、
巧
み
に
問
答
を
展
開
し
た
わ
け
だ
が
、
北
齊
平
定
に
際
し
て
武
帝
が
わ
ざ
わ
ざ
尊
崇

の
念
を
傳
え
た
人
材
は
、
熊
安
生
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
武
帝
に
よ
る
熊
安
生
の
訪
問
は
、

城
に
入
っ
て
か
ら
日
數
を
經
て
い
た
が
、
實
は
武

帝
が

城
に
入
っ
た
ま
さ
に
當
日
、
接
觸
を
試
み
た
北
齊
の
知
識
人
が
い
た
。
そ
れ
が
李
德
林
で
あ
り
、『
隋
書
』
李
德
林
傳
に
は
言
う
。

及
周
武
帝
克
齊
、
入

之
日
、

小
司
馬
唐
道
和
就
宅
宣
旨
慰
喻
、
云
、
平
齊
之
利
、
唯
在
於
爾
。
朕
本
畏
爾
逐
齊
王
東
走
、
今
聞
猶
在
、

大
以
慰
懷
。
宜
卽
入
相
見
。
道
和
引
之
入
內
、
遣
內
史
宇
文
昂
訪
問
齊
朝
風
俗
政
教
・
人
物
善
惡
、
卽
留
內
省
、
三
宿
乃
歸
。
仍
遣
從
駕
至

長
安
、
授
內
史
上
士
。
自
此
以
後
、
詔
誥
格
式
、
及
用
山
東
人
物
、
一
以
委
之
。

北
周
・
武
帝
が
北
齊
に
勝
利
を
收
め
、

に
入
城
し
た
當
日
、
小
司
馬
の
唐
道
和
に
勅
命
を
下
し
て
李
德
林
の
自
邸
に
赴
き
、
帝
意
を
傳
達

し
慰
撫
さ
せ
て
言
っ
た
「
齊
國
平
定
に
伴
う
實
利
は
、
ひ
た
す
ら
そ
な
た
の
獲
得
に
あ
る
。
朕
は
當
初
そ
な
た
が
齊
王
（
後
主
・
高
緯
）
を

追
っ
て
東
へ
逃
走
し
た
の
で
は
と
案
じ
て
い
た
が
、
今
な
お

に
い
る
と
聞
き
、
大
變
に
胸
を
撫
で
下
ろ
し
て
い
る
。
す
ぐ
に
參
上
し
て
拜

謁
す
る
よ
う
に
」。
唐
道
和
が
彼
を
引
き
入
れ
て
參
內
す
る
と
、
內
史
の
宇
文
昴
に
北
齊
朝
の
風
俗
や
政
治
教
化
、
人
物
の
良
し
惡
し
に
つ

い
て
質
問
さ
せ
、
そ
の
ま
ま
殿
中
に
留
め
置
き
、
三
日
し
て
や
っ
と
歸
宅
さ
せ
た
。
そ
し
て
武
帝
に
追
隨
し
て
長
安
に
や
っ
て
來
こ
さ
せ
、
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內
史
上
士
を
授
け
た
。
こ
れ
以
後
、
詔
誥
文
や
法
令
典
章
、
さ
ら
に
山
東
（
舊
北
齊
）
の
人
物
た
ち
の
任
用
に
つ
い
て
は
、
一
切
が
李
德
林

に
委
任
さ
れ
た
。

李
德
林
は
北
齊
の
人
材
を
十
二
分
に
把
握
し
て
お
り
、
そ
れ
故
に
武
帝
か
ら
か
く
も
尊
重
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
（
58
）。

武
帝
が
李
德
林
を
介
し
て

北
齊
の
人
材
を
取
り
込
も
う
と
し
た
背
景
に
は
、
す
で
に
古
勝
隆
一
氏
が
指
摘
す
る
「
山
東
儒
者
」
と
い
う
北
齊
の
學
者
の
誇
る
名
聲
が
あ
っ
た

だ
ろ
う
（
59
）。

こ
う
し
た
北
齊
の
人
材
の
優
秀
さ
を
保
證
す
る
機
關
と
し
て
、
本
稿
は
文
林
館
の
存
在
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
李
德
林
は
武
帝
と

と
も
に
長
安
入
り
し
た
が
、『
北
齊
書
』
陽
休
之
傳
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
十
八
人
か
ら
成
る
一
つ
の
集
團
で
あ
っ
た
。
そ
の
十
八
人
の
具
體
名
を

列
舉
す
れ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。

陽
休
之
、
袁
聿
修
、
李
祖
欽
、
元
脩
伯
、
司
馬
幼
之
、
崔
達
拏
、
源
文
宗
、
李
若
、
李
孝
貞
、
盧
思
道
、
顏
之
推
、
李
德
林
、
陸
乂
、

薛
道
衡
、
高
行
恭
、
辛
德
源
、
王
劭
、
陸
開
明

こ
の
內
の
四
角
で
圍
っ
た
實
に
十
一
人
ま
で
が
、
文
林
館
で
活
動
し
て
い
た
（
60
）。

彼
ら
十
八
人
が
有
し
た
集
團
と
し
て
の
性
質
に
つ
い
て
、『
北

齊
書
』
杜
弼
傳
に
附
さ
れ
る
杜
弼
の
二
人
の
息
子
、
杜

と
杜
臺
卿
を
め
ぐ
る
記
事
が
注
目
さ
れ
る
。

・
臺
卿
、
並
有
學
業
。
…
…
周
武
帝
平
齊
、
命
尚
書
左
僕
射
陽
休
之
以
下
知
名
朝
士
十
八
人
隨
駕
入
關
、

兄
弟
並
不
預
此
名
。

杜

と
杜
臺
卿
は
、
と
も
に
學
問
を
備
え
て
い
た
。
…
…
北
周
・
武
帝
が
北
齊
を
平
定
す
る
と
、
尚
書
左
僕
射
の
陽
休
之
以
下
の
名
の
知
れ

た
朝
士
た
ち
十
八
人
に
、
帝
に
從
っ
て
關
中
に
入
ら
せ
た
が
、
杜

兄
弟
は
ど
ち
ら
も
そ
の
メ
ン
バ
ー
に
は
加
わ
れ
な
か
っ
た
。
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十
八
人
の
一
人
で
あ
る
陸
爽
（
字
開
明
）
の
『
隋
書
』
の
傳
に
も
、「
北
齊
が
滅
亡
す
る
と
、
北
周
・
武
帝
は
陸
爽
の
名
前
を
聞
き
、
陽
休
之
・

袁
叔
德
（
袁
聿
修
、
字
叔
德
）
ら
十
餘
人
と
と
も
に
召
し
て
關
中
に
入
ら
し
め
た
（
及
齊
滅
、
周
武
帝
聞
其
名
、
與
陽
休
之
・
袁
叔
德
等
十
餘
人

俱
徵
入
關
）」
と
あ
る
。
つ
ま
り
こ
の
十
八
人
の
集
團
は
、北
齊
の
「
知
名
朝
士
」
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、そ
の
內
の
十
一
人
が
文
林
館
の
メ
ン
バ
ー

で
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
文
林
館
が
彼
ら
の
學
問
を
中
心
と
す
る
水
準
の
高
さ
の
保
證
と
な
っ
て
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
の
水
準
の
高

さ
は
、
杜
氏
兄
弟
が
「
並
有
學
業
」
と
さ
れ
な
が
ら
、
十
八
人
の
選
に
は
漏
れ
た
こ
と
か
ら
も
う
か
が
え
る
（
61
）。

以
上
、
北
周
・
武
帝
が
北
齊
を
滅
ぼ
し
た
際
、
樣
々
な
情
報
源
を
綜
合
し
て
、
積
極
的
に
北
齊
士
人
を
取
り
込
ん
で
い
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

熊
安
生
の
場
合
は
、
す
で
に
先
ん
じ
て
尹
公
正
が
北
齊
を
訪
問
し
、
そ
の
禮
學
の
知
識
量
を
實
見
し
た
結
果
を
報
告
す
る
こ
と
を
通
じ
て
名
が
知

れ
て
い
た
。
李
德
林
の
提
供
し
た
情
報
も
、
北
齊
士
人
を
知
る
に
は
有
用
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
北
齊
で
は
文
林
館
と
い
う
學
術
集
團
が
機

能
し
て
い
た
し
、
北
齊
の
儒
者
は
「
山
東
儒
者
」
と
し
て
名
聲
を
博
し
て
も
い
た
。

特
に
一
種
の
ブ
ラ
ン
ド
と
化
し
て
い
た
と
言
っ
て
も
よ
い
「
山
東
儒
者
」
は
、
北
周
の
武
帝
が
躍
起
に
な
っ
て
招
聘
し
よ
う
と
し
、
北
齊
を
滅

ぼ
し
た
當
年
の
建
德
六
年
だ
け
で
も
、
繰
り
返
し
そ
の
旨
の
詔
が
下
さ
れ
て
い
る
。
確
認
で
き
る
最
初
の
詔
は
、
建
德
六
年
三
月
壬
午
（
九
日
）

の
も
の
で
あ
る
。
な
お
武
帝
は
同
年
二
月
乙
卯
（
十
二
日
）
に

を
離
れ
た
が
、
長
安
に
歸
り
着
い
た
の
は
四
月
乙
巳
（
三
日
）
で
あ
る
（
62
）か

ら
、

ま
さ
に
長
安
歸
還
の
最
中
に
下
さ
れ
た
詔
に
な
る
。

三
月
壬
午
、
詔
山
東
諸
州
、
各
舉
明
經
幹
治
者
二
人
。
若
奇
才
異
術
、
卓
爾
不
羣
者
、
弗
拘
多
少
。

三
月
壬
午
、
山
東
の
諸
州
に
詔
を
下
し
、
各
州
で
經
典
に
明
る
い
人
物
や
政
治
に
有
用
な
人
物
を
二
人
推
舉
さ
せ
た
。
も
し
優
れ
た
才
能
や

特
異
な
技
術
が
、
羣
を
拔
い
て
い
る
人
物
が
い
れ
ば
、
人
數
に
拘
泥
は
し
な
か
っ
た
。
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ま
さ
に
こ
の
詔
に
よ
っ
て
招
集
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
人
物
に
房
暉
遠
が
い
る
。『
隋
書
』
儒
林
傳
・
房
暉
遠
に
よ
っ
て
、
彼
の
經
歷
を
含
め
て

見
て
み
た
い
。

房
暉
遠
字
崇
儒
、
恒
山
眞
定
人
也
。
世
傳
儒
學
。
暉
遠
幼
有
志
行
、
治
三
禮
・
春
秋
三
傳
・
詩
・
書
・
周
易
、
兼
善
圖
緯
、
恒
以
教
授
爲
務
。

遠
方
負

而
從
者
、
動
以
千
計
。
齊
南
陽
王
綽
爲
定
州
刺
史
、
聞
其
名
、
召
爲
博
士
。
周
武
帝
平
齊
、
搜
訪
儒
俊
、
暉
遠
首
應
辟
命
、
授
小

學
下
士
。

房
暉
遠
は
字
が
崇
儒
、
常
山
郡
眞
定
縣
の
人
で
あ
る
。
代
々
儒
學
を
傳
承
し
て
い
た
。
房
暉
遠
は
幼
い
頃
か
ら
志
操
品
行
に
優
れ
、
三
禮
・

春
秋
三
傳
・『
詩
』・『
書
』・『
周
易
』
の
學
問
を
修
め
、
併
せ
て
讖
緯
の
説
も
得
意
と
し
、
常
々
學
問
の
教
授
を
任
務
と
し
て
い
た
。
遠
方

か
ら
教
え
を
乞
う
て
付
き
從
う
學
徒
は
、
い
つ
も
千
人
單
位
で
あ
っ
た
。
北
齊
の
南
陽
王
・
高
綽
が
定
州
刺
史
と
な
り
（
63
）、

そ
の
名
聲
を
聞

き
付
け
、
州
の
博
士
に
召
し
出
し
た
。
北
周
・
武
帝
が
北
齊
を
平
定
し
、
優
れ
た
儒
者
を
搜
し
求
め
る
と
、
房
暉
遠
は
最
初
に
招
聘
に
應
じ
、

小
學
下
士
を
授
か
っ
た
。

常
山
房
氏
と
言
え
ば
、
熊
安
生
が
『
周
禮
』
の
學
を
傳
授
さ
れ
た
房
虬
が
思
い
起
こ
さ
れ
る
。
常
山
房
氏
は
代
々
儒
學
で
聞
こ
え
、
地
元
で
教

育
に
從
事
し
た
家
柄
だ
っ
た
わ
け
で
あ
る
（
64
）。

幼
い
頃
か
ら
各
種
經
典
を
學
び
、「
圖
緯
」
に
ま
で
通
じ
、
千
人
規
模
の
學
團
を
抱
え
た
上
、
そ
れ

に
よ
っ
て
州
の
博
士
を
經
て
中
央
の
招
聘
を
受
け
る
に
至
っ
た
房
暉
遠
の
經
歷
は
、
熊
安
生
の
そ
れ
と
極
め
て
類
似
す
る
。
そ
し
て
「
周
武
帝
平

齊
、
搜
訪
儒
俊
」
に
「
首
應
辟
命
」
と
あ
れ
ば
、
山
東
儒
者
を
招
聘
す
る
最
初
の
建
德
六
年
三
月
壬
午
の
詔
に
、
彼
は
定
州
か
ら
の
推
舉
で
應
じ

た
の
で
は
な
い
か
（
65
）。

さ
て
話
を
熊
安
生
に
戻
そ
う
。
北
周
は
北
齊
士
人
を
積
極
的
に
引
き
入
れ
、
特
に
陽
休
之
・
李
德
林
ら
十
八
人
の
よ
う
な
代
表
的
な
者
た
ち
は
、
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武
帝
に
隨
行
し
て
長
安
へ
と
達
し
た
。
十
八
人
の
中
に
こ
そ
含
ま
れ
な
い
が
、
熊
安
生
も
武
帝
に
隨
行
し
て
長
安
入
り
し
た
よ
う
で
あ
る
。
十
八

人
と
別
だ
っ
た
の
は
、
熊
安
生
が
か
な
り
の
高
齡
で
あ
り
、
十
八
人
と
は
異
質
の
存
在
と
見
做
さ
れ
た
か
ら
で
は
な
い
か
。
い
ず
れ
に
し
て
も
本

傳
は
熊
安
生
と
武
帝
の
問
答
、
そ
れ
に
對
す
る
下
賜
品
に
續
け
て
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

又
詔
所
司
給
安
車
駟
馬
、
隨
駕
入
朝
、
并
敕
所
在
供
給
。
至
京
、
敕
令
於
大
乘
佛
寺
參
議
五
禮
。

ま
た
擔
當
者
に
詔
を
下
し
て
安
車
駟
馬
（
尊
貴
な
人
物
が
座
っ
て
乘
れ
る
四
頭
立
て
の
馬
車
）
を
支
給
し
（
66
）、

武
帝
に
付
き
從
っ
て
北
周
に

入
朝
さ
せ
、
合
わ
せ
て
勅
命
に
よ
り
行
く
先
々
で
必
要
物
資
を
供
給
さ
せ
た
。
都
の
長
安
に
到
達
す
る
と
、
勅
命
で
大
乘
佛
寺
に
て
五
禮
の

議
論
に
參
加
さ
せ
た
。

長
安
に
至
っ
た
熊
安
生
は
、
大
乘
佛
寺
に
て
五
禮
の
議
論
に
加
わ
る
こ
と
と
な
っ
た
わ
け
だ
が
、
こ
の
大
乘
佛
寺
と
は
、
長
安
大
寺
の
四
つ
の

伽
藍
の
一
つ
で
あ
る
大
乘
寺
で
あ
ろ
う
（
67
）。

こ
の
大
乘
寺
は
、
異
國
か
ら
の
訪
問
者
の
接
待
所
と
し
て
も
機
能
し
て
い
た
よ
う
で
、『
續
高
僧
傳
』

卷
十
二
・
釋
道
判
に
は
、
北
齊
・
乾
明
元
年
（
五
六
〇
）
に
眞
の
佛
教
を
求
め
て
西
方
を
目
指
し
、
二
十
一
名
の
仲
間
と
連
れ
立
っ
て

を
出
發

し
た
釋
道
判
が
、
北
齊
と
北
周
の
境
界
で
の
苦
難
を
乘
り
越
え
、
北
周
・
保
定
二
年
（
五
六
二
）
に
長
安
へ
到
達
し
た
こ
と
を
傳
え
て
、「
武
帝

は
丁
重
に
接
待
し
、
そ
こ
で
大
乘
寺
に
て
手
厚
く
彼
ら
に
供
え
の
品
々
を
受
け
さ
せ
た
（
武
帝
賞
接
崇
重
、
仍
令
於
大
乘
寺
厚
供
享
之
）」
と
あ

る
（
68
）。熊

安
生
が
五
禮
の
議
論
に
參
加
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
何
よ
り
北
齊
に
て
五
禮
編
纂
の
實
務
を
主
管
し
た
經
驗
を
買
わ
れ
て
の
こ
と
に
相

違
な
い
。
こ
の
經
驗
と
そ
れ
に
先
ん
ず
る
尹
公
正
を
介
し
傳
わ
っ
た
『
周
禮
』
に
對
す
る
學
殖
に
よ
っ
て
、
熊
安
生
は
北
齊
を
代
表
す
る
禮
學
者

と
し
て
、
北
周
側
の
知
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。『
隋
書
』
禮
儀
志
一
は
、
南
北
兩
朝
に
お
け
る
五
禮
編
纂
の
歷
史
を
ま
と
め
、
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北
齊
の
一
員
と
し
て
も
ち
ろ
ん
熊
安
生
の
名
前
が
見
え
る
。
一
方
の
北
周
で
は
蘇
綽
・
盧
辯
・
宇
文
㢸
が
舉
が
る
（
69
）。

蘇
綽
は
北
周
の
『
周
禮
』

に
依
據
し
た
國
家
體
制
を
導
い
た
立
役
者
で
あ
る
が
、『
周
書
』
の
傳
に
は
五
禮
に
關
す
る
記
事
は
見
え
な
い
。
盧
辯
（
字
景
宣
）
は
『
周
書
』

儒
林
傳
序
に
「
盧
景
宣
は
學
問
が
あ
ら
ゆ
る
經
典
に
通
じ
、
五
禮
の
缺
落
を
補
修
し
た
（
盧
景
宣
學
通
羣
藝
、
修
五
禮
之
缺
）」
と
言
わ
れ
る
。

さ
ら
に
宇
文
㢸
に
つ
い
て
は
、『
隋
書
』
宇
文
㢸
傳
に
「
詔
を
奉
じ
て
五
禮
を
撰
修
制
定
し
た
（
奉
詔
修
定
五
禮
）」
と
明
記
さ
れ
る
。
顧
濤
『
漢

唐
禮
制
因
革
譜
』
は
、
こ
の
事
績
を
熊
安
生
が
大
乘
寺
で
參
加
し
た
五
禮
の
議
論
と
同
一
視
す
る
（
70
）。

だ
が
『
隋
書
』
宇
文
㢸
傳
で
は
、「
奉
詔
修

定
五
禮
」
は
宇
文
㢸
が
北
周
に
仕
え
た
ば
か
り
の
頃
の
こ
と
と
さ
れ
、
時
系
列
と
し
て
は
北
周
・
武
帝
が
北
齊
を
滅
ぼ
す
よ
り
、
ず
っ
と
以
前
に
な

る
（
71
）。

五
禮
編
纂
の
事
業
は
、
そ
の
浩
瀚
さ
と
繁
雜
さ
の
故
で
あ
ろ
う
、
北
齊
で
の
そ
れ
が
、
趙
郡
王
・
高
叡
を
監
督
者
と
し
て
着
手
さ
れ
な
が
ら
、

魏
收
ら
を
監
督
者
に
引
き
繼
が
れ
て
い
っ
た
よ
う
に
、
段
階
を
踏
ん
で
な
さ
れ
る
公
算
が
高
い
。
す
る
と
宇
文
㢸
の
五
禮
編
纂
と
、
熊
安
生
が
加

わ
っ
た
大
乘
寺
で
の
五
禮
編
纂
と
に
、
も
ち
ろ
ん
連
續
性
は
あ
ろ
う
が
、
同
時
の
こ
と
と
す
る
に
は
、
愼
重
な
判
斷
が
必
要
な
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、長
安
に
到
達
し
て
す
ぐ
に
禮
の
學
識
を
活
か
す
場
を
得
た
熊
安
生
だ
っ
た
が
、北
周
で
長
く
活
躍
す
る
こ
と
は
出
來
な
か
っ

た
。
す
で
に
高
齡
で
死
期
が
迫
っ
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
長
安
入
り
し
た
翌
年
、
建
德
七
年
は
宣
政
元
年
に
改
元
さ
れ
、
第
一
節
で
そ
の
生
年
の

假
説
を
提
示
す
る
べ
く
引
い
た
よ
う
に
、「
宣
政
元
年
、
拜
露
門
學
博
士
（
72
）・

下
大
夫
。
其
時
年
已
八
十
餘
。
尋
致
仕
、
卒
於
家
」
と
、
本
傳
に
死

が
傳
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

五　

儒
宗
と
し
て
―
後
世
に
お
け
る
學
問
の
傳
承

北
周
入
り
し
て
間
も
な
く
、
熊
安
生
は
沒
し
た
。
だ
が
彼
の
學
問
は
、
そ
の
多
く
の
弟
子
た
ち
の
手
で
、
北
朝
か
ら
隋
へ
と
傳
承
さ
れ
た
の
で



三
四

熊安生傳

あ
っ
た
。
本
傳
は
そ
の
死
を
傳
え
た
後
、
次
の
よ
う
に
弟
子
た
ち
を
羅
列
す
る
。

安
生
既
學
爲
儒
宗
、
當
時
受
其
業
、
擅
名
於
後
者
、
有
馬
榮
伯
・
張
黑
奴
・
竇
士
榮
・
孔
籠
・
劉

・
劉
炫
等
、
皆
其
門
人
焉
。

熊
安
生
は
儒
宗
（
儒
學
の
宗
師
）
で
あ
り
、
當
時
に
あ
っ
て
彼
に
學
問
を
授
か
り
、
後
世
に
ま
で
名
を
轟
か
せ
た
者
に
は
、
馬
榮
伯
（
光
）、

張
黑
奴
、
竇
士
榮
、
孔
籠
、
劉

、
劉
炫
ら
が
お
り
、
い
ず
れ
も
彼
の
門
下
生
で
あ
っ
た
。

こ
の
中
で
馬
光
、
字
榮
伯
は
、
武
安
郡
（
冀
州
）
の
人
で
、『
隋
書
』
儒
林
傳
に
立
傳
さ
れ
る
。
そ
こ
に
「
若
い
頃
か
ら
學
問
好
き
で
、
師
匠

に
數
十
年
付
き
從
っ
た
。
晝
も
夜
も
休
む
こ
と
な
く
、
圖
讖
緯
書
で
は
、
讀
破
し
な
い
も
の
が
な
か
っ
た
。
特
に
三
禮
に
明
る
く
、
儒
者
た
ち
か

ら
宗
匠
と
仰
が
れ
た
（
少
好
學
、
從
師
數
十
年
。
晝
夜
不
息
、
圖
書
讖
緯
、
莫
不
畢
覽
。
尤
明
三
禮
、
爲
儒
者
所
宗
）」
と
あ
り
、
師
匠
の
名
前

が
熊
安
生
と
は
明
示
さ
れ
な
い
が
、「
圖
書
讖
緯
、
莫
不
畢
覽
、
尤
明
三
禮
」
と
は
、
熊
安
生
の
學
問
傾
向
と
合
致
す
る
。
ま
た
同
傳
に
は
「
山

東
の
三
禮
の
學
者
は
、
熊
安
生
以
後
で
は
、
た
だ
馬
光
一
人
を
宗
匠
と
し
た
（
山
東
三
禮
學
者
、
自
熊
安
生
後
、
唯
宗
光
一
人
）」
と
も
あ
り
、

ま
さ
に
熊
安
生
以
後
の
舊
北
齊
の
禮
學
を
一
手
に
繼
承
す
る
存
在
と
目
さ
れ
て
い
た
。

實
は
馬
光
・
張
黑
奴
・
竇
士
榮
・
孔
籠
の
四
人
は
、
他
に
張
仲
讓
・
劉
祖
仁
と
と
も
に
、
隋
の
文
帝
に
よ
っ
て
開
皇
五
年
（
五
八
五
）、「
六
儒
」

と
い
う
括
り
の
下
で
、
太
學
博
士
と
し
て
招
聘
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
古
勝
隆
一
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
そ
の
山
東
儒
者
の
ブ
ラ
ン
ド
を
背
景

と
し
た
招
聘
で
あ
っ
た
（
73
）。

す
る
と
隋
代
に
舊
北
齊
を
代
表
す
る
學
者
と
目
さ
れ
た
六
名
の
內
、
四
名
ま
で
が
熊
安
生
の
弟
子
だ
っ
た
の
で
あ
り
、

そ
の
學
問
の
影
響
力
の
大
き
さ
を
知
る
。

も
っ
と
も
實
際
の
彼
ら
は
や
や
評
判
倒
れ
に
終
わ
っ
た
。
六
儒
の
招
聘
に
つ
い
て
は
、『
隋
書
』
儒
林
傳
・
馬
光
に
よ
り
詳
し
く
實
狀
が
語
ら

れ
る
。
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開
皇
初
、
高
祖
徵
山
東
義
學
之
士
、
光
與
張
仲
讓
・
孔
籠
・
竇
士
榮
・
張
黑
奴
・
劉
祖
仁
等
俱
至
、
並
授
太
學
博
士
、
時
人
號
爲
六
儒
。
然

皆
鄙
野
、
無
儀
範
、
朝
廷
不
之
貴
也
。
士
榮
尋
病
死
。
仲
讓
未
幾
告
歸
郷
里
、
著
書
十
卷
、
自
云
此
書
若
奏
、
我
必
爲
宰
相
。
又
數
言
玄
象

事
、
州
縣
列
上
其
狀
、
竟
坐
誅
。
孔
籠
・
張
黑
奴
・
劉
祖
仁
、
未
幾
亦
被
譴
去
。
唯
光
獨
存
。

開
皇
年
間
の
初
め
（
五
年
）、
高
祖
は
山
東
の
經
學
の
士
を
招
聘
し
、
馬
光
は
張
仲
讓
・
孔
籠
・
竇
士
榮
・
張
黑
奴
・
劉
祖
仁
ら
と
一
緒
に
〔
長

安
に
〕
到
來
し
、
い
ず
れ
も
太
學
博
士
を
授
け
ら
れ
、
當
時
の
人
た
ち
は
彼
ら
を
「
六
儒
」
と
稱
號
し
た
（
74
）。

し
か
し
い
ず
れ
も
粗
野
で
、

風
采
が
上
が
ら
ず
、
朝
廷
で
は
彼
ら
を
重
ん
じ
な
か
っ
た
。
竇
士
榮
は
次
い
で
病
死
し
た
。
張
仲
讓
は
そ
う
時
を
經
ず
暇
乞
い
を
し
て
故
郷

に
戻
り
、
十
卷
の
書
物
を
著
し
て
、「
こ
の
書
物
が
上
奏
さ
れ
れ
ば
、
私
は
必
ず
や
宰
相
と
な
る
だ
ろ
う
」
と
自
稱
し
た
。
ま
た
天
文
現
象

に
關
す
る
事
柄
を
度
々
發
言
し
、
州
縣
で
は
そ
れ
ら
の
內
容
を
す
べ
て
報
告
し
て
、
と
う
と
う
誅
殺
さ
れ
た
。
孔
籠
・
張
黑
奴
・
劉
祖
仁
は
、

そ
う
時
を
經
ず
や
は
り
罪
を
得
て
逐
わ
れ
た
。
た
だ
馬
光
だ
け
が
確
と
殘
っ
た
。

傳
の
主
役
た
る
馬
光
を
持
ち
上
げ
る
意
圖
が
な
い
と
は
言
え
ま
い
。
そ
れ
で
も
張
仲
讓
以
下
の
儒
者
た
ち
は
、『
隋
書
』
に
立
傳
す
ら
さ
れ
な

い
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
や
は
り
彼
ら
の
學
問
や
行
狀
は
あ
ま
り
芳
し
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
、
馬
光
、
張
黑
奴
、
竇
士
榮
、
孔
籠
の
中
で

は
、
馬
光
が
か
な
り
突
出
し
た
熊
安
生
の
弟
子
だ
っ
た
の
は
事
實
で
あ
ろ
う
。

さ
て
本
傳
が
熊
安
生
の
弟
子
と
し
て
舉
げ
る
人
物
に
は
、
な
お
劉

、
劉
炫
が
い
た
。
劉

は
字
が
士
元
、
信
都
郡
武
邑
縣
（
冀
州
）
の
人
、

劉
炫
は
字
が
光
伯
、
河
間
郡
景
城
縣
（
冀
州
）
の
人
で
あ
る
。
彼
ら
も
と
も
に
『
隋
書
』
儒
林
傳
に
立
傳
さ
れ
る
が
、
特
に
劉

は
、
そ
の
傳
に

熊
安
生
と
の
接
點
が
明
記
さ
れ
る
。
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少
與
河
間
劉
炫
結
盟
爲
友
、
同
受
詩
於
同
郡
劉
軌
思
、
受
左
傳
於
廣
平
郭
懋
當
、
問
禮
於
阜
城
熊
安
生
、
皆
不
卒
業
而
去
。
武
強
交
津
橋
劉

智
海
家
素
多
墳
籍
、

與
炫
就
之
讀
書
、
向
經
十
載
、
雖
衣
食
不
繼
、
晏
如
也
。
遂
以
儒
學
知
名
、
爲
州
博
士
。

若
く
し
て
河
間
の
劉
炫
と
盟
友
關
係
を
結
び
、
一
緒
に
『
詩
』
を
同
郡
の
劉
軌
思
（
75
）に

授
か
り
、『
左
傳
』
を
廣
平
郡
の
郭
懋
當
（
76
）に

授
か
り
、

禮
に
つ
い
て
阜
城
の
熊
安
生
に
質
問
し
（
77
）、

い
ず
れ
も
學
業
を
全
う
し
な
い
ま
ま
に
立
ち
去
っ
た
。
武
強
縣
（
信
都
郡
）
の
交
津
橋
に
あ
る

劉
智
海
の
家
に
は
、
元
來
多
く
の
典
籍
が
所
藏
さ
れ
、
劉

・
劉
炫
は
そ
こ
で
そ
れ
ら
を
讀
む
こ
と
十
年
に
な
ろ
う
と
す
る
程
で
、
衣
服
や

食
事
が
續
か
な
く
な
っ
て
も
、
安
閑
と
し
て
い
た
。
か
く
し
て
儒
學
に
よ
っ
て
名
を
馳
せ
、
州
の
博
士
と
な
っ
た
。

劉

は
、
傳
に
よ
れ
ば
煬
帝
の
卽
位
に
合
わ
せ
て
太
學
博
士
と
な
り
、
す
ぐ
に
疾
病
を
理
由
に
辭
し
た
が
、
數
年
し
て
顧
問
待
遇
を
得
、
最
後

は
大
業
六
年
（
六
一
〇
）
に
六
十
七
歲
で
沒
し
た
（
78
）。

た
だ
『
隋
書
』
律
曆
志
中
に
「
大
業
四
年
劉

卒
」
と
あ
り
、
律
曆
志
に
お
け
る
そ
の
他

の
議
論
と
の
時
間
關
係
を
併
せ
考
え
る
と
、そ
ち
ら
の
方
が
正
し
い
可
能
性
が
高
い
（
79
）。

い
ま
大
業
四
年
（
六
〇
八
）
沒
と
す
れ
ば
、生
年
は
東
魏
・

興
和
四
年
（
五
四
二
）
と
な
る
。
熊
安
生
は
國
子
助
教
と
な
っ
た
後
に
服
喪
に
伴
う
解
職
を
經
、
河
清
四
年
（
天
統
元
年
）、
西
曆
五
六
五
年
頃

に
陽
休
之
に
よ
っ
て
國
子
博
士
と
な
っ
た
。
河
清
四
年
に
劉

は
二
十
四
歲
の
計
算
で
、す
る
と
熊
安
生
ら
に
各
種
經
典
の
學
を
授
か
っ
た
の
は
、

北
朝
の
多
く
の
若
者
と
同
樣
、
十
代
後
半
か
ら
二
十
代
前
半
に
か
け
て
、
地
元
の
師
を
渡
り
歩
い
て
い
た
時
期
に
相
當
す
る
と
思
わ
れ
る
。
熊
安

生
か
ら
禮
の
學
問
を
授
か
る
と
同
時
に
、『
詩
』
と
『
左
傳
』
を
個
別
に
河
北
の
師
か
ら
授
か
り
、
ま
た
そ
こ
に
長
く
留
ま
ら
ず
、
一
定
の
學
問

を
積
ん
だ
後
は
自
學
す
る
と
い
う
過
程
も
、
北
朝
の
學
者
の
典
型
的
な
學
問
ス
テ
ッ
プ
で
あ
る
（
80
）。

一
方
の
劉
炫
は
、
彼
の
傳
に
熊
安
生
と
の
師
弟
關
係
は
記
錄
さ
れ
な
い
。
し
か
も
傳
は
「
若
く
し
て
そ
の
明
敏
さ
を
稱
贊
さ
れ
、
信
都
の
劉

と
一
緒
に
閉
じ
籠
も
っ
て
書
籍
を
讀
み
耽
り
、
十
年
間
は
外
に
出
な
か
っ
た
（
少
以
聰
敏
見
稱
、
與
信
都
劉

閉
戶
讀
書
、
十
年
不
出
）」
と
の

逸
話
か
ら
起
筆
さ
れ
る
。
こ
れ
は
劉

と
劉
炫
が
一
緒
に
劉
智
海
の
藏
書
を
讀
ん
だ
十
年
を
言
う
だ
ろ
う
し
、
こ
の
後
に
北
周
が
北
齊
を
滅
ぼ
し
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た
話
が
續
く
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
劉
炫
に
關
し
て
は
、
北
齊
時
代
に
熊
安
生
と
ど
う
師
弟
關
係
を
持
っ
た
か
明
ら
か
で
な
い
。

劉
炫
は
、
傳
に
よ
れ
ば
煬
帝
卽
位
に
伴
い
牛
弘
に
引
き
立
て
ら
れ
て
、
律
令
の
修
訂
に
參
加
し
た
。
こ
れ
は
大
業
三
年
に
頒
布
さ
れ
た
大
業
律

を
指
そ
う
（
81
）。

そ
の
後
は
納
言
の
楊
達
（
82
）の

推
舉
が
あ
っ
て
、
射
策
の
成
績
優
良
に
よ
り
太
學
博
士
と
な
っ
た
。
數
年
し
て
太
學
博
士
を
辭
し
た
後

は
地
元
河
間
に
戻
り
、
そ
こ
で
賊
軍
の
蜂
起
と
そ
の
征
伐
に
卷
き
込
ま
れ
て
、
沒
年
は
明
記
さ
れ
な
い
が
六
十
八
歲
で
生
涯
を
閉
じ
た
（
83
）。

隋
で

は
大
業
八
年
（
六
一
二
）
〜
十
年
（
六
一
四
）
に
度
重
な
っ
た
高
句
麗
遠
征
に
伴
う
混
亂
と
軌
を
一
に
し
て
、
各
地
で
群
盜
が
蜂
起
し
て
お
り
（
84
）、

劉
炫
が
沒
し
た
の
も
こ
の
頃
と
推
定
し
得
る
（
85
）。

以
上
を
整
理
す
れ
ば
、劉
炫
は
劉

に
比
べ
て
四
〜
六
歲
ほ
ど
年
少
と
な
り
、熊
安
生
門
下
に
あ
っ

た
と
し
て
十
代
中
盤
か
ら
後
半
く
ら
い
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
若
さ
の
故
に
、
傳
に
は
そ
の
記
錄
が
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

ま
た
本
傳
に
こ
そ
名
前
は
見
え
な
い
が
、
熊
安
生
と
師
弟
關
係
を
結
ん
だ
と
さ
れ
る
人
物
に
、
孫
靈
暉
が
い
る
。『
北
齊
書
』
儒
林
傳
・
孫
靈

暉
は
、
彼
が
北
魏
・
孫
惠
蔚
を
族
曾
王
父
（
曾
祖
父
の
兄
弟
）
と
し
、
若
く
し
て
沒
し
た
孫
惠
蔚
の
子
が
遺
し
た
藏
書
を
有
す
る
惠
ま
れ
た
環
境

に
あ
っ
た
（
86
）と

し
た
上
で
、
彼
の
學
問
形
成
の
過
程
を
次
の
よ
う
に
傳
え
る
。

靈
暉
年
七
歲
、
便
好
學
、
日
誦
數
千
言
。
唯
尋
討
惠
蔚
手
錄
章
疏
、
不
求
師
友
、
三
禮
及
三
傳
、
皆
通
宗
旨
。
然
就
鮑
季
詳
・
熊
安
生
質
問

疑
滯
、
其
所
發
明
、
熊
・
鮑
無
以
異
也
（
87
）。

孫
靈
暉
は
七
歲
の
時
點
で
、
も
う
學
問
を
好
み
、
每
日
數
千
言
を
誦
讀
し
た
。
ひ
た
す
ら
孫
惠
蔚
自
身
が
記
錄
し
た
章
疏
を
檢
討
し
、
師
友

を
必
要
と
せ
ず
、
三
禮
と
春
秋
三
傳
に
つ
い
て
、
す
べ
て
主
旨
に
精
通
し
た
。
そ
れ
で
も
鮑
季
詳
・
熊
安
生
の
下
に
出
向
い
て
疑
問
の
箇
所

を
問
い
質
し
、
彼
が
解
き
明
か
し
た
內
容
は
、
熊
氏
・
鮑
氏
と
何
ら
異
な
ら
な
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
自
學
の
內
容
の
さ
ら
な
る
發
展
を
目
指
し
、
熊
安
生
か
ら
學
問
を
授
か
っ
た
の
で
あ
る
。
熊
安
生
と
併
記
さ
れ
る
鮑
季
詳
は
、
や
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は
り
『
北
齊
書
』
儒
林
傳
に
立
傳
さ
れ
、
若
い
頃
に
李
寶
鼎
の
都
講
と
な
っ
た
後
、
自
ら
學
徒
を
集
め
、
天
統
年
間
に
太
學
博
士
と
し
て
沒
し
た
（
88
）。

熊
安
生
も
か
つ
て
李
寶
鼎
門
下
に
あ
り
、
天
統
元
年
頃
に
國
子
博
士
と
な
っ
た
か
ら
、
熊
氏
・
鮑
氏
は
年
齡
が
近
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
孫
靈

暉
は
熊
氏
・
鮑
氏
に
學
ん
だ
後
、
秀
才
に
舉
げ
ら
れ
、
射
策
の
成
績
優
良
に
よ
り
員
外
將
軍
（
從
八
品
下
）
と
な
り
、
太
學
博
士
な
ど
を
經
て
、

天
統
年
間
に
南
陽
王
・
高
綽
の
師
に
推
舉
さ
れ
て
國
子
博
士
に
な
っ
た
と
、『
北
齊
書
』
儒
林
傳
の
記
事
は
續
く
（
89
）。

す
る
と
熊
安
生
ら
が
河
北
で

學
團
を
率
い
て
い
た
際
に
學
ん
だ
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

實
は
孫
靈
暉
の
子
の
孫
萬
壽
も
、
熊
安
生
に
學
ん
だ
と
記
錄
さ
れ
る
。『
北
齊
書
』
儒
林
傳
・
孫
靈
暉
に
附
さ
れ
る
傳
記
に
は
見
え
な
い
が
、『
隋

書
』
文
學
傳
・
孫
萬
壽
が
、「
父
靈
暉
、
齊
國
子
博
士
」
に
續
け
て
「
孫
萬
壽
は
十
四
歲
の
時
、
阜
城
の
熊
安
生
か
ら
五
經
を
授
か
り
、
大
方
の

內
容
に
通
曉
し
、
ま
た
廣
く
子
史
の
學
に
も
及
ん
だ
（
萬
壽
年
十
四
、
就
阜
城
熊
安
生
受
五
經
、
略
通
大
義
、
兼
博
涉
子
史
）」
と
す
る
の
で
あ
る
。

孫
萬
壽
は
、
隋
に
な
っ
て
煬
帝
の
第
二
子
・
楊
暕
が
齊
王
に
封
じ
ら
れ
た
の
に
合
わ
せ
て
そ
の
文
學
と
な
っ
た
が
、
當
時
は
諸
王
の
屬
官
が
多

く
殺
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
不
安
を
覺
え
た
。
そ
こ
で
病
氣
を
口
實
に
免
じ
ら
れ
、
し
ば
ら
く
し
て
大
理
司
直
を
授
け
ら
れ
て
、
そ
の
在
任
中
に

五
十
二
歲
で
亡
く
な
っ
た
と
『
隋
書
』
の
傳
は
言
う
（
90
）。

楊
暕
が
齊
王
と
な
っ
た
の
は
、『
隋
書
』
煬
帝
紀
に
よ
れ
ば
大
業
二
年
（
六
〇
六
）
六
月

壬
子
で
あ
り
、
齊
王
文
學
の
免
職
と
大
理
司
直
、
そ
し
て
五
十
二
歲
の
死
の
間
に
ど
れ
ほ
ど
の
時
が
經
過
し
た
か
は
不
詳
だ
が
、
假
に
最
も
早
く

大
業
二
年
中
に
死
ん
だ
と
し
て
も
、
十
四
歲
は
五
六
八
年
、
つ
ま
り
天
統
年
間
（
五
六
五
〜
五
六
九
）
に
な
る
。
死
が
後
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、

十
四
歲
時
點
も
遲
く
な
る
わ
け
で
、
す
る
と
孫
萬
壽
が
熊
安
生
に
學
ん
だ
の
は
、
熊
安
生
が
す
で
に
國
子
博
士
と
な
っ
て
い
た
段
階
の
こ
と
と
な

る
。
熊
安
生
と
と
も
に
天
統
年
間
に
國
子
博
士
で
あ
っ
た
父
・
孫
靈
暉
と
の
交
流
を
背
景
に
、
熊
安
生
と
孫
萬
壽
の
間
に
は
學
問
の
授
受
が
あ
っ

た
の
だ
ろ
う
か
。

他
に
『
舊
唐
書
』
儒
林
傳
上
に
立
傳
さ
れ
る
張
士
衡
も
取
り
上
げ
た
い
。
彼
は
瀛
州
樂
壽
縣
の
人
で
、
隋
に
仕
官
す
る
前
ま
で
、
つ
ま
り
北
齊

に
お
け
る
事
績
が
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。
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父
之
慶
、
齊
國
子
助
教
。
士
衡
九
歲
喪
母
、
哀
慕
過
禮
。
父
友
齊
國
子
博
士
劉
軌
思
見
之
、
每
爲
掩
泣
、
謂
其
父
曰
、
昔
伯
饒
號
張
曾
子
、

亦
豈
能
遠
過
。
吾
聞
君
子
不
親
教
、
當
爲
成
就
之
。
及
長
、
軌
思
授
以
毛
詩
・
周
禮
、
又
從
熊
安
生
及
劉

受
禮
記
、
皆
精
究
大
義
。
此
後

徧
講
五
經
、
尤
攻
三
禮
。

父
の
張
之
慶
は
、
北
齊
の
國
子
助
教
で
あ
っ
た
。
張
士
衡
は
九
歲
で
母
を
亡
く
し
、
そ
の
哀
悼
追
慕
の
樣
は
常
禮
を
逸
し
て
い
た
。
父
の
友

人
で
北
齊
の
國
子
博
士
の
劉
軌
思
が
そ
れ
を
見
て
、
い
つ
も
顏
を
覆
っ
て
涙
し
、
彼
の
父
に
言
っ
た
「
む
か
し
伯
饒
（
張
霸
）
が
張
曾
子
と

號
さ
れ
た
（
91
）の

も
、
ど
う
し
て
こ
れ
を
大
き
く
上
回
る
こ
と
が
あ
ろ
う
。
私
が
聞
く
と
こ
ろ
で
は
、
君
子
は
親
自
身
で
子
を
教
育
せ
ず
（
92
）、

き
っ

と
君
の
た
め
に
彼
を
大
成
さ
せ
て
や
ろ
う
」。〔
張
士
衡
が
〕
成
長
す
る
と
、
劉
軌
思
が
『
毛
詩
』『
周
禮
』
を
教
授
し
、
ま
た
熊
安
生
と
劉

に
付
き
從
っ
て
『
禮
記
』
を
授
か
り
、
い
ず
れ
も
そ
の
要
義
に
精
通
し
た
。
こ
の
後
に
五
經
を
萬
遍
な
く
講
義
し
、
特
に
三
禮
の
學
を
修

め
た
。

張
士
衡
の
母
へ
の
哀
慕
の
念
を
、
や
は
り
張
姓
で
孝
に
よ
り
知
ら
れ
た
後
漢
・
張
霸
を
持
ち
出
し
稱
贊
し
た
劉
軌
思
は
、「
君
子
不
親
教
」
と

の
原
則
に
從
い
、
張
士
衡
の
教
育
役
を
豫
め
買
っ
て
出
、
そ
の
成
長
を
待
っ
て
『
毛
詩
』
と
『
周
禮
』
を
教
授
し
た
わ
け
で
あ
る
。
張
士
衡
は
さ

ら
に
熊
安
生
と
劉

か
ら
『
禮
記
』
の
學
を
受
け
、
禮
の
學
に
特
に
秀
で
た
學
者
と
な
っ
た
。

劉
軌
思
と
は
、
先
に
劉

が
『
詩
』
を
學
ん
だ
人
で
、
劉

は
熊
安
生
に
禮
を
學
ん
で
い
た
か
ら
、
劉

と
張
士
衡
の
學
問
繼
承
の
過
程
は
よ

く
似
て
い
る
。
張
士
衡
と
そ
の
父
・
張
之
慶
、
そ
し
て
劉
軌
思
の
や
り
取
り
だ
け
切
り
取
れ
ば
、
國
子
助
教
・
張
之
慶
と
國
子
博
士
・
劉
軌
思
と

い
う
交
友
關
係
の
中
で
、
張
士
衡
の
教
育
役
が
決
ま
っ
た
よ
う
に
讀
め
、
そ
れ
は
熊
安
生
と
孫
靈
暉
・
萬
壽
父
子
の
場
合
を
連
想
さ
せ
る
。

だ
が
『
北
齊
書
』
儒
林
傳
・
劉
軌
思
は
、
北
齊
の
天
統
年
間
（
五
六
五
〜
五
六
九
）
に
國
子
博
士
に
な
っ
た
（
93
）後

の
事
績
を
何
ら
載
せ
ず
、
國

子
博
士
と
し
て
張
士
衡
の
成
長
を
待
ち
、
さ
ら
に
學
問
を
教
授
す
る
時
間
的
餘
裕
を
持
た
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
む
し
ろ
張
之
慶
と
劉
軌
思
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は
、
と
も
に
河
北
で
私
學
を
營
な
む
友
人
同
士
で
あ
り
、
だ
か
ら
こ
そ
成
長
し
た
張
士
衡
を
劉
軌
思
が
引
き
取
る
約
束
を
し
、
そ
れ
が
後
に
『
詩
』

『
周
禮
』
の
教
授
と
し
て
果
た
さ
れ
た
も
の
と
考
え
た
い
。

そ
し
て
張
士
衡
は
劉
軌
思
の
他
、
や
は
り
河
北
で
禮
を
專
門
に
教
授
し
て
い
た
熊
安
生
に
も
師
事
し
た
が
、
そ
の
途
中
、
熊
安
生
は
國
子
助
教
、

そ
し
て
服
喪
に
伴
う
不
調
を
挾
み
つ
つ
、
國
子
博
士
に
任
じ
ら
れ
た
。
そ
の
時
期
が
劉
軌
思
の
國
子
博
士
と
な
っ
た
天
統
年
間
よ
り
少
し
前
で
あ

る
こ
と
は
、
す
で
に
本
稿
で
考
證
し
た
。
そ
う
し
た
狀
況
下
に
出
現
し
た
の
が
、
や
は
り
熊
安
生
に
禮
を
授
か
っ
て
、
そ
れ
を
土
臺
に
劉
炫
と
自

己
研
鑽
を
積
み
、
教
育
を
施
し
て
い
た
劉

だ
っ
た
の
で
あ
り
、
張
士
衡
は
熊
安
生
に
續
い
て
彼
に
も
師
事
し
た
結
果
、「
從
熊
安
生
及
劉

受

禮
記
」
と
の
記
述
が
生
じ
た
と
考
え
た
い
。
劉

は
天
統
年
間
に
二
十
四
〜
二
十
八
歲
で
あ
る
。
張
士
衡
は
二
人
の
教
育
を
基
礎
に
、
や
は
り
禮

に
特
化
し
た
私
學
を
開
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
張
士
衡
が
如
上
の
學
修
過
程
に
あ
る
最
中
、
劉
軌
思
が
國
子
博
士
に
、
張
之
慶
が
國
子
助

教
と
な
り
、
兩
者
は
そ
の
最
終
的
な
任
に
よ
り
、
張
士
衡
の
傳
に
記
錄
を
留
め
た
の
で
は
な
い
か
。

さ
て
以
上
が
本
傳
や
正
史
に
熊
安
生
の
門
下
生
、
受
講
生
と
明
示
さ
れ
る
人
物
と
、
彼
ら
の
動
向
、
熊
安
生
と
の
接
點
で
あ
る
が
、
實
は
そ
れ

以
外
に
も
、
熊
安
生
の
弟
子
か
と
想
定
さ
れ
る
人
物
が
い
る
。
そ
れ
が
釋
道
寵
（
張
賓
）
と
釋
僧
範
（
李
範
）
の
二
人
で
あ
る
。
彼
ら
と
熊
安
生

に
つ
い
て
は
、『
續
高
僧
傳
』
卷
七
・
義
解
篇
三
・
魏

下
沙
門
釋
道
寵
傳
（
大
正
五
〇
・
四
八
二
中
下
）
に
、
次
の
よ
う
に
傳
え
ら
れ
る
の
で

あ
る
。釋

道
寵
、
姓
張
、
俗
名
爲
賓
。
高
齊
元
魏
之
際
、
國
學
大
儒
雄
安
生
者
、
連
邦
所
重
。
時
有
李
範
・
張
賓
、
齊
鏕
安
席
、
才
藝
所
指
、
莫
不

歸
宗
。
後
倶
任
安
下
爲
副
、
年
將
壯
室
、
領
徒
千
餘
。

釋
道
寵
、
姓
は
張
、
俗
名
は
賓
で
あ
る
。
高
氏
齊
（
北
齊
）・
元
氏
魏
（
北
魏
）
の
交
替
期
（
＝
東
魏
時
代
）、
國
學
大
儒
た
る
雄
安
生
が
、

國
中
で
尊
重
さ
れ
て
い
た
。
當
時
、
李
範
・
張
賓
が
お
り
、
雄
安
生
の
學
團
で
名
聲
相
並
び
、
才
能
學
問
の
內
容
は
、
誰
か
ら
も
尊
崇
さ
れ
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た
。
後
に
揃
っ
て
雄
安
生
の
師
範
代
と
な
り
、
壯
室
（
三
十
歲
）
に
な
ろ
う
と
す
る
頃
に
は
、
千
人
餘
の
學
徒
が
あ
っ
た
。

こ
こ
に
「
國
學
大
儒
雄
安
生
」
と
あ
る
人
物
こ
そ
、
熊
安
生
に
他
な
ら
な
い
と
す
る
指
摘
が
存
在
す
る
の
で
あ
っ
て
、
湯
用
彤
氏
が
そ
の
嚆
矢

で
あ
る
（
94
）。

た
だ
釋
道
寵
（
張
賓
）
が
熊
安
生
に
師
事
し
た
と
す
る
事
實
に
は
、
陳
超
「
道
寵
經
學
授
受
獻
疑
」（
95
）に

よ
る
時
代
考
證
を
伴
っ
た

疑
義
が
呈
さ
れ
て
い
る
。
以
下
、
陳
氏
の
論
點
を
ま
と
め
つ
つ
、
い
く
ら
か
筆
者
も
補
足
を
試
み
た
い
。

ま
ず
先
に
引
い
た
よ
う
に
、『
續
高
僧
傳
』
釋
道
寵
傳
は
、
張
賓
が
雄
（
熊
）
安
生
に
師
事
し
て
一
番
弟
子
と
し
て
活
躍
し
、
壯
室
（
三
十
歲
）

前
の
段
階
で
千
人
規
模
の
學
團
を
形
成
し
た
と
す
る
わ
け
だ
が
、
そ
れ
に
續
け
て
、
彼
が
出
家
し
て
菩
提
流
支
の
門
下
に
學
び
、

の
地
で
『
十

地
經
論
』
に
つ
い
て
講
義
を
し
て
好
評
を
博
し
た
と
傳
え
る
（
96
）。

だ
が
こ
れ
は
、
遲
く
見
積
も
っ
て
も
東
魏
の
天
平
四
年
（
五
三
七
）
頃
の
こ
と

で
あ
り
（
97
）、

ま
さ
に
こ
の
東
魏
天
平
年
間
と
は
、
熊
安
生
が
ま
だ
李
寶
鼎
に
師
事
し
て
禮
の
學
問
を
授
か
っ
て
い
る
段
階
な
の
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
釋
道
寵
傳
は
、
當
時
の
「
朝
宰
文
雄
」
た
る
魏
收
（
五
〇
七
〜
五
七
二
）・
邢
卲
（
四
九
七
〜
？
）・
陽
休
之
（
五
〇
九
〜
五
八
二
）（
98
）が

、

過
去
に
張
賓
の
儒
學
を
め
ぐ
る
講
義
に
出
席
し
た
緣
故
を
賴
っ
て
、
釋
道
寵
が

で
『
十
地
經
論
』
の
講
義
を
し
て
評
判
を
得
て
い
た
折
に
聽
講

に
來
た
と
續
く
（
99
）。

た
だ
こ
の
三
者
は
熊
安
生
（
四
九
七
頃
〜
五
七
八
頃
）
と
ほ
ぼ
同
年
代
、
も
し
く
は
い
く
ら
か
年
少
で
あ
る
。
陳
氏
は
、
三

者
が
張
賓
の
儒
學
の
講
席
に
連
な
っ
た
の
は
そ
の
入
仕
前
で
あ
る
べ
き
と
考
え
て
い
る
よ
う
で
、
三
者
の
經
歷
を
精
査
し
た
上
で
、
三
者
が
張
賓

の
儒
學
の
講
義
に
列
席
す
る
に
は
、
そ
れ
が
五
一
四
〜
五
二
八
の
間
に
洛
陽
で
開
か
れ
て
い
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
す
る
。
そ
れ
は
熊
安
生
の
生

涯
で
見
れ
ば
、
三
禮
の
學
で
一
家
を
成
す
遙
か
前
で
あ
り
、
張
賓
を
師
範
代
に
從
え
る
狀
況
に
な
ど
あ
ろ
う
は
ず
が
な
く
、
す
る
と
必
然
的
に
三

者
は
張
賓
の
儒
學
の
講
義
は
受
講
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

も
っ
と
も
三
者
は
、「
時
朝
宰
文
」
と
な
っ
て
も
釋
道
寵
の
講
義
を
訪
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
、
張
賓
時
代
の
儒
學
の
講
義
を
聽
講
し
た

時
期
を
、
陳
氏
の
よ
う
に
必
ず
三
者
の
入
仕
前
だ
と
限
定
せ
ず
と
も
よ
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
熊
安
生
や
張
賓
が
千
人
規
模
の
學
團
を
擁



四
二

熊安生傳

し
て
い
た
と
い
う
の
は
、
北
朝
に
見
ら
れ
る
私
學
の
典
型
的
な
形
態
で
あ
り
、
そ
こ
は
一
般
に
は
寒
人
階
級
の
受
け
皿
で
あ
っ
た
（
100
）。

す
る
と
入

仕
後
に
榮
達
の
道
を
着
實
に
歩
む
三
者
が
、
わ
ざ
わ
ざ
張
賓
の
學
團
に
參
加
し
儒
學
を
授
か
る
と
い
う
事
實
は
、
蓋
然
性
が
低
い
と
考
え
ざ
る
を

得
な
い
。

加
え
て
陳
氏
は
、
も
う
一
人
の
熊
安
生
門
下
と
さ
れ
る
釋
僧
範
（
李
範
）
に
つ
い
て
も
、
そ
の
師
弟
關
係
に
疑
義
を
呈
す
る
。『
續
高
僧
傳
』

卷
八
・
義
解
篇
四
・
齊

東
大
覺
寺
釋
僧
範
傳
（
大
正
五
〇
・
四
八
三
中
〜
四
八
四
上
）
に
、
釋
僧
範
は
天
保
六
年
（
五
五
五
）
に
八
十
歲
で
沒

し
た
と
あ
り
（
101
）、

す
る
と
生
年
は
四
七
六
年
と
確
定
で
き
る
。
ま
た
二
十
三
歲
で
あ
ら
ゆ
る
學
問
に
通
じ
た
と
も
傳
わ
り
、
そ
れ
は
四
九
八
年
の

こ
と
に
な
る
。
陳
氏
は
熊
安
生
の
生
年
を
四
九
八
年
前
後
と
推
定
し
て
い
る
の
だ
が
、
と
に
か
く
李
範
が
儒
學
に
取
り
組
ん
で
い
た
時
期
に
は
、

熊
安
生
に
門
下
生
が
い
る
狀
況
を
想
定
し
得
な
い
の
で
あ
る
。

ま
た
陳
氏
は
觸
れ
な
い
が
、
釋
僧
範
傳
で
は
李
範
が
二
十
三
歲
で
廣
く
學
問
を
身
に
付
け
た
こ
と
に
續
け
て
、
や
は
り
千
人
規
模
の
學
團
を
擁

し
て
い
た
と
さ
れ
、
同
時
に
佛
法
に
も
關
心
を
寄
せ
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
た
後
に
、
二
十
九
歲
の
時
、
す
な
わ
ち
五
〇
四
年
に
出
家
し
た
と
あ

れ
ば
、
李
範
が
時
に
八
歲
前
後
に
過
ぎ
な
い
熊
安
生
の
門
下
た
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
事
實
を
補
強
し
よ
う
。
さ
ら
に
釋
僧
範
傳
で
は
、
熊
安
生

門
下
の
代
表
と
し
て
、
李
範
と
張
賓
を
對
比
的
に
評
價
し
た
時
人
の
語
が
見
え
、
す
る
と
李
・
張
の
兩
者
は
年
齡
も
近
か
っ
た
も
の
と
推
察
さ
れ

る
（
102
）。

釋
道
寵
傳
で
は
、
張
賓
が
千
人
規
模
の
學
團
を
率
い
た
の
が
「
壯
室
」、
つ
ま
り
三
十
歲
に
な
ろ
う
と
し
た
時
期
だ
っ
た
と
先
に
紹
介
し
た

が
、
そ
れ
は
李
範
が
二
十
三
歲
か
ら
二
十
九
歲
に
か
け
て
學
團
を
率
い
て
い
た
と
す
る
の
と
相
俟
っ
て
、
李
・
張
兩
名
の
年
齡
が
近
い
と
の
推
察

の
正
し
さ
を
裏
付
け
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
要
す
る
に
釋
僧
範
が
熊
安
生
の
門
弟
と
は
な
り
得
な
い
現
實
が
、
同
年
代
の
釋
道
寵
に
も
當
て
は

ま
る
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。

以
上
、
陳
氏
の
時
代
考
證
と
筆
者
の
補
足
か
ら
、
張
賓
と
李
範
を
熊
安
生
の
門
人
と
す
る
こ
と
は
、
事
實
と
し
て
は
否
定
し
な
け
れ
ば
な
る
ま

い
。
た
だ
「
雄
安
生
」
が
熊
安
生
だ
と
す
る
説
自
體
に
は
、
筆
者
は
贊
同
し
た
い
。
こ
の
見
通
し
に
つ
い
て
、
北
朝
か
ら
隋
、
そ
し
て
初
唐
に
か
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け
て
の
熊
安
生
に
對
す
る
評
價
と
、
道
宣
に
よ
る
『
續
高
僧
傳
』
の
編
纂
と
に
焦
點
を
當
て
て
、
些
か
述
べ
て
お
き
た
い
。

ま
ず
北
朝
か
ら
隋
に
お
け
る
熊
安
生
の
評
價
だ
が
、
本
傳
で
熊
安
生
が
「
學
爲
儒
宗
」
と
さ
れ
、
さ
ら
に
隋
代
に
活
躍
し
た
學
者
の
多
く
が
彼

の
教
え
を
受
け
て
い
た
こ
と
は
、
す
で
に
見
た
通
り
で
あ
る
。
そ
し
て
初
唐
に
入
り
、
熊
安
生
の
儒
宗
と
し
て
の
地
位
は
、
隋
代
に
も
増
し
て
高

ま
っ
た
と
言
っ
て
も
よ
い
。
そ
の
背
景
に
は
、
貞
觀
年
間
（
六
二
七
〜
六
四
九
）
に
お
け
る
孔
穎
達
ら
に
よ
る
『
五
經
正
義
』
の
編
纂
を
舉
げ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

今
さ
ら
言
う
ま
で
も
な
く
、『
五
經
正
義
』
は
前
代
の
義
疏
學
の
成
果
を
踏
ま
え
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
『
禮
記
正
義
』
で
は
、

孔
穎
達
の
序
が
、
南
北
兩
朝
に
お
け
る
義
疏
を
著
し
た
學
者
を
列
舉
す
る
中
に
熊
安
生
を
含
め
た
上
で
、「
い
ま
詔
勅
を
奉
じ
て
疏
（
正
義
）
を

編
纂
す
る
に
、
皇
氏
（
皇
侃
）
の
義
疏
を
根
本
に
据
え
、
そ
れ
に
不
備
が
あ
れ
ば
、
熊
氏
（
熊
安
生
）
の
義
疏
で
補
足
す
る
（
今
奉

刪
理
、
仍

據
皇
氏
以
爲
本
、
其
有
不
備
、
以
熊
氏
補
焉
）」
と
述
べ
て
、
そ
の
依
據
す
る
義
疏
を
、
南
朝
の
皇
侃
と
北
朝
の
熊
安
生
に
よ
っ
て
代
表
さ
せ
て

い
る
。
事
實
、
熊
安
生
の
説
が
相
當
數
、
正
義
中
に
引
か
れ
て
い
る
こ
と
は
、
常
識
に
屬
す
る
で
あ
ろ
う
。
加
え
て
熊
安
生
の
學
統
を
受
け
繼
ぐ

と
い
う
劉

・
劉
炫
の
義
疏
が
、
五
經
の
う
ち
三
經
ま
で
の
正
義
に
主
と
し
て
依
據
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
（
103
）。

ま
た
貞
觀
十
四
年
（
六
四
〇
）
二
月
乙
未
に
は
、
次
の
よ
う
な
詔
が
下
さ
れ
て
い
る
。
日
付
は
『
舊
唐
書
』
太
宗
本
紀
下
に
よ
る
が
、
內
容
は

詳
細
な
儒
學
傳
序
に
よ
る
。

梁
皇
侃
・
褚
仲
都
、
周
熊
安
生
・
沈
重
、
陳
沈
文
阿
・
周
弘
正
・
張
譏
、
隋
何
妥
・
劉
炫
等
、
並
前
代
名
儒
、
經
術
可
紀
。
加
以
所
在
學
徒
、

多
行
其
疏
、
宜
加
優
異
、
以
勸
後
生
。
可
訪
其
子
孫
見
在
者
、
錄
名
奏
聞
。
當
加
引
擢
。

梁
の
皇
侃
・
褚
仲
都
、
北
周
の
熊
安
生
・
沈
重
、
陳
の
沈
文
阿
・
周
弘
正
・
張
譏
、
隋
の
何
妥
・
劉
炫
ら
は
、
い
ず
れ
も
前
の
時
代
の
名
儒

で
あ
り
、
そ
の
經
學
は
記
錄
に
留
め
る
に
値
す
る
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
各
地
の
學
徒
の
多
く
が
、
彼
ら
の
義
疏
を
學
ん
で
お
り
、
特
に
顯
彰
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す
る
こ
と
で
、
後
學
を
督
勵
す
べ
き
で
あ
る
。
彼
ら
の
子
孫
の
內
で
健
在
の
者
た
ち
を
探
訪
し
、
名
前
を
記
錄
し
て
報
告
せ
よ
。
特
に
引
き

立
て
よ
う
（
104
）。

こ
の
詔
に
つ
い
て
は
、
夙
に
福
島
吉
彥
氏
が
着
目
し
て
、
こ
こ
に
名
前
の
舉
が
る
「
前
代
名
儒
」
た
ち
が
『
五
經
正
義
』
の
基
礎
を
成
す
義
疏

の
作
者
と
重
な
る
こ
と
か
ら
、
貞
觀
十
四
年
の
段
階
で
一
先
ず
『
五
經
正
義
』
は
完
成
し
た
と
の
見
解
を
提
示
し
て
い
る
（
105
）。

初
唐
の
貞
觀
年
間

に
は
、
熊
安
生
自
身
は
言
う
に
及
ば
ず
、
劉

・
劉
炫
を
筆
頭
と
す
る
そ
の
學
統
が
、『
五
經
正
義
』
と
い
う
權
威
へ
の
學
説
の
吸
收
に
伴
っ
て
、

か
な
り
儒
學
（
經
學
）
に
お
い
て
重
き
を
置
か
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

一
方
で
『
續
高
僧
傳
』
の
編
纂
に
つ
い
て
整
理
し
て
お
こ
う
。『
續
高
僧
傳
』
は
、
そ
の
書
名
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
梁
・
慧
皎
『
高
僧
傳
』

を
繼
承
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
道
宣
は
『
續
高
僧
傳
』
の
序
文
（
大
正
五
〇
・
四
二
五
）
に
お
い
て
、『
高
僧
傳
』
が
抱
え
た
課
題
を
指

摘
し
て
も
い
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
「
南
朝
に
つ
い
て
よ
く
收
集
し
、
北
朝
に
つ
い
て
粗
略
で
あ
る
（
緝
裒
呉
越
、
叙
略
魏
燕
）」、
つ
ま
り
立

傳
さ
れ
る
高
僧
が
南
朝
に
偏
り
、
北
朝
の
高
僧
に
關
す
る
內
容
が
手
薄
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
ま
た
序
文
に
は
具
體
的
な
資
料
の
收
集
の
手
法
が
語

ら
れ
る
。

或
博
諮
先
達
、
或
取
訊
行
人
、
或
即
目
舒
之
、
或
討
讎
集
傳
。
南
北
國
史
、
附
見
徽
音
、
郊
郭
碑
碣
、
旌
其
懿
德
、
皆
撮
其
志
行
、
舉
其
器

略
。

あ
る
時
は
廣
く
先
達
に
う
か
が
い
、
あ
る
時
は
道
行
く
人
に
質
問
し
、
あ
る
時
は
目
睹
し
た
事
柄
を
押
し
擴
げ
、
あ
る
時
は
諸
々
の
傳
記
を

檢
證
し
た
。
南
北
兩
朝
の
國
史
か
ら
、
美
談
を
付
け
加
え
、
城
外
の
碑
文
か
ら
、
そ
の
優
れ
た
徳
を
宣
揚
し
、
す
べ
て
高
僧
の
志
向
と
操
行

を
寫
し
撮
り
、
高
僧
の
器
量
と
才
略
を
取
り
上
げ
た
。
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事
實
と
し
て
道
宣
は
、『
續
高
僧
傳
』
編
纂
の
た
め
に
各
地
を
歷
遊
し
て
お
り
（
106
）、

右
の
言
葉
は
自
ら
の
目
で
見
て
足
で
集
め
た
信
憑
性
の
高
い

資
料
、
こ
れ
ら
を
基
礎
に
『
續
高
僧
傳
』
を
編
纂
し
た
と
の
自
負
と
解
し
て
も
よ
か
ろ
う
（
107
）。

こ
の
よ
う
に
『
續
高
僧
傳
』
は
、
北
朝
に
對
す
る

幅
廣
い
目
配
り
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
、
同
時
代
の
認
識
を
反
映
し
た
生
の
資
料
を
積
極
的
に
活
用
し
て
い
る
こ
と
が
、
注
目
に
値
す
る
の
で

あ
る
（
108
）。

さ
ら
に
『
續
高
僧
傳
』
は
、
後
に
繼
續
し
た
加
筆
が
な
さ
れ
は
し
た
け
れ
ど
も
、
初
稿
本
は
貞
觀
十
九
年
（
六
四
五
）
に
完
成
し
て
い

た
（
109
）。以

上
を
踏
ま
え
た
時
、
俗
名
張
賓
と
し
て
大
儒
・
熊
安
生
に
師
事
し
な
が
ら
、
後
に
出
家
し
て
釋
道
寵
と
な
っ
て
佛
教
に
沒
入
し
、
成
功
を
收

め
た
と
い
う
『
續
高
僧
傳
』
釋
道
寵
傳
に
展
開
さ
れ
た
逸
話
は
、
北
朝
か
ら
隋
、
そ
し
て
貞
觀
年
間
に
至
る
、
當
時
の
儒
者
・
熊
安
生
の
高
い
評

價
を
反
映
し
た
結
果
の
も
の
と
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。
も
ち
ろ
ん
釋
道
寵
傳
が
、
具
體
的
に
如
何
な
る
資
料
に
依
據
し
て
執
筆
さ
れ
た
も
の
か
は

特
定
で
き
な
い
（
110
）。

だ
が
貞
觀
年
間
ま
で
に
は
、「
高
齊
元
魏
之
際
、
國
學
大
儒
雄
安
生
者
、
連
邦
所
重
」
と
い
う
記
事
が
、
細
か
い
時
代
考
證
を

拔
き
に
違
和
感
な
く
受
容
さ
れ
る
ほ
ど
に
、
儒
學
の
大
家
、
す
な
わ
ち
儒
宗
と
し
て
の
熊
安
生
像
が
定
着
し
て
い
た
。
そ
し
て
そ
う
し
た
熊
安
生

の
高
弟
と
し
て
研
鑽
を
積
み
、
大
規
模
な
儒
學
の
學
團
を
形
成
し
な
が
ら
も
、
そ
れ
を
打
ち
捨
て
て
ま
で
佛
道
に
專
心
し
た
張
賓
像
が
、
多
分
に

脚
色
を
伴
っ
て
『
續
高
僧
傳
』
に
は
取
り
込
ま
れ
た
可
能
性
が
、
十
分
に
あ
り
得
る
と
考
え
る
。
熊
安
生
の
儒
者
と
し
て
の
存
在
感
が
大
き
け
れ

ば
大
き
い
ほ
ど
、
釋
道
寵
と
そ
れ
が
惹
き
込
ま
れ
た
佛
教
の
意
義
が
大
き
く
な
る
わ
け
で
あ
る
。
以
上
の
事
情
は
、
釋
道
範
傳
で
も
同
樣
で
は
あ

る
ま
い
か
。

と
こ
ろ
で
こ
こ
ま
で
儒
宗
た
る
熊
安
生
の
權
威
を
強
調
し
て
き
た
が
、不
思
議
な
こ
と
に
、本
傳
に
明
記
さ
れ
る
彼
の
義
疏
の
數
々
が
、『
隋
書
』

經
籍
志
に
は
一
つ
と
し
て
名
を
留
め
な
い
の
で
あ
る
。
本
傳
は
門
人
た
ち
の
列
舉
に
續
け
て
、
最
後
に
次
の
三
つ
の
著
作
を
提
示
し
て
締
め
括
ら

れ
る
（
111
）。
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所
撰
周
禮
義
疏
二
十
卷
・
禮
記
義
疏
四
十
卷
・
孝
經
義
疏
一
卷
、
竝
行
於
世
。

撰
述
し
た
『
周
禮
義
疏
』
二
十
卷
、『
禮
記
義
疏
』
四
十
卷
、『
孝
經
義
疏
』
一
卷
は
、
い
ず
れ
も
世
に
通
行
し
た
。

こ
の
う
ち
『
禮
記
義
疏
』
は
、
孔
穎
達
『
禮
記
正
義
』
に
取
り
込
ま
れ
る
形
で
後
世
に
か
な
り
の
影
響
力
を
有
し
た
こ
と
を
、
す
で
に
確
認
し

た
（
112
）。『

周
禮
義
疏
』
に
つ
い
て
は
、
具
體
的
な
學
説
こ
そ
傳
わ
ら
な
い
も
の
の
、
熊
安
生
は
三
禮
に
通
曉
し
た
學
者
と
し
て
名
を
知
ら
れ
て
い
た

し
、
北
齊
時
代
に
北
周
の
使
者
と
『
周
禮
』
に
關
す
る
問
答
を
行
な
う
た
め
に
わ
ざ
わ
ざ
呼
び
出
さ
れ
て
い
た
。
そ
う
し
た
學
問
を
踏
ま
え
た
著

作
と
し
て
、
か
な
り
普
及
し
て
い
た
も
の
と
考
え
て
い
い
だ
ろ
う
。
ま
た
『
孝
經
義
疏
』
に
つ
い
て
は
、『
北
齊
書
』
儒
林
傳
序
に
『
孝
經
』
の

義
疏
を
著
し
た
數
人
の
學
者
の
一
人
と
し
て
、
熊
安
生
の
名
前
が
舉
が
っ
て
い
る
（
113
）。

以
上
か
ら
す
れ
ば
、
熊
安
生
の
義
疏
が
隋
代
に
入
っ
て
埋
沒
し
て
い
た
と
は
考
え
難
い
。
本
傳
に
も
三
つ
の
義
疏
は
「
竝
行
於
世
」
と
あ
り
、

こ
れ
は
列
傳
で
の
著
作
の
紹
介
に
お
け
る
常
套
句
で
は
あ
る
が
、熊
安
生
の
場
合
は
事
實
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
だ
が
一
つ
の
著
作
と
し
て『
隋

書
』
經
籍
志
に
著
錄
さ
れ
な
い
の
は
、
如
何
な
る
こ
と
か
。

こ
の
點
に
つ
い
て
、
野
間
文
史
氏
の
指
摘
が
興
味
深
い
。
氏
は
『
五
經
正
義
』
の
依
據
し
た
注
釋
と
義
疏
を
整
理
す
べ
く
、『
隋
書
』
經
籍
志

か
ら
五
經
に
對
す
る
注
釋
お
よ
び
六
朝
時
代
の
義
疏
を
抽
出
し
て
表
に
一
覽
し
、『
禮
記
正
義
』
と
そ
の
表
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
言
う
の

で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
右
表
に
は
次
善
の
義
疏
と
し
て
選
擇
さ
れ
た
は
ず
の
熊
安
生
の
名
が
見
え
な
い
。
と
い
う
よ
り
は
北
朝
の
學
者
の
名
が
こ
と
ご
と

く
見
え
な
い
こ
と
は
一
考
を
要
す
る
。
…
…
こ
れ
は
『
隋
書
』
經
籍
志
の
成
立
の
事
情
に
よ
る
も
の
と
も
思
わ
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
こ
れ
以



四
七

京都大學文學部研究紀要　第62号

上
立
ち
入
ら
な
い
。
と
も
か
く
北
朝
の
學
術
に
關
し
て
、『
隋
志
』
は
情
報
が
不
足
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
（
114
）。

野
間
氏
は
疑
問
を
提
示
す
る
の
み
で
あ
り
、
遺
憾
な
が
ら
筆
者
に
も
、
現
狀
で
は
こ
の
疑
問
に
對
し
て
回
答
す
る
用
意
は
な
い
。
今
後
の
檢
討

課
題
と
し
た
い
。

お
わ
り
に

こ
こ
ま
で
本
傳
を
讀
み
進
め
な
が
ら
、
そ
れ
に
關
わ
る
周
邊
の
出
來
事
、
學
問
動
向
を
交
え
る
こ
と
で
、
熊
安
生
の
生
涯
と
、
そ
の
學
問
の
後

世
へ
の
影
響
を
見
て
き
た
。
熊
安
生
は
若
い
頃
か
ら
複
數
の
地
元
の
學
者
に
就
い
て
經
學
の
素
養
を
身
に
付
け
、
そ
の
後
は
大
儒
の
徐
遵
明
や
李

寶
鼎
に
師
事
し
て
禮
學
の
研
鑽
を
積
ん
だ
。
そ
し
て
長
年
に
渡
り
禮
學
を
中
心
に
据
え
た
私
學
を
河
北
に
開
き
、
好
評
を
博
し
た
。
こ
う
し
た
學

究
の
歩
み
は
、
北
魏
の
一
儒
生
と
し
て
は
典
型
的
な
も
の
だ
っ
た
と
言
え
る
。

だ
が
熊
安
生
の
場
合
は
、
そ
の
好
評
が
北
齊
に
よ
る
地
方
儒
生
の
中
央
へ
の
登
用
と
い
う
機
運
と
重
な
り
、
國
子
助
教
、
國
子
博
士
と
な
っ
た
。

國
子
博
士
と
し
て
の
事
績
に
つ
い
て
、
本
傳
は
天
和
三
年
、
北
周
の
使
節
團
に
『
周
禮
』
の
學
識
に
よ
り
特
に
應
對
役
と
な
っ
た
こ
と
を
傳
え
る

の
み
だ
が
、本
稿
に
よ
っ
て
、熊
安
生
が
武
平
年
間
に
推
進
さ
れ
た
五
禮
編
纂
に
、實
務
の
主
管
者
と
し
て
攜
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

た
。
地
方
學
團
の
長
と
し
て
評
判
が
立
ち
、
國
子
博
士
と
な
っ
て
五
禮
編
纂
に
加
わ
っ
た
と
い
う
點
で
は
、
馬
敬
德
も
熊
安
生
と
ま
っ
た
く
同
じ

經
路
を
た
ど
っ
て
お
り
、『
北
齊
書
』
儒
林
傳
序
に
言
わ
れ
る
よ
う
な
、
地
方
の
優
秀
な
儒
學
者
が
中
央
に
轉
じ
る
實
態
の
一
端
を
確
認
し
得
た
。

さ
ら
に
五
禮
編
纂
事
業
の
メ
ン
バ
ー
が
、
三
つ
の
層
か
ら
成
っ
て
い
た
こ
と
も
指
摘
し
た
。
若
い
後
主
を
支
え
る
重
臣
の
魏
收
ら
監
修
者
と
、
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彼
ら
と
す
で
に
關
わ
り
を
持
っ
て
き
た
老
儒
た
る
熊
安
生
ら
實
務
主
管
者
、そ
し
て
そ
の
下
で
實
務
に
從
事
す
る
華
北
の
名
門
出
身
の
若
手
た
ち
、

と
い
う
言
わ
ば
當
時
の
老
壯
青
の
粋
を
結
集
し
た
構
成
で
あ
る
。
そ
し
て
若
手
層
の
多
く
は
そ
の
後
、文
林
館
に
吸
收
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
っ
て
、

北
齊
の
文
化
事
業
が
有
し
た
一
連
の
流
れ
を
、
本
稿
は
提
示
し
た
。

北
周
が
北
齊
を
滅
ぼ
す
と
、
北
周
・
武
帝
は
積
極
的
に
あ
る
い
は
山
東
儒
者
の
評
判
を
帶
び
、
あ
る
い
は
文
林
館
事
業
と
の
關
わ
り
と
い
う
學

問
的
な
保
證
を
有
し
た
北
齊
の
儒
者
を
取
り
込
ん
だ
。
前
者
の
代
表
的
な
存
在
の
一
人
が
熊
安
生
で
あ
り
、
彼
は
そ
の
禮
の
學
殖
に
よ
っ
て
、
北

周
に
到
着
後
に
五
禮
編
纂
に
參
加
し
た
後
、
生
涯
を
閉
じ
た
。
そ
の
學
問
は
多
く
の
弟
子
に
よ
っ
て
傳
承
さ
れ
、
義
疏
は
『
禮
記
正
義
』
を
中
心

に
初
唐
に
ま
で
影
響
力
を
保
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
う
し
た
儒
宗
た
る
熊
安
生
像
が
、『
續
高
僧
傳
』
釋
道
寵
傳
・
釋
僧
範
傳
に
お
け
る
熊
安
生
（
雄

安
生
）
を
介
在
さ
せ
た
師
弟
關
係
の
創
出
に
投
影
さ
れ
た
も
の
と
、
本
稿
は
推
定
し
た
。

こ
れ
ま
で
熊
安
生
の
經
學
に
つ
い
て
は
、『
禮
記
正
義
』
に
引
か
れ
る
形
な
ど
で
殘
る
經
學
説
の
分
析
と
い
う
手
法
に
よ
り
、
成
果
を
生
ん
で

き
た
。
だ
が
筆
者
は
、
あ
る
學
者
の
經
學
者
と
し
て
の
立
場
や
評
價
が
、
彼
の
在
世
當
時
や
後
世
の
社
會
に
ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
ら
れ
た
か
、

と
い
う
こ
と
に
關
心
が
向
か
う
。
そ
れ
は
延
い
て
は
經
學
者
と
い
う
存
在
や
、
經
學
と
い
う
營
な
み
が
、
經
學
者
自
身
は
言
う
に
及
ば
ず
、
社
會

に
と
っ
て
如
何
な
る
意
味
を
有
し
た
の
か
、
と
い
う
こ
と
の
探
究
に
發
展
す
る
も
の
と
考
え
る
。
本
稿
は
以
上
の
視
座
か
ら
、
前
稿
で
取
り
上
げ

た
徐
遵
明
に
續
く
形
で
、
熊
安
生
の
學
問
を
北
朝
・
隋
の
社
會
の
中
に
位
置
付
け
て
み
た
も
の
で
あ
る
。

注（
1
） 

拙
稿
「
北
朝
の
學
問
と
徐
遵
明
」（
川
原
秀
城
編
『
漢
學
と
は
何
か　

漢
唐
お
よ
び
清
中
後
期
の
學
術
世
界
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
二
〇
）、
所
收
）。

（
2
） 

喬
秀
岩
『
義
疏
學
衰
亡
史
論
』（
白
峰
社
、
二
〇
〇
一
）
第
二
章
「
二
劉
學
術
の
風
貌
」。
同
書
に
は
中
文
版
も
あ
る
。
萬
卷
樓
、
二
〇
一
三
お
よ
び
生
活
・
讀
書
・
新
知
三

聯
書
店
、
二
〇
一
七
。

（
3
） 

焦
桂
美
『
南
北
朝
經
學
史
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
九
）
第
三
章
「
北
朝
經
學
」
第
七
節
「
熊
安
生
的
《
禮
記
義
疏
》」、
張
帥
「
北
朝
儒
宗
熊
安
生
治
禮
探
析
」（『
求
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索
』
二
〇
一
二
年
第
五
期
）、
王
文
艷
「
怎
一
個
『
補
』
字
了
得
―
熊
安
生
《
禮
記
義
疏
》
在
《
禮
記
正
義
》
中
所
起
作
用
探
析
」（『
戲
劇
之
家
』
二
〇
二
〇
年
第
一
五
期
）、

王
啓
發
『
中
國
禮
學
思
想
發
展
史
研
究
―
從
中
古
到
近
世
』（
中
國
社
會
科
學
出
版
社
、二
〇
二
一
）
第
一
章
「
魏
晉
南
北
朝
到
唐
的
禮
記
學
」
第
二
節
「
北
朝
熊
安
生
的
《
禮

記
》
學
及
其
經
學
史
意
義
」（
論
文
初
出
は
二
〇
一
八
）。

（
4
） 

熊
安
生
の
傳
記
を
、
本
傳
に
依
據
し
つ
つ
ま
と
め
た
も
の
に
、
査
洪
德
「
一
代
儒
宗
熊
安
生
」（『
殷
都
學
刊
』
一
九
八
九
年
第
四
期
）
が
あ
る
。
だ
が
全
體
で
二
頁
餘
の
短

篇
で
、
本
傳
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
の
樣
相
を
呈
し
、
し
か
も
北
周
の
都
を
長
安
で
は
な
く
洛
陽
と
す
る
な
ど
、
少
な
か
ら
ぬ
事
實
誤
認
も
存
す
る
。

（
5
） 

年
數
を
指
す
場
合
の
「
餘
」
を
、
一
概
に
何
年
と
決
め
る
こ
と
は
當
然
で
き
な
い
。
例
え
ば
『
史
記
』
孝
武
帝
本
紀
に
「
元
年
、
漢
興
已
六
十
餘
歲
矣
」
と
あ
り
、
前
漢
の

勃
興
は
前
二
〇
六
年
、
武
帝
の
建
元
元
年
は
前
一
四
〇
年
だ
か
ら
、
集
解
に
引
く
徐
廣
も
算
出
す
る
よ
う
に
（
元
年
を
含
め
）
六
十
七
年
で
、「
餘
」
は
七
年
に
な
る
。
ま
た

『
史
記
』
晉
世
家
の
索
隱
で
は
、
周
の
平
王
元
年
（
前
七
七
一
）
と
魯
の
僖
公
二
十
八
年
（
周
の
襄
王
二
十
年
、
前
六
三
二
）
の
差
を
「
爲
一
百
三
十
餘
歲
矣
」
と
言
う
が
、

實
數
と
し
て
は
一
三
九
年
で
、「
餘
」
は
九
年
に
も
な
る
。
こ
の
よ
う
に
「
餘
」
は
か
な
り
の
幅
を
持
ち
得
る
が
、
一
般
に
一
・
二
年
を
指
す
場
合
が
多
い
こ
と
は
認
め
ら
れ

る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

（
6
） 『
魏
書
』
地
形
志
上
・
冀
州
で
は
、
阜
城
縣
は
長
樂
郡
で
は
な
く
武
邑
郡
に
屬
す
。
以
下
、
本
稿
で
の
州
名
は
、
對
象
記
事
の
時
代
に
應
じ
て
、
適
宜
『
魏
書
』
地
形
志
と
『
隋

書
』
地
理
志
で
の
區
分
に
據
っ
て
示
す
。

（
7
） 

古
勝
隆
一
「
隋
代
儒
教
の
地
域
性
―
特
に
山
東
儒
者
に
つ
い
て
」（『
中
國
中
古
の
學
術
と
社
會
』（
法
藏
館
、
二
〇
二
一
）
第
四
章
、
論
文
初
出
は
二
〇
一
一
）。
中
文
版
「
隋

代
儒
教
的
地
域
性
：
以
山
東
儒
者
爲
中
心
」（『
漢
唐
注
疏
寫
本
研
究
』（
社
會
科
學
文
獻
出
版
社
、
二
〇
二
一
）、
所
収
）。

（
8
） 「
河
北
諸
儒
能
通
春
秋
者
、
並
服
子
愼
所
注
、
亦
出
徐
生
之
門
。
張
買
奴
・
馬
敬
德
・
邢
峙
・
張
思
伯
・
張
雕
・
劉
晝
・
鮑
長
暄
・
王
元
則
、
並
得
服
氏
之
精
微
。
又
有
衞
覬
・

陳
達
・
潘
叔
度
、
雖
不
傳
徐
氏
之
門
、
亦
爲
通
解
。
又
有
姚
文
安
・
秦
道
靜
、
初
亦
學
服
氏
、
後
更
兼
講
杜
元
凱
所
注
」。

（
9
） 「
年
十
六
、
從
浮
陽
李
周
仁
受
毛
詩
・
尚
書
、
章
武
劉
子
猛
受
禮
記
、
常
山
房
虬
受
周
官
・
儀
禮
、
漁
陽
鮮
于
靈
馥
受
左
氏
春
秋
」。

（
10
） 

た
だ
し
『
北
史
』
儒
林
傳
下
・
熊
安
生
で
は
「
東
魏
天
平
中
」
を
「
後
」
一
字
に
作
り
、
時
期
が
定
ま
る
わ
け
で
は
な
い
。

（
11
） 「
二
十
三
、
便
自
潛
居
、
討
論
是
非
、
撰
定
孝
經
・
論
語
・
毛
詩
・
三
禮
義
疏
及
三
傳
異
同
・
周
易
義
例
合
三
十
餘
卷
。
…
…
年
二
十
七
、
歸
養
二
親
、
因
教
授
郷
里
、
生
徒

恒
至
數
百
。
燕
趙
間
能
言
經
者
、
多
出
其
門
。
年
三
十
六
、
丁
父
喪
。
服

、
以
郷
里
寡
文
籍
、
來
遊
京
師
、
讀
所
未
見
書
。
州
舉
秀
才
、
除
太
學
博
士
。
武
定
中
、
李
同

軌
卒
後
、
高
祖
令
世
宗
在
京
妙
簡
碩
學
、
以
教
諸
子
」。

 

　

な
お
李
寶
鼎
の
郷
里
に
お
け
る
講
座
に
參
加
し
た
人
物
を
『
北
齊
書
』
儒
林
傳
か
ら
拾
え
ば
次
の
通
り
。
馮
偉
「
馮
偉
、
字
偉
節
、
中
山
安
喜
人
也
。
…
…
少
從
李
寶
鼎

遊
學
、
李
重
其
聰
敏
、
恒
別
意
試
問
之
。
多
所
通
解
、
尤
明
禮
傳
」、
鮑
季
詳
「
鮑
季
詳
、
渤
海
人
也
。
甚
明
禮
、
聽
其
離
文
析
句
、
自
然
大
略
可
解
。
兼
通
左
氏
春
秋
。
少

時
恒
爲
李
寶
鼎
都
講
、
後
亦
自
有
徒
衆
、
諸
儒
稱
之
。
天
統
中
、
卒
於
太
學
博
士
」、
劉
晝
「
劉
晝
、
字
孔
昭
、
渤
海
阜
城
人
也
。
…
…
與
儒
者
李
寶
鼎
同
郷
里
、
甚
相
親
愛
、

受
其
三
禮
」。
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熊安生傳

（
12
） 「
三
禮
並
出
遵
明
之
門
。
徐
傳
業
於
李
鉉
・
沮
儁
・
田
元
鳳
・
馮
偉
・
紀
顯
敬
・
呂
黃
龍
・
夏
懷
敬
。
李
鉉
又
傳
授
刁
柔
・
張
買
奴
・
鮑
季
詳
・
邢
峙
・
劉
晝
・
熊
安
生
」。

（
13
） 
前
稿
一
〇
〇
・
一
〇
一
頁
、
參
照
。

（
14
） 
前
稿
九
六
〜
九
八
頁
、
參
照
。

（
15
） 

徐
遵
明
は
張
吾
貴
・
孫
買
德
の
學
團
を
經
、
滿
足
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
し
ば
ら
く
學
團
に
は
屬
さ
ず
に
獨
學
し
た
し
（
前
稿
九
一
・
九
二
頁
）、
李
寶
鼎
も
二
十
三
歲
か
ら

學
團
を
構
え
る
二
十
七
歲
ま
で
は
、
一
人
で
著
述
に
專
念
し
た
（
注
（
11
））。
熊
安
生
も
、
あ
る
い
は
自
學
自
習
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
16
） 

北
魏
の
私
學
で
大
規
模
な
も
の
に
は
、
張
吾
貴
、
劉
蘭
、
劉
獻
之
、
鮮
于
靈
馥
、
そ
し
て
徐
遵
明
ら
が
あ
っ
た
。
張
吾
貴
は
「
門
徒
千
數
」、
劉
蘭
は
「
學
徒
前
後
數
千
」、

劉
獻
之
は
「
數
百
」
と
、
各
傳
に
具
體
的
な
數
字
が
記
さ
れ
る
。
い
ず
れ
も
前
稿
を
參
照
。
ま
た
北
齊
で
も
張
買
奴
な
ど
が
「
門
徒
千
餘
人
」
と
さ
れ
る
。

（
17
） 

野
間
文
史
『
五
經
正
義
の
研
究　

そ
の
成
立
と
展
開
』（
研
文
出
版
、
一
九
九
八
）
第
一
篇
「
五
經
正
義
の
成
り
立
ち
」
第
三
章
「
引
書
か
ら
み
た
五
經
正
義
の
成
り
立
ち
」

で
は
、
こ
の
本
傳
の
記
事
を
、『
禮
記
正
義
』
に
お
け
る
熊
安
生
所
引
の
緯
書
の
多
さ
と
對
應
さ
せ
て
い
る
（
一
五
四
頁
）。
ま
た
注
（
3
）
所
掲
の
焦
氏
書
三
八
九
〜

三
九
二
頁
、
王
氏
書
三
八
〜
四
一
頁
な
ど
は
、『
禮
記
正
義
』
中
の
具
體
例
を
伴
っ
て
論
じ
る
。
當
時
の
學
問
に
お
け
る
讖
緯
の
學
の
位
置
に
つ
い
て
は
、
武
田
時
昌
「
中
世

の
義
疏
學
と
緯
學
」（『
信
州
大
學
教
育
學
部
紀
要
』
七
〇
、
一
九
九
〇
）、
參
照
。

（
18
） 

陳
超
「
道
寵
經
學
授
受
獻
疑
」（『
佛
學
研
究
』
二
〇
二
〇
年
第
二
期
）
一
一
五
頁
注
（
1
）
は
、
こ
の
矛
盾
を
取
り
上
げ
て
、
本
傳
「
河
清
中
」
は
「
河
清
末
」
と
言
う
べ

き
で
、
熊
安
生
が
國
子
博
士
に
任
じ
ら
れ
た
の
は
、
河
清
四
年
で
あ
り
天
統
元
年
で
も
あ
る
西
曆
五
六
五
年
の
こ
と
と
斷
定
す
る
。
た
だ
河
清
年
間
の
最
終
年
で
あ
る
四
年

で
も
「
河
清
中
」
と
表
現
は
し
得
る
し
、
河
清
四
年
（
天
統
元
年
）
に
斷
定
ま
で
し
て
し
ま
え
る
か
、
筆
者
は
な
お
愼
重
な
立
場
を
取
り
た
い
。

 

　

ち
な
み
に
『
北
齊
書
』
封
述
傳
に
は
、「
河
清
三
年
、

與
錄
尚
書
趙
彥
深
・
僕
射
魏
收
・
尚
書
陽
休
之
・
國
子
祭
酒
馬
敬
德
等
、
議
定
律
令
」
と
あ
り
、
陽
休
之
が
河
清

三
年
の
段
階
に
す
で
に
吏
部
尚
書
で
あ
っ
た
と
解
せ
る
記
事
が
存
在
す
る
。
史
書
に
記
載
の
官
職
名
が
、
そ
の
當
時
の
實
態
を
嚴
密
に
反
映
す
る
と
は
限
ら
な
い
が
、
あ
る

い
は
陽
休
之
は
河
清
年
間
に
吏
部
尚
書
に
な
っ
て
お
り
、『
北
史
』
が
天
統
初
よ
り
後
の
こ
と
と
す
る
の
が
誤
り
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
19
） 

そ
の
他
、
高
叡
の
名
は
見
え
な
い
が
、『
北
史
』
外
戚
傳
・
胡
長
粲
に
「
後
主
踐
祚
、
長
粲
被
敕
、
與
黃
門
馮
子
琮
出
入
禁
中
、
專
典
敷
奏
。
武
成
還

、
後
主
在
晉
陽
、
長

粲
仍
受
委
留
後
。
後
主
從
武
成
還

、
仍
敕
在
京
省
判
度
支
尚
書
、
監
議
五
禮
。
武
成
崩
…
…
」
と
あ
る
。
こ
れ
も
高
叡
を
中
心
と
し
た
五
禮
編
纂
の
事
業
を
指
そ
う
。

（
20
） 『
北
齊
書
』
後
主
紀
。
な
お
高
叡
と
和
士
開
の
對
立
の
樣
相
は
、『
北
齊
書
』
の
兩
者
の
傳
に
見
え
る
。

（
21
） 『
北
齊
書
』
恩
倖
傳
・
和
士
開
「（
世
祖
）
臨
崩
、
握
士
開
之
手
曰
、
勿
負
我
也
。
仍
絶
於
士
開
之
手
。
後
主
以
世
祖
顧
託
、
深
委
仗
之
。
又
先
得
幸
於
胡
太
后
、
是
以
彌
見

親
密
。
…
…
武
平
元
年
、
封
淮
陽
王
」。

（
22
） 『
北
齊
書
』
外
戚
傳
・
胡
長
仁
附
從
祖
兄
長
粲
「
世
祖
崩
、
與
領
軍
婁
定
遠
・
錄
尚
書
趙
彥
深
・
和
士
開
・
高
文
遙
・
領
軍

連
猛
・
高
阿
那
肱
・
僕
射
唐
邕
同
知
朝
政
、
時

人
號
爲
八
貴
」。

（
23
） 『
北
齊
書
』
徐
之
才
傳
「
天
統
四
年
、
累
遷
尚
書
左
僕
射
、
俄
除

州
刺
史
、
特
給
鐃
吹
一
部
。
…
…
五
年
冬
、
後
主
徵
之
才
。
尋
左
僕
射
闕
、
之
才
曰
、
自
可
復
禹
之
績
。
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武
平
元
年
、
重
除
尚
書
左
僕
射
」。

（
24
） 
北
朝
の
學
問
に
お
け
る
燕
趙
の
地
域
の
重
要
性
に
つ
い
て
は
、
前
稿
の
特
に
第
一
節
「
燕
齊
趙
魏
と
學
問
の
盛
行
」、
參
照
。

（
25
） 「
馬
敬
德
、
河
間
人
也
。
少
好
儒
術
、
負

隨
大
儒
徐
遵
明
、
學
詩
・
禮
、
略
通
大
義
、
而
不
能
精
。
遂
留
意
於
春
秋
左
氏
、

思
研
求
、
晝
夜
不
倦
、
解
義
爲
諸
儒
所
稱
。

教
授
於
燕
・
趙
間
、
生
徒
隨
之
者
衆
。
河
間
郡
王
每
於
教
學
追
之
、
將
舉
爲
孝
廉
、
固
辭
不
就
。
乃
詣
州
求
舉
秀
才
、
舉
秀
才
例
取
文
士
、
州
將
以
其
純
儒
、
無
意
推
薦
。

敬
德
請
試
方
略
、
乃
策
問
之
、
所
答
五
條
、
皆
有
文
理
。
乃
欣
然
舉
送
至
京
。
依
秀
才
策
問
、
唯
得
中
第
、
乃
請
試
經
業
、
問
十
條
並
通
。
擢
授
國
子
助
教
、
遷
太
學
博
士
。

天
統
初
、
除
國
子
博
士
」。

（
26
） 「
魏
武
定
初
、
本
郡
貢
孝
廉
、
策
居
上
第
、
解
褐
四
門
博
士
」。
な
お
權
會
の
傳
に
は
、「
會
本
貧
生
、
無
僕
隸
、
初
任
助
教
之
日
、
恒
乘
驢
上
下
」
云
々
と
の
逸
話
が
見
え
、

そ
の
內
容
か
ら
、
こ
れ
は
郡
の
學
校
の
助
教
の
頃
と
思
わ
れ
る
。
す
る
と
權
會
は
郡
の
學
校
の
助
教
と
し
て
、
孝
廉
に
舉
げ
ら
れ
た
か
。

（
27
） 

邢
峙
「
邢
峙
、
字
士
峻
、
河
間

人
也
。
少
好
學
、
耽
玩
墳
典
、
遊
學
燕
・
趙
之
間
、
通
三
禮
・
左
氏
春
秋
。
天
保
初
、
郡
舉
孝
廉
、
授
四
門
博
士
、
遷
國
子
助
教
」。
李
寶

鼎
は
注
（
11
）
所
掲
の
傳
、
參
照
。
張
買
奴
「
張
買
奴
、
平
原
人
也
。
經
義
該
博
、
門
徒
千
餘
人
。
諸
儒
咸
推
重
之
、
名
聲
甚
盛
。
歷
太
學
博
士
・
國
子
助
教
、
天
保
中
卒
」。

官
位
は
監
修
：
氣
賀
澤
保
規
、
譯
：
池
田
恭
哉
・
岡
部
毅
史
・
梶
山
智
史
・
倉
本
尚
德
・
田
熊
敬
之
『
中
國
史
書
入
門　

現
代
語
譯　

北
齊
書
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
二
一
）

に
所
收
の
「
北
齊
職
官
表
」（
作
成
：
田
熊
敬
之
）、
參
照
。

 

　

な
お
北
魏
の
時
代
か
ら
、
張
吾
貴
や
徐
遵
明
な
ど
地
方
の
大
學
團
の
長
に
、
少
な
か
ら
ぬ
中
央
志
向
が
存
し
た
こ
と
は
、
前
稿
の
第
五
節
「
徐
遵
明
と
中
央
の
關
わ
り
」、

參
照
。
ま
た
秀
才
に
舉
げ
ら
れ
て
も
、
劉
晝
の
よ
う
に
射
策
の
成
績
不
振
が
理
由
で
不
遇
と
な
る
者
も
い
た
。『
北
齊
書
』
儒
林
傳
・
劉
晝
「
河
清
初
、
還
冀
州
、
舉
秀
才
入

京
、考
策
不
第
」（
中
華
書
局
標
點
本
の
校
勘
記
は
「
河
清
」
を
誤
り
と
疑
う
）。
劉
晝
の
不
遇
と
そ
の
思
想
へ
の
影
響
は
、拙
稿
「
北
齊
・
劉
晝
に
お
け
る
仕
官
と
修
養
―
『
劉

子
』
の
分
析
を
通
じ
て
―
」（
拙
著
『
南
北
朝
時
代
の
士
大
夫
と
社
會
』（
研
文
出
版
、
二
〇
一
八
）、
所
收
）、
參
照
。

（
28
） 

注
（
18
）
所
掲
。

（
29
） 

五
禮
編
纂
の
實
務
を
主
管
し
た
も
う
一
人
の
權
會
は
、
特
に
『
周
易
』
に
秀
で
た
學
者
で
、
盧
景
裕
か
ら
鄭
玄
注
『
周
易
』
を
授
か
っ
た
が
、
盧
景
裕
の
師
は
徐
遵
明
で
あ

る
か
ら
、
權
會
は
徐
遵
明
か
ら
見
れ
ば
再
傳
の
弟
子
に
な
る
。『
北
齊
書
』
儒
林
傳
序
「
河
北
講
鄭
康
成
所
注
周
易
。
遵
明
以
傳
盧
景
裕
及
清
河
崔
瑾
、
景
裕
傳
權
會
、
權
會

傳
郭
茂
」。

 

　

權
會
と
監
修
者
四
人
、
陽
休
之
、
熊
安
生
と
の
五
禮
編
纂
に
遡
る
關
係
は
不
詳
だ
が
、
馬
敬
德
と
に
つ
い
て
は
、『
北
齊
書
』
儒
林
傳
・
權
會
に
「
僕
射
崔
暹
引
爲
館
客
、

甚
敬
重
焉
、
命
世
子
達
拏
盡
師
傅
之
禮
、
會
因
此
聞
達
。
暹
欲
薦
會
與
馬
敬
德
等
爲
諸
王
師
、
會
性
恬
靜
、
不
慕
榮
勢
、
恥
於
左
宦
、
固
辭
。
暹
亦
識
其
意
、
遂
罷
薦
舉
」

と
あ
る
。
二
人
揃
っ
て
王
友
と
な
る
こ
と
は
實
現
こ
そ
し
な
か
っ
た
が
、
と
も
に
優
れ
た
儒
者
と
し
て
認
知
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。

（
30
） 『
張
説
之
文
集
』
卷
二
十
五
お
よ
び
『
文
苑
英
華
』
卷
八
百
九
十
三
。

（
31
） 『
隋
書
』
盧
思
道
傳
「
其
後
左
僕
射
楊
遵
彥
薦
之
於
朝
、
解
褐
司
空
行
參
軍
、
長
兼
員
外
散
騎
侍
郞
、
直
中
書
省
。
…
…
後
漏
洩
省
中
語
、
出
爲
丞
相
西
閤
祭
酒
、
歷
太
子
舍



五
二

熊安生傳

人
・
司
徒
錄
事
參
軍
。
每
居
官
、
多
被
譴
辱
。
後
以
擅
用
庫
錢
、
免
歸
於
家
」。

（
32
） 
祝
尚
書
『《
盧
思
道
集
》
校
注
』（
巴
蜀
書
社
、
二
〇
〇
一
）
附
錄
二
「
盧
思
道
年
譜
」、
參
照
。

（
33
） 『
北
齊
書
』
文
苑
傳
序
の
譯
注
が
、
筆
者
も
參
畫
し
た
京
都
大
學
中
國
文
學
研
究
室
編
『
唐
代
の
文
論
』（
研
文
出
版
、
二
〇
〇
八
）
に
收
錄
さ
れ
て
い
る
（
擔
當
：
青
山
剛

一
郞
）。

（
34
） 「
官
位
を
一
覽
し
て
、
五
品
以
下
の
少
壯
の
人
材
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
…
…
北
齊
書
列
傳
に
名
を
連
ね
て
い
る
の
は
、
顏
之
推
傳
に
附
屬
す
る
南
朝
出
身
の
四
人
だ
け
で
、
他

は
む
し
ろ
隋
書
に
傳
を
も
ち
、
次
代
に
活
躍
す
る
世
代
で
あ
っ
た
こ
と
を
も
の
が
た
る
。
そ
し
て
ほ
と
ん
ど
が
華
北
の
名
門
、
す
な
わ
ち
、
太
原
王
、
趙
郡
李
、
鋸
鹿
魏
、

博
陵
崔
、
河
東
薛
、
范
陽
盧
、
清
河
崔
な
ど
の
各
氏
の
子
弟
で
あ
る
。
祖
珽
が
こ
の
よ
う
な
人
選
を
行
な
っ
た
こ
と
は
、
注
目
し
て
お
い
て
よ
い
」（
尾
崎
康
「
北
齊
の
文
林

館
と
修
文
殿
御
覽
」（『
史
學
』
四
〇
（
二
・
三
）、
一
九
六
七
）
六
八
頁
）。

（
35
） 

文
林
館
の
設
立
と
そ
こ
で
の
『
修
文
殿
御
覽
』
編
纂
の
經
緯
に
つ
い
て
は
、注
（
27
）
所
掲
『
中
國
史
書
入
門　

現
代
語
譯　

北
齊
書
』
の
拙
稿
「
コ
ラ
ム
④　

文
林
館
・『
修

文
殿
御
覽
』」、
參
照
。

（
36
） 

堀
內
淳
一
『
北
朝
社
會
に
お
け
る
南
朝
文
化
の
受
容　

外
交
使
節
と
亡
命
者
の
影
響
』（
東
方
書
店
、
二
〇
一
八
）
序
章
「
南
北
朝
交
流
史
の
問
題
と
展
開
」
と
そ
こ
に
引
か

れ
る
諸
研
究
、
參
照
。

（
37
） 「
武
平
年
、
自
府
還
第
、
在
路
無
故
馬
倒
、
遂
不
得
語
、
因
爾
暴
亡
、
時
年
七
十
六
」。
な
お
『
北
史
』
儒
林
傳
上
・
權
會
で
は
「
武
平
年
」
の
「
年
」
を
「
末
」
に
作
る
。

（
38
） 

陳
寅
恪
『
隋
唐
制
度
淵
源
略
論
稿
』（
陳
寅
恪
文
集
之
四
、上
海
古
籍
出
版
社
、一
九
八
二
）
一
〇
頁
「
北
齊
後
主
時
所
修
之
五
禮
當
卽
隋
志
之
《
後
齊
儀
注
》
二
百
九
十
卷
」。

も
ち
ろ
ん
「
二
百
九
十
卷
」
と
い
う
數
字
も
、
北
齊
で
編
纂
さ
れ
た
全
部
が
殘
存
し
た
も
の
か
、
ま
た
隋
志
編
纂
時
に
現
物
が
存
し
た
も
の
か
、
撰
者
も
冠
さ
れ
ず
不
明
と

言
う
し
か
な
い
。

（
39
） 

筆
者
は
こ
の
推
測
を
、
す
で
に
研
究
發
表
「
牛
弘
與
隋
代
禮
制
―
以
《
隋
朝
儀
禮
》
爲
主
」（
第
八
届
中
國
經
學
國
際
學
術
研
討
會
、
二
〇
一
九
年
九
月
八
日
、
於
湖
南
大
學

嶽
麓
書
院
）と
そ
の
論
文
集（
上
册
一
〇
四
頁
）に
提
示
し
た
。
同
發
表
お
よ
び
論
文
集（
一
〇
五
・
一
〇
六
頁
）に
指
摘
し
た
が
、『
梁
書
』徐
勉
傳
に
引
く
普
通
六
年（
五
二
五
）

の
「
修
五
禮
表
」
で
も
、
吉
凶
賓
軍
嘉
の
各
禮
に
主
編
者
の
分
擔
が
あ
っ
た
こ
と
が
、
具
體
的
な
主
編
者
の
名
前
を
伴
っ
て
明
示
さ
れ
て
い
る
。

（
40
） 『
隋
書
』
禮
儀
志
一
に
も
、
牛
弘
の
『
隋
朝
儀
禮
』
の
實
態
を
「
採
梁
及
北
齊
儀
注
、
以
爲
五
禮
云
」
と
す
る
。
注
（
39
）
所
掲
論
文
集
一
〇
一
頁
〜
一
〇
三
頁
、
拙
稿
「
隋

朝
に
お
け
る
牛
弘
の
位
置
」（『
中
國
思
想
史
研
究
』
四
〇
、
二
〇
一
九
）、
參
照
。
ま
た
「
王
儉
禮
」
に
つ
い
て
は
、
狩
野
直
禎
「
王
儉
傳
の
一
考
察
」
第
二
節
「
王
儉
の
事

業
」
b
「
禮
の
制
定
」（
川
勝
義
雄
・
礪
波
護
編
『
中
國
貴
族
制
社
會
の
研
究
』（
京
都
大
學
人
文
科
學
研
究
所
、一
九
八
七
）、所
收
）
お
よ
び
洲
脇
武
志
「
王
儉
の
學
術
」（
榎

本
淳
一
ら
編
『
中
國
學
術
の
東
ア
ジ
ア
傳
播
と
古
代
日
本
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
二
〇
）、
所
收
）、
參
照
。

（
41
） 『
論
語
』
先
進
「
子
曰
、
由
之
瑟
、
奚
爲
於
丘
之
門
。
門
人
不
敬
子
路
。
子
曰
、
由
也
升
堂
矣
、
未
入
於
室
也
（
何
晏
集
解
、
馬
曰
、
升
我
堂
矣
、
未
入
於
室
耳
。
門
人
不
解
、

謂
孔
子
言
爲
賤
子
路
、
故
復
解
之
）」、『
論
語
』
八
佾
「
王
孫
賈
問
曰
、
與
其
媚
於
奧
、
寧
媚
於

、
何
謂
也
（
何
晏
集
解
、
孔
曰
、
王
孫
賈
、
衞
大
夫
。
奧
、
內
也
、
以
喻
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近
臣
。

以
喻
執
政
。
賈
、
執
政
者
、
欲
使
孔
子
求
昵
之
、
微
以
世
俗
之
言
、
感
動
之
也
。
邢

疏
、
奧
、
內
也
、
謂
室
內
西
南
隅
也
。
以
其
隱
奧
、
故
尊
者
居
之
）」。

（
42
） 『
周
書
』
文
帝
紀
下
・
魏
恭
帝
三
年
（
五
五
六
）「
三
年
春
正
月
丁
丑
、
初
行
周
禮
、
建
六
官
。
以
太
祖
爲
太
師
・
大
冢
宰
、
柱
國
李
弼
爲
太
傅
、
大
司
徒
趙
貴
爲
太
保
、
大

宗
伯
獨
孤
信
爲
大
司
馬
、
于
謹
爲
大
司
寇
、
侯
莫
陳
崇
爲
大
司
空
。
初
、
太
祖
以
漢
魏
官
繁
、
思
革
前
弊
。
大
統
中
、
乃
命
蘇
綽
・
盧
辯
依
周
制
改
創
其
事
、
尋
亦
置
六
卿
官
、

然
爲
撰
次
未
成
、
衆
務
猶
歸
臺
閣
。
至
是
始
畢
、
乃
命
行
之
」。

（
43
） 

前
稿
九
五
頁
、
參
照
。

（
44
） 

こ
の
時
系
列
の
整
理
で
は
、『
北
齊
書
』
後
主
紀
が
天
統
四
年
（
北
周
の
天
和
三
年
）「
秋
九
月
丙
申
」
に
斛
斯
文
略
を
派
遣
し
た
と
す
る
記
事
の
日
付
に
、
何
ら
か
の
混
亂

が
あ
る
と
見
る
こ
と
に
な
る
。
北
周
が
北
齊
・
斛
斯
文
略
の
來
訪
を
受
け
て
陸
逞
・
尹
公
正
を
派
遣
し
た
の
は
、『
周
書
』
武
帝
紀
で
は
同
年
「
八
月
乙
丑
」
と
す
る
か
ら
で

あ
る
。
な
お
北
齊
と
北
周
の
關
係
に
つ
い
て
は
、使
者
の
往
來
に
言
及
は
な
い
も
の
の
、注
（
27
）
所
掲
『
中
國
史
書
入
門　

現
代
語
譯　

北
齊
書
』
の
「
コ
ラ
ム
⑧　

北
齊
・

北
周
の
關
係
に
つ
い
て
」（
執
筆
：
岡
部
毅
史
）、
參
照
。

（
45
） 『
周
書
』
武
帝
紀
下
に
よ
れ
ば
、
武
帝
は
建
德
四
年
七
月
に
北
齊
へ
向
け
て
一
度
進
軍
し
た
が
、
病
に
よ
り
引
き
返
し
、
五
年
十
月
に
再
び
北
齊
平
定
を
目
指
し
、
六
年
正
月

に
達
成
し
た
。

（
46
） 「
武
帝
將
伐
齊
、
引
入
內
殿
、
從
容
謂
曰
、
朕
將
有
事
戎
馬
、
何
者
爲
先
。
謙
對
曰
、
愚
臣
誠
不
足
以
知
大
事
、
但
僞
齊
僭
擅
、
跋
扈
不
恭
、
沈
溺
倡
優
、
耽
昏
麴

。
其
折

衝
之
將
斛
律
明
月
已
斃
、
讒
人
之
口
、
上
下
離
心
、
道
路
仄
目
。
若
命
六
師
、
臣
之
願
也
」。
な
お
北
周
に
北
齊
平
定
を
決
心
さ
せ
た
の
が
、
武
名
轟
く
北
齊
の
名
將
・
斛
律

光
（
字
明
月
）
が
誅
殺
さ
れ
た
こ
と
（
武
平
三
年
（
五
七
二
））
に
あ
っ
た
と
の
認
識
は
、
當
時
廣
く
共
有
さ
れ
て
い
た
。『
顏
氏
家
訓
』
慕
賢
「
斛
律
明
月
齊
朝
折
衝
之
臣
、

無
罪
被
誅
、
將
士
解
體
、
周
人
始
有
吞
齊
之
志
、
關
中
至
今
譽
之
。
此
人
用
兵
、
豈
止
萬
夫
之
望
而
已
哉
。
國
之
存
亡
、
係
其
生
死
」、
盧
思
道
「
北
齊
興
亡
論
」（『
文
苑
英

華
』
卷
七
五
一
）「
斛
律
明
月
屬
鏤
之
賜
、
冤
動
天
地
」、『
北
齊
書
』
上
洛
王
思
宗
傳
附
弟
思
好
「
武
平
五
年
、
遂
舉
兵
反
。
與
并
州
諸
貴
書
曰
、
…
…
左
丞
相
斛
律
明
月
、

世
爲
元
輔
、
威
著
隣
國
。
無
罪
無
辜
、
奄
見
誅
殄
。
…
…
行
臺
郞
王
行
思
之
辭
也
」、『
北
齊
書
』
斛
律
金
傳
附
子
光
「
武
帝
聞
光
死
、
大
喜
、
赦
其
境
內
。
後
入

、
追
贈

上
柱
國
・
崇
國
公
。
指
詔
書
曰
、
此
人
若
在
、
朕
豈
能
至

」。

（
47
） 

注
（
27
）
所
掲
『
中
國
史
書
入
門　

現
代
語
譯　

北
齊
書
』
の
「
コ
ラ
ム
①　

東
魏
北
齊
政
治
史
と
兩
都
制
」
第
四
節
「
北
齊
政
治
史
の
轉
變
」（
執
筆
：
氣
賀
澤
保
規
）、

參
照
。

（
48
） 『
史
記
』
齊
悼
惠
王
世
家
「
及
魏
勃
少
時
、
欲
求
見
齊
相
曹
參
、
家
貧
無
以
自
通
、
乃
常
獨
早
夜

齊
相
舍
人
門
外
。
相
舍
人
怪
之
、
以
爲
物
、
而
伺
之
、
得
勃
。
勃
曰
、
願

見
相
君
、
無
因
、
故
爲
子

、
欲
以
求
見
。
於
是
舍
人
見
勃
曹
參
、
因
以
爲
舍
人
。
一
爲
參
御
、
言
事
、
參
以
爲
賢
、
言
之
齊
悼
惠
王
。
悼
惠
王
召
見
、
則
拜
爲
內
史
」。

（
49
） 

塚
本
善
隆
『
北
朝
佛
教
史
研
究
』（
塚
本
善
隆
著
作
集
第
二
卷
、
大
東
出
版
社
、
一
九
七
四
）
第
八
章
「
北
周
の
廢
佛
」
お
よ
び
野
村
耀
昌
『
周
武
法
難
の
研
究
』（
東
出
版
、

一
九
六
八
）、
參
照
。

（
50
） 『
周
書
』
儒
林
傳
・
沈
重
に
「
又
敕
襄
州
總
管
・
衞
公
直
敦
喻
遣
之
、
在
途
供
給
、
務
從
優
厚
。
保
定
末
、
重
至
于
京
師
」
と
あ
り
、
張
衡
「
東
京
賦
」（『
文
選
』
卷
三
）
に
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「
降
至
尊

4

4

4

以
訓
恭
、
送
迎
拜
乎
三
壽
（
薛
綜
注
、
降
、
下
也
。
至
尊
、
天
子
也
。
三
壽
、
三
老
也
。
言
天
子
尊
而
養
此
三
老
者
、
以
教
天
下
之
敬
。
故
來
拜
迎
、
去
拜
送
焉
。

善
曰
、
…
…
蔡
邕
・
獨
斷
曰
、
天
子
事
三
老
、
使
者
安
車

輪
、
送
迎
而
至
家
、
天
子
獨
拜
）」
と
あ
る
。
す
る
と
こ
の
儒
林
傳
序
の
記
載
は
、
單
な
る
美
辭
麗
句
で
は
な
く
、

沈
重
の
招
聘
に
際
し
手
厚
い
贈
物
が
あ
っ
た
こ
と
や
、
武
帝
が
老
儒
た
る
熊
安
生
の
自
邸
に
出
向
い
た
と
い
う
實
態
を
反
映
さ
せ
た
も
の
と
言
え
よ
う
。
な
お
「
待
熊
生
」

を
『
北
史
』
儒
林
傳
序
は
「
待
熊
安
生
」
に
作
る
。

（
51
） 『
論
語
』
顏
淵
「
子
貢
問
政
。
子
曰
、
足
食
、
足
兵
、
民
信
之
矣
。
子
貢
曰
、
必
不
得
已
而
去
、
於
斯
三
者
何
先
。
曰
、
去
兵
。
子
貢
曰
、
必
不
得
已
而
去
、
於
斯
二
者
何
先
。

曰
、
去
食
。
自
古
皆
有
死
、
民
無
信
不
立
」。

（
52
） 『
史
記
』
五
帝
本
紀
「
黃
帝
者
、
…
…
名
曰
軒
轅
。
…
…
軒
轅
乃
修
德
振
兵
、
治
五
氣
、

五
種
、
撫
萬
民
、
度
四
方
、
教
熊
羆
貔
貅

虎
、
以
與
炎
帝
戰
於
阪
泉
之
野
。
三

戰
、
然
後
得
其
志
（
正
義
、
謂
黃
帝
克
炎
帝
之
後
）」、『
左
傳
』
僖
公
二
十
五
年
「
使
卜
偃
卜
之
。
曰
、
吉
。
遇
黃
帝
戰
于
阪
泉
之
兆
（
杜
預
注
、
黃
帝
與
神
農
之
後
姜
氏
戰

于
阪
泉
之
野
、
勝
之
。
今
得
其
兆
、
故
以
爲
吉
）」。

（
53
） 『
書
』
武
成
「
散
鹿
臺
之
財
、
發
鉅
橋
之
粟
（
孔
安
國
傳
、
紂
所
積
之
府
倉
、
皆
散
發
以
賑
貧
民
。
正
義
、
藏
財
爲
府
、
藏
粟
爲
倉
。
故
言
紂
所
積
之
府
倉
也
。
名
曰
鹿
臺
・

鉅
橋
、
則
其
義
未
聞
。
散
者
言
其
分
布
、
發
者
言
其
開
出
、
互
相
見
也
。
…
…
新
序
（
刺
奢
）
云
、
鹿
臺
、
其
大
三
里
、
其
高
千
尺
、
則
容
物
多
矣
。
此
言
鹿
臺
之
財
、
則

非
一
物
也
。
史
記
作
錢
、
後
世
追
論
、
以
錢
爲
主
耳
）」、『
史
記
』
周
本
紀
「
命
南
宮
括
散
鹿
臺
之
財
、
發
鉅
橋
之
粟
、
以
振
貧
弱
萌
隸
」。

（
54
） 「
僞
齊
叛
渙
、
竊
有
漳
濱
、
世
縱
淫
風
、
事
窮
彫
飾
。
或
穿
池
運
石
、
爲
山
學
海
、
或
層
臺
累
構
、

日
凌
雲
。
以
暴
亂
之
心
、
極
奢
侈
之
事
、
有
一
於
此
、
未
或
弗
亡
。
朕

菲
食
薄
衣
、
以
弘
風
教
、
追
念
生
民
之
費
、
尚
想
力
役
之
勞
。
方
當
易
茲
弊
俗
、
率
歸
節
儉
」。

（
55
） 『
周
書
』
武
帝
紀
下
・
建
德
六
年
二
月
「
乙
卯
、
帝
自

還
京
」。

（
56
） 『
史
記
』
周
本
紀
「
武
王
持
大
白
旗
以
麾
諸
侯
、
諸
侯
畢
拜
武
王
。
…
…
武
王
至
商
國
。
…
…
遂
入
、
至
紂
死
所
。
武
王
自
射
之
、
三
發
而
后
下
車
、
以
輕
劍
擊
之
、
以
黃
鉞

斬
紂
頭
、
縣
大
白
之
旗
」。

（
57
） 『
荀
子
』
議
兵
「
是
以
堯
伐
驩
兜
、
舜
伐
有
苗
、
禹
伐
共
工
、
湯
伐
有
夏
、
文
王
伐
崇
、
武
王
伐
紂
、
此
四
帝
兩
王
、
皆
以
仁
義
之
兵
行
於
天
下
也
。
故
近
者
親
其
善
、
遠
方

慕
其
德
、
兵
不
血
刃
、
遠
邇
來
服
、
德
盛
於
此
、
施
及
四
極
」。

（
58
） 

李
德
林
と
山
東
の
人
材
に
つ
い
て
は
、
氣
賀
澤
保
規
「
隋
代
郷
里
制
に
關
す
る
一
考
察
」（『
史
林
』
五
八
―
四
、
一
九
七
五
）
三
「
李
德
林
と
「
山
東
」」、
參
照
。
ま
た
宇

都
宮
清
吉
「
北
齊
書
文
苑
傳
內
顏
之
推
傳
の
一
節
に
つ
い
て
」（『
中
國
古
代
中
世
史
研
究
』（
創
文
社
、
一
九
七
七
）、
所
收
）
で
は
、
李
德
林
が
武
帝
に
重
用
さ
れ
た
理
由

と
し
て
、「
彼
が
永
年
政
界
に
お
い
て
機
密
文
書
に
ふ
れ
、
內
外
の
勢
力
關
係
の
變
轉
に
精
通
し
て
い
た
」（
四
六
五
頁
）
こ
と
も
舉
げ
る
。

（
59
） 

古
勝
氏
前
掲
論
文
の
特
に
第
三
・
四
節
、
參
照
。
古
勝
氏
は
熊
安
生
の
武
帝
に
よ
る
厚
遇
に
つ
い
て
、「
北
周
の
高
祖
が
熊
安
生
に
禮
を
盡
く
し
た
の
も
、
單
に
熊
安
生
個
人

の
優
秀
さ
と
い
う
よ
り
も
、「
山
東
」
の
儒
者
た
ち
が
誇
っ
て
い
た
名
聲
を
基
盤
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
」
と
す
る
（
一
〇
六
頁
）。

（
60
） 

尾
崎
氏
前
掲
論
文
、
注
（
35
）
所
掲
拙
稿
、
參
照
。
ま
た
こ
の
長
安
行
き
の
道
中
、
蟬
を
題
材
に
し
た
競
作
が
あ
り
、
そ
の
內
で
盧
思
道
と
顏
之
推
の
作
品
に
つ
い
て
は
、
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拙
稿
「
新
王
朝
へ
の
意
識
―
盧
思
道
と
顏
之
推
の
「
蟬
篇
」
を
素
材
に
―
」（
注
（
27
）
所
掲
拙
著
、
第
六
章
）、
參
照
。

（
61
） 
李
孝
貞
に
つ
い
て
は
、
北
周
と
陳
に
聘
し
た
こ
と
が
、『
隋
書
』
李
孝
貞
傳
と
『
北
齊
書
』
源
彪
傳
に
そ
れ
ぞ
れ
見
え
て
お
り
、
熊
安
生
の
場
合
と
同
樣
、
外
交
の
場
で
北
周

に
名
が
知
れ
た
面
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
ま
た
杜
臺
卿
は
、十
八
人
に
は
含
ま
れ
な
か
っ
た
が
、實
は
文
林
館
に
て
『
修
文
殿
御
覽
』
の
編
纂
に
加
わ
っ
て
は
い
た
の
で
あ
っ
て
、

文
林
館
で
の
活
動
が
卽
座
に
絶
對
的
評
價
に
な
っ
た
と
は
限
ら
な
い
こ
と
、
附
記
し
て
お
く
。

（
62
） 『
周
書
』
武
帝
紀
下
・
建
德
六
年
「
夏
四
月
乙
巳
、
至
自
東
伐
」。

（
63
） 『
北
齊
書
』
武
成
十
二
王
傳
・
南
陽
王
綽
に
は
、
後
主
の
時
代
に
定
州
刺
史
に
轉
じ
た
と
い
う
。

（
64
） 『
續
高
僧
傳
』
卷
三
・
譯
經
篇
三
（
大
正
五
〇
・
四
四
一
下
〜
四
四
六
中
）「
釋
慧
淨
、
俗
姓
房
氏
、
常
山
眞
定
人
也
。
家
世
儒
宗
、
郷
邦
稱
美
。
淨
即
隋
朝
國
子
博
士
徽
遠

之
猶
子
也
」。
こ
こ
に
見
え
る
「
房
徽
遠
」
と
は
房
暉
遠
に
他
な
ら
ず
、「
家
世
儒
宗
、
郷
邦
稱
美
」
と
あ
れ
ば
、
常
山
房
氏
の
儒
者
と
し
て
の
家
柄
が
廣
く
認
知
さ
れ
て
い

た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。

（
65
） 

建
德
六
年
、
武
帝
は
長
安
に
戻
っ
た
後
も
、
山
東
儒
者
を
探
し
て
招
集
す
る
詔
を
複
數
下
し
て
い
る
。『
周
書
』
武
帝
紀
下
・
建
德
六
年
「（
七
月
）
己
丑
、
詔
山
東
諸
州
、

舉
有
才
者
、
上
縣
六
人
、
中
縣
五
人
、
下
縣
四
人
、
赴
行
在
所
、
共
論
治
政
得
失
」、「（
九
月
）
壬
辰
、
詔
東
土
諸
州
儒
生
、
明
一
經
已
上
、
並
舉
送
、
州
郡
以
禮
發
遣
」。

（
66
） 

注
（
50
）
所
引
の
張
衡
「
東
京
賦
」
に
對
す
る
李
善
注
が
引
く
蔡
邕
『
獨
斷
』、
參
照
。

（
67
） 

人
文
科
學
研
究
所
・
倉
本
尚
德
氏
の
教
示
に
よ
る
。
大
乘
寺
に
つ
い
て
は
、
隋
・
費
長
房
『
歷
代
三
寶
紀
』
卷
八
に
「
魏
末
周
初
、
衢
術
稍
整
、
大
寺
因
爾
成
四
伽
藍
、
草

堂
本
名
卽
爲
一
寺
、
草
堂
東
常
住
寺
、
南
京
兆
王
寺
、
京
兆
後
改
安
定
國
寺
、
安
定
國
西
爲
大
乘
寺
」（
大
正
四
九
・
七
五
上
）
と
あ
る
（
鎌
田
茂
雄
「
唐
代
佛
教
と
鳩
摩
羅

什
―
鳩
摩
羅
什
舍
利
塔
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
印
度
學
佛
教
學
研
究
』
四
三
―
一
、
一
九
九
四
）、
參
照
）。

（
68
） 「
釋
道
判
、
姓
郭
氏
、
曹
州
承
氏
人
也
。
三
歲
喪
親
、
十
五
遊
學
。
般
渉
史
籍
、
略
綜
儒
道
。
十
九
發
心
出
家
、
投
于
外
兄
而
剃
落
焉
。
具
戒
已
後
、
歷
求
善
友
、
深
厭
俗
累
、

絶
心
再
往
。
每
閲
像
教
東
傳
、
慨
面
不
睹
靈
跡
、
委
根
歸
葉
、
未
之
或
聞
。
遂
勇
心
佛
境
、
誓
尚
瞻
敬
。
以
齊
乾
明
元
年
、
結
伴
二
十
一
人
、
發
趾

都
。
將
經
周
塞
、
關

邏
嚴
設
、
又
照
月
光
、
踟
蹰
迴
互
、
義
無
踰
越
。
忽
値
雲
奔
月
隱
、
乘
暗
度
棧
、
遇
逢
遊
兵
、
特
蒙
釋
放
。
以
周
保
定
二
年
、
達
于
京
邑
。
武
帝
賞
接
崇
重
、
仍
令
於
大
乘

寺
厚
供
享
之
」（
大
正
五
〇
・
五
一
六
下
）。
な
お
「
曹
州
承
氏
」
は
「
乘
氏
」
の
誤
り
か
。『
隋
書
』
地
理
志
中
・
豫
州
・
濟
陰
郡
で
、「
濟
陰
郡
」
の
注
に
「
後
魏
置
西

州
、

後
周
改
曰
曹
州
」
と
あ
り
、
そ
の
管
轄
下
の
九
縣
の
內
に
「
乘
氏
」
が
あ
る
。

（
69
） 『
隋
書
』
禮
儀
志
一
「
後
齊
則
左
僕
射
陽
休
之
・
度
支
尚
書
元
修
伯
・
鴻
臚
卿
王
晞
・
國
子
博
士
熊
安
生
、
在
周
則
蘇
綽
・
盧
辯
・
宇
文
㢸
、
並
習
於
儀
禮
者
也
、
平
章
國
典
、

以
爲
時
用
。
高
祖
命
牛
弘
・
辛
彥
之
等
、
採
梁
及
北
齊
儀
注
、
以
爲
五
禮
云
」。
北
齊
の
元
修
伯
は
、
北
齊
滅
亡
に
際
し
て
陽
休
之
ら
と
集
團
で
長
安
入
り
し
た
十
八
名
の
中

に
名
を
留
め
る
。
王
晞
は
『
北
齊
書
』
王
昕
傳
に
附
さ
れ
る
傳
に
五
禮
編
纂
に
參
加
し
た
記
事
は
見
え
な
い
が
、
陽
休
之
と
關
係
が
深
く
、
武
平
年
間
に
待
詔
文
林
館
と
な
っ

て
い
る
。
す
る
と
北
齊
で
は
二
度
の
大
き
な
五
禮
編
纂
事
業
が
あ
っ
た
わ
け
だ
が
、
こ
こ
に
列
舉
さ
れ
る
四
人
は
、
い
ず
れ
も
武
平
年
間
に
魏
收
ら
の
監
修
下
で
二
度
目
の

五
禮
を
編
纂
し
た
集
團
を
反
映
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
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（
70
） 

顧
濤
『
漢
唐
禮
制
因
革
譜
』（
上
海
書
店
出
版
社
、
二
〇
一
八
）
九
三
七
頁
。
建
德
六
年
に
繫
年
す
る
形
で
、「
正
月
、
帝
入
北
齊
都
城

、
探
訪
熊
安
生
（
北
齊
國
子
博
士
）、

勅
其
至
京
城
大
乘
佛
寺
參
議
五
禮
」
と
言
い
、【
附
識
】
と
し
て
「《
隋
書
・
宇
文
㢸
列
傳
》
載
宇
文
㢸
曾
在
北
周
時
〝
奉
詔
修
定
五
禮
〞、
當
與
此
爲
一
事
」
と
す
る
。

（
71
） 「
㢸
慷
慨
有
大
節
、
博
學
多
通
。
仕
周
爲
禮
部
上
士
、
嘗
奉
使
鄧
至
國
及
黑
水
・
龍
涸
諸
羌
、
前
後
降
附
三
十
餘
部
。
及
還
、
奉
詔
修
定
五
禮
、
書
成
奏
之
、
賜
公
田
十
二
頃
、

粟
百
石
。
累
遷
少
吏
部
、
擢
八
人
爲
縣
令
、
皆
有
異
績
、
時
以
爲
知
人
。
轉
內
史
都
上
士
。
武
帝
將
出
兵
河
陽
以
伐
齊
、
謀
及
臣
下
、
㢸
進
策
曰
、
…
…
。
帝
不
納
、
師
竟

無
功
。
建
德
五
年
、
大
舉
伐
齊
、
卒
用
㢸
計
。
…
…
後
從
帝
平
齊
、
以
功
拜
上
儀
同
…
…
」。

（
72
） 『
周
書
』
武
帝
紀
上
・
天
和
二
年
（
五
六
七
）「（
秋
七
月
）
甲
辰
、
立
露
門
學
、
置
生
七
十
二
人
」（『
北
史
』
周
本
紀
下
「
露
」
作
「
路
」）。
顧
氏
前
掲
書
は
こ
の
記
事
を
引

き
、【
考
釋
】
と
し
て
「
露
門
學
、
相
當
於
國
子
學
、《
北
史
》
作
〝
路
門
學
〞、
此
名
取
義
於
《
周
禮
・
地
官
・
師
氏
》〝
居
虎
門
之
左
〞、
鄭
注
：〝
虎
門
、
路
寢
門
也
〞」
と

言
う
（
九
二
七
頁
）。『
周
禮
』
冬
官
考
工
記
・
匠
人
「
路
門
不
容
乘
車
之
五
个
」
の
鄭
玄
注
に
も
「
路
門
者
、
大
寢
之
門
」。『
資
治
通
鑑
』
卷
一
六
七
・
陳
紀
一
・
武
帝
永

定
元
年
（
五
五
七
）
に
は
、
北
周
・
孝
閔
帝
（
宇
文
覺
）
の
卽
位
に
際
し
て
「
朝
百
官
于
露
門
」
と
あ
り
、
胡
三
省
は
「
露
門
、
卽
古
之
路
門
。
路
、
大
也
。
宇
文
建
國
、

率
倣
古
制
、
故
外
朝
曰
路
門
」
と
注
す
る
。『
周
書
』
儒
林
傳
・
沈
重
に
は
「（
天
和
）
六
年
、
授
驃
騎
大
將
軍
・
開
府
儀
同
三
司
・
露
門
博
士
。
仍
於
露
門
館
爲
皇
太
子
講
論
」

（『
北
史
』「
論
」
下
有
「
語
」
字
）
と
あ
る
。

（
73
） 『
隋
書
』
高
祖
紀
・
開
皇
五
年
四
月
「
乙
巳
、
詔
徵
山
東
馬
榮
伯
等
六
儒
」。
古
勝
氏
前
掲
論
文
一
〇
六
・
一
〇
七
頁
、
參
照
。

（
74
） 『
隋
書
』
隱
逸
傳
・
張
文

に
「
高
祖
引
致
天
下
名
儒
碩
學
之
士
、
其
房
暉
遠
・
張
仲
讓
・
孔
籠
之
徒
、
並
延
之
於
博
士
之
位
」
と
あ
り
、
こ
れ
も
六
儒
ら
招
聘
の
時
を
指
す

に
違
い
な
い
。
房
暉
遠
は
、既
述
の
よ
う
に
北
齊
平
定
に
伴
っ
て
北
周
・
武
帝
か
ら
招
聘
さ
れ
た
山
東
儒
者
の
一
人
で
あ
る
。
馬
光
傳
で
も
六
儒
の
名
を
列
舉
す
る
最
後
に「
等
」

字
が
附
さ
れ
て
お
り
、
隋
・
高
祖
に
多
く
の
山
東
儒
者
が
一
緒
に
招
聘
さ
れ
る
中
、
特
に
著
名
な
儒
者
が
六
儒
と
特
筆
さ
れ
た
こ
と
に
な
ろ
う
。

（
75
） 『
北
齊
書
』
儒
林
傳
・
劉
軌
思
で
は
、
劉
軌
思
は
渤
海
郡
の
人
で
、「
説
詩
甚
精
、
少
事
同
郡
劉
敬
和
、
敬
和
事
同
郡
程
歸
則
、
故
其
郷
曲
多
爲
詩
者
」
と
あ
る
。『
北
齊
書
』

儒
林
傳
序
に
も
「
通
毛
詩
者
、
多
出
於
魏
朝
博
陵
劉
獻
之
。
獻
之
傳
李
周
仁
、
周
仁
傳
董
令
度
・
程
歸
則
、
歸
則
傳
劉
敬
和
・
張
思
伯
・
劉
軌
思
。
其
後
能
言
詩
者
、
多
出

二
劉
之
門
」
と
さ
れ
る
よ
う
に
、『
詩
』
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
で
あ
っ
た
。

（
76
） 『
北
史
』
儒
林
傳
下
・
劉

で
は
「
郭
懋
當
」
を
「
郭
懋
」
に
作
る
。
す
る
と
『
北
齊
書
』
儒
林
傳
序
に
「
河
北
講
鄭
康
成
所
注
周
易
。
遵
明
以
傳
盧
景
裕
及
清
河
崔
瑾
、
景

裕
傳
權
會
、
權
會
傳
郭
茂
。
權
會
早
入
京
都
、
郭
茂
恒
在
門
下
教
授
。
其
後
能
言
易
者
、
多
出
郭
茂
之
門
」
と
さ
れ
る
郭
茂
と
同
一
人
物
と
の
可
能
性
も
あ
ろ
う
が
、
郭
茂

は
あ
く
ま
で
『
易
』
の
專
家
と
し
て
し
か
記
錄
が
殘
ら
な
い
。

（
77
） 

劉
軌
思
、
郭
懋
當
か
ら
『
詩
』
と
『
左
傳
』
を
「
受
」
と
言
い
、
熊
安
生
に
は
禮
を
「
問
」
と
言
う
が
、「
問
禮
」
は
禮
に
つ
い
て
教
授
を
請
う
意
味
で
あ
り
、
劉

が
熊
安

生
に
師
事
す
る
關
係
に
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
代
表
的
な
「
問
禮
」
の
用
例
は
『
史
記
』
老
子
韓
非
列
傳
・
老
子
「
孔
子
適
周
、
將
問
禮
於
老
子
」。

（
78
） 「
煬
帝
卽
位
、
遷
太
學
博
士
、
俄
以
疾
去
職
。
數
年
、
復
被
徵
以
待
顧
問
、
因
上
所
著
曆
書
、
與
太
史
令
張
冑
玄
多
不
同
、
被

不
用
。
大
業
六
年
卒
、
時
年
六
十
七
」。

（
79
） 

孔
德
凌
・
張
巍
・
兪
林
波
『
隋
唐
五
代
經
學
學
術
編
年
』（
鳳
凰
出
版
社
、
二
〇
一
五
）
七
三
〜
七
六
頁
、
參
照
。
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（
80
） 

前
稿
の
徐
遵
明
お
よ
び
そ
の
學
團
に
學
ん
だ
者
た
ち
の
若
い
頃
の
動
向
を
參
照
さ
れ
た
い
。

（
81
） 『
隋
書
』
刑
法
志
「
煬
帝
卽
位
、
以
高
祖
禁
網
深
刻
、
又
敕
修
律
令
、
除
十
惡
之
條
。
…
…
三
年
、
新
律
成
。
凡
五
百
條
、
爲
十
八
篇
。
詔
施
行
之
、
謂
之
大
業
律
」、『
隋
書
』

煬
帝
紀
・
大
業
三
年
「（
夏
四
月
）
甲
申
、
頒
律
令
」。

（
82
） 『
隋
書
』
觀
德
王
雄
附
弟
達
「
煬
帝
嗣
位
、
轉
納
言
」。
た
だ
し
『
隋
書
』
高
祖
紀
・
仁
壽
二
年
に
「（
冬
十
月
）
癸
丑
、
以
工
部
尚
書
楊
達
爲
納
言
」
と
あ
り
、
楊
達
が
納
言

と
な
っ
た
時
期
は
傳
と
本
紀
で
相
違
す
る
。

（
83
） 「
煬
帝
卽
位
、
牛
弘
引
炫
修
律
令
。
…
…
納
言
楊
達
舉
炫
博
學
有
文
章
、
射
策
高
第
、
除
太
學
博
士
。
歲
餘
、
以
品
卑
去
任
、
還
至
長
平
、
奉

追
詣
行
在
所
。
或
言
其
無
行
、

帝
遂
罷
之
、
歸
于
河
間
。
于
時
羣
盜
蜂
起
、
穀
食
踊
貴
、
經
籍
道
息
、
教
授
不
行
。
…
…
時
在
郡
城
、
糧
餉
斷
絕
、
其
門
人
多
隨
盜
賊
、
哀
炫
窮
乏
、
詣
郡
城
下
索
炫
、
郡

官
乃
出
炫
與
之
。
炫
爲
賊
所
將
、
過
城
下
堡
。
未
幾
、
賊
爲
官
軍
所
破
、
炫
飢
餓
無
所
依
、
復
投
縣
城
。
長
吏
意
炫
與
賊
相
知
、
恐
爲
後
變
、
遂
閉
門
不
納
。
是
時
夜
冰
寒
、

因
此
凍
餒
而
死
、
時
年
六
十
八
。
其
後
門
人
諡
曰
宣
德
先
生
」。

（
84
） 

宮
崎
市
定
『
隋
の
煬
帝
』（
中
公
文
庫
、
一
九
八
七
）、
特
に
十
「
高
句
麗
戰
爭
」
十
一
「
楊
玄
感
の
反
亂
」
十
二
「
揚
州
へ
逃
げ
た
煬
帝
」、
參
照
。

（
85
） 

孔
・
張
・
兪
氏
前
掲
書
は
、
不
詳
と
は
し
な
が
ら
も
、
劉
炫
の
死
を
大
業
十
三
年
（
六
一
七
）
に
一
先
ず
繫
年
す
る
（
九
二
〜
九
五
頁
）。
た
だ
劉
炫
傳
で
、
開
皇
年
間
の
末

に
高
句
麗
遠
征
を
推
進
す
る
機
運
が
高
ま
っ
た
の
に
對
し
、
劉
炫
は
「
撫
夷
論
」
を
著
し
て
諷
諫
し
た
が
、
當
時
は
誰
も
氣
に
止
め
な
か
っ
た
と
し
た
上
で
、「
及
大
業
之
季
、

三
征
不
克
、
炫
言
方
驗
」
と
あ
る
こ
と
を
論
據
に
、
劉
炫
の
死
は
必
ず
三
度
の
高
句
麗
遠
征
の
後
だ
と
す
る
（「
故
其
卒
當
在
征
東
之
後
」、
九
五
頁
）
の
は
、
疑
問
で
あ
る
。

劉
炫
が
假
に
三
度
の
遠
征
と
そ
の
混
亂
の
最
中
に
沒
し
、
三
度
す
べ
て
の
遠
征
失
敗
を
目
睹
し
て
い
な
く
て
も
、
劉
炫
傳
の
編
者
が
遠
征
後
に
振
り
返
る
形
で
、
開
皇
年
間

に
お
け
る
劉
炫
の
先
見
の
明
を
、
三
度
の
遠
征
失
敗
の
事
實
に
よ
り
證
明
し
た
も
の
と
も
、
十
分
に
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

（
86
） 「
孫
靈
暉
、
長
樂
武
強
人
也
。
魏
大
儒
祕
書
監
惠
蔚
、
靈
暉
之
族
曾
王
父
也
。
靈
暉
少
明
敏
、
有
器
度
。
惠
蔚
一
子
早
卒
、
其
家
書
籍
多
在
焉
」。
な
お
孫
惠
蔚
の
早
逝
し
た

一
子
に
つ
い
て
は
、『
魏
書
』
儒
林
傳
・
孫
惠
蔚
に
「
子
伯
禮
、
襲
封
。
伯
禮
善
隸
書
。
拜
奉
朝
請
・
員
外
散
騎
侍
郎
・
寧
朔
將
軍
・
步
兵
校
尉
・
國
子
博
士
。
卒
、
贈
輔
國

將
軍
・
巴
州
刺
史
」
と
あ
る
。

（
87
） 『
北
史
』
儒
林
傳
上
・
孫
惠
蔚
附
族
曾
孫
靈
暉
で
は
、「
得
惠
蔚
手
錄
章
疏
、
研
精
尋
問
、
更
求
師
友
、
三
禮
・
三
傳
、
皆
通
宗
旨
」
に
作
り
、
ま
た
「
然
始
就
鮑
季
詳
、
熊

安
生
」
云
々
と
「
然
就
」
二
字
の
間
に
「
始
」
字
が
あ
る
。
こ
れ
で
は
孫
靈
暉
が
師
友
を
積
極
的
に
求
め
た
こ
と
に
な
り
、『
北
齊
書
』
の
記
述
と
相
反
す
る
が
、『
北
史
』

の
中
華
書
局
標
點
本
の
校
勘
記
が
「
北
齊
書
卷
四
四
孫
靈
暉
傳
作
：「
唯
尋
討
惠
蔚
手
錄
章
疏
、
不
求
師
友
、
三
禮
及
三
傳
皆
通
。」
按
北
齊
書
是
説
他
通
過
自
學
、
通
三
禮
・

三
傳
。
這
裏
改
「
不
」
爲
「
更
」、
意
思
相
反
。
與
下
文
「
然
始
」
二
字
矛
盾
、
非
。」
と
す
る
見
解
を
是
と
し
た
い
。

（
88
） 

注
（
11
）
所
掲
の
『
北
齊
書
』
儒
林
傳
・
鮑
季
詳
、
參
照
。

（
89
） 「
舉
冀
州
刺
史
秀
才
、
射
策
高
第
、
授
員
外
將
軍
。
後
以
儒
術
甄
明
、
擢
授
太
學
博
士
。
遷
北
徐
州
治
中
、
轉
潼
郡
太
守
。
天
統
中
、
敕
令
朝
臣
推
舉
可
爲
南
陽
王
綽
師
者
、

吏
部
尚
書
尉
瑾
表
薦
之
、
徵
爲
國
子
博
士
、
授
南
陽
王
經
」。
な
お
「
舉
冀
州
刺
史
秀
才
」
に
中
華
書
局
標
點
本
『
北
齊
書
』
の
校
勘
記
は
「
北
史
卷
八
一
孫
靈
暉
傳
「
冀
州
」
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下
無
「
刺
史
」
二
字
。
按
文
義
或
衍
「
刺
史
」
二
字
、
或
是
「
冀
州
刺
史
舉
秀
才
」
之
誤
倒
。」
と
言
う
。

（
90
） 「
仁
壽
初
、
徵
拜
豫
章
王
長
史
、
非
其
好
也
。
王
轉
封
于
齊
、
即
爲
齊
王
文
學
。
當
時
諸
王
官
屬
、
多
被
夷
滅
、
由
是
彌
不
自
安
、
因
謝
病
免
。
久
之
、
授
大
理
司
直
、
卒
於

官
、
時
年
五
十
二
」。

（
91
） 『
後
漢
書
』
張
霸
傳
「
張
霸
字
伯
饒
、
蜀
郡
成
都
人
也
。
年
數
歲
而
知
孝
讓
、
雖
出
入
飲
食
、
自
然
合
禮
、
郷
人
號
爲
張
曾
子
」。

（
92
） 『
論
語
』
季
氏
「
陳
亢
問
於
伯
魚
曰
、
子
亦
有
異
聞
乎
。
對
曰
、
未
也
。
嘗
獨
立
、
鯉
趨
而
過
庭
。
曰
、
學
詩
乎
。
對
曰
、
未
也
。
不
學
詩
、
無
以
言
。
鯉
退
而
學
詩
。
他
日
、

又
獨
立
、
鯉
趨
而
過
庭
。
曰
、
學
禮
乎
。
對
曰
、
未
也
。
不
學
禮
、
無
以
立
。
鯉
退
而
學
禮
。
聞
斯
二
者
。
陳
亢
退
而
喜
曰
、
問
一
得
三
。
聞
詩
、
聞
禮
、
又
聞
君
子
之
遠

其
子
也
」、『
孟
子
』
離
婁
上
「
公
孫
丑
曰
、
君
子
之
不
教
子
、
何
也
。
孟
子
曰
、
勢
不
行
也
。
教
者
必
以
正
。
以
正
不
行
、
繼
之
以
怒
。
繼
之
以
怒
、
則
反
夷
矣
。
夫
子
教

我
以
正
。
夫
子
未
出
於
正
也
、
則
是
父
子
相
夷
也
。
父
子
相
夷
則
惡
矣
。
古
者
易
子
而
教
之
。
父
子
之
間
不
責
善
。
責
善
則
離
、
離
則
不
祥
莫
大
焉
」、『
白
虎
通
』
辟
雍
「
父

所
以
不
自
敎
子
何
。
爲
渫
瀆
也
。
又
授
之
道
、
當
極
説
陰
陽
夫
婦
變
化
之
事
、
不
可
父
子
相
敎
也
」、『
顏
氏
家
訓
』
教
子
「
或
問
曰
、
陳
亢
喜
聞
君
子
之
遠
其
子
、
何
謂
也
。

對
曰
、
有
是
也
。
蓋
君
子
之
不
親
教
其
子
也
、
詩
有
諷
刺
之
辭
、
禮
有
嫌
疑
之
誡
、
書
有
悖
亂
之
事
、
春
秋
有
衺
僻
之
譏
、
易
有
備
物
之
象
。
皆
非
父
子
之
可
通
言
、
故
不

親
授
耳
」。

（
93
） 『
北
齊
書
』
儒
林
傳
・
劉
軌
思
「
軌
思
、
天
統
中
任
國
子
博
士
」。
た
だ
し
『
北
史
』
儒
林
傳
上
・
劉
軌
思
で
は
「
軌
思
仕
齊
、
位
國
子
博
士
」
と
、
國
子
博
士
に
な
っ
た
時

期
は
特
定
さ
れ
な
い
。
ま
た
注
（
75
）、
參
照
。

（
94
） 

湯
用
彤
『
漢
魏
兩
晉
南
北
朝
佛
教
史
』
第
十
四
章
「
佛
教
之
北
統
」
の
「
東
方
佛
法
與
經
學
」（
中
華
書
局
、
二
〇
一
六
、
三
七
九
頁
。
本
書
の
初
版
は
商
務
印
書
館
、

一
九
三
八
）。

 

　

日
本
で
も
吉
川
忠
夫
氏
が
、
正
史
の
儒
林
傳
と
『
續
高
僧
傳
』
の
間
で
交
錯
す
る
記
事
の
存
在
を
指
摘
し
、
儒
生
か
ら
出
家
し
て
佛
門
に
入
っ
た
學
者
の
樣
相
を
た
ど
る

中
で
、
雄
安
生
を
熊
安
生
に
同
定
し
て
い
る
。「
六
朝
末
隋
唐
初
の
儒
林
と
佛
教
」（『
六
朝
隋
唐
文
史
哲
論
集
Ⅱ　

宗
教
の
諸
相
』
第
九
章
第
三
節
「
正
史
の
儒
林
傳
と
『
續

高
僧
傳
』」（
法
藏
館
、
二
〇
二
〇
、
二
七
一
〜
二
八
三
頁
、
論
文
初
出
は
二
〇
〇
〇
））。

（
95
） 

注
（
18
）
所
掲
論
文
。

（
96
） 「
魏
宣
武
帝
崇
尚
佛
法
、
天
竺
梵
僧
菩
提
留
支
初
翻
十
地
在
紫
極
殿
、
勒
那
摩
提
在
大
極
殿
、
各
有
禁
衞
、
不
許
通
言
、
校
其
所
譯
、
恐
有
浮
濫
。
始
於
永
平
元
年
、
至
四
年

方
訖
。
及
勘
讎
之
、
惟
云
、
有
不
二
不
盡
、
那
云
、
定
不
二
不
盡
。
一
字
爲
異
、
通
共
驚
美
、
若
奉
聖
心
。
寵
承
斯
問
、
便
詣
流
支
、
訪
所
深
極
。
乃
授
十
地
典
教
三
冬
、

隨
聞
出
疏
、
即
而
開
學
、
聲
唱
高
廣
、

下
榮
推
」。

（
97
） 

陳
氏
は
楊
維
中
「
地
論
師
南
・
北
二
道
之
形
成
新
論
」（『
河
北
學
刊
』
三
六
・
一
、
二
〇
一
六
）
の
考
證
に
依
據
す
る
。

（
98
） 

生
沒
年
に
つ
い
て
、
魏
收
は
繆
鉞
「
魏
收
年
譜
」（『
冰
繭
庵
讀
史
存
稿
』（
繆
鉞
全
集
第
一
卷
（
下
）、
河
北
教
育
出
版
社
、
二
〇
〇
四
）、
所
收
）、
邢
卲
は
矢
嶋
徹
輔
「
邢

卲
年
譜
稿
」（『
鳥
取
大
學
教
育
學
部
研
究
報
告　

人
文
・
社
會
科
學
』
三
一
・
二
、
一
九
八
〇
）
と
李
建
棟
「
邢
卲
年
譜
」（『
大
同
職
業
技
術
學
院
學
報
』
二
〇
・
三
、
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二
〇
〇
六
）
を
そ
れ
ぞ
れ
參
照
。
陽
休
之
は
『
北
齊
書
』
の
傳
に
「
隋
開
皇
二
年
、
罷
任
、
終
於
洛
陽
、
年
七
十
四
」
と
あ
る
。

（
99
） 「
時
朝
宰
文
雄
魏
收
・
邢
子
才
・
楊
休
之
等
、
昔
經
寵
席
、
官
學
由
成
、
自
遺
世
網
、
形
名
靡
寄
、
相
從
來
聽
、
皆
莫
曉
焉
。
寵
默
識
之
、
乃
曰
、
公
等
諸
賢
、
既
稱
榮
國
、

頗
曾
受
業
、
有
所
來
耶
。
皆
曰
、
本
資
張
氏
、
厭
俗
出
家
。
寵
曰
、
師
資
有
由
、
今
見
若
此
。
乃
曰
、
罪
極
深
矣
。
初
聆
聲
相
、
寔
等
昔
師
。
容
儀
頓
改
、
致
此
無
悟
。
於

是
同
敦
三
大
、
罄
此
一
心
、
悲
慶
相
循
、
遂
以
聞
奏
、
以
徳
溢
時
命
、
義
在
旌
隆
」。

（
100
） 

前
稿
の
第
四
節
「
徐
遵
明
の
學
團
と
そ
の
學
問
」、
參
照
。

（
101
） 「
時
當
正
午
、
遺
誡
而
卒
於

東
大
覺
寺
。
時
春
秋
八
十
、
即
天
保
六
年
三
月
二
日
也
」。

（
102
） 「
釋
僧
範
、
姓
李
氏
、
平
郷
人
也
。
幼
遊
學
群
書
、
年
二
十
三
、
備
通
流
略
。
至
於
七
曜
九
章
天
竺
呪
術
、
諮
無
再
悟
。
徒
侶
方
千
、
指
掌
解
頤
、
誇
矜
折
角
。
時
人
語
曰
、

相
州
李
洪
範
、
解
徹
深
義
、
下
張
賓
生
、
領
悟
無
遺
。
斯
言
誠
有
旨
矣
。
兼
以
年
華
色
美
都
無
伉
儷
之
心
、
思
附
法
門
燒
指
而
修
供
養
。
年
二
十
九
栖
遲
下
邑
、
聞
講
涅
槃
、

輒
試
一
聽
、
開
悟
神
府
、
理
思
兼
通
、
乃
知
佛
經
之
祕
極
也
。
遂
投

城
僧
、
始
而
出
家
焉
」。
傍
線
部
が
時
人
に
よ
る
李
・
張
兩
氏
の
對
比
的
な
評
價
の
語
。

（
103
） 

以
上
に
つ
い
て
、
野
間
氏
前
掲
書
の
「
序
説
」
第
一
章
「
五
經
正
義
の
編
纂
」、
參
照
。

（
104
） 

同
內
容
は
『
貞
觀
政
要
』
崇
儒
學
に
も
見
え
る
。
因
み
に
云
う
。
石
見
清
裕
『
貞
觀
政
要　

全
譯
注
』（
講
談
社
學
術
文
庫
、
二
〇
二
一
）
で
は
、
こ
の
詔
を
解
説
す
る
中
で

「
北
周
の
熊
安
生
は
五
經
に
通
じ
特
に
易
の
、
沈
重
は
春
秋
の
大
家
」（
五
四
六
頁
）
と
言
う
。
だ
が
こ
こ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
熊
安
生
が
通
じ
た
經
學
を
特
に
一
つ
舉

げ
る
な
ら
ば
、「
易
」
で
は
な
く
「
禮
」
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
沈
重
は
、
南
朝
か
ら
北
周
・
武
帝
が
特
に
招
聘
し
た
大
儒
者
と
し
て
紹
介
濟
み
で
あ
る
が
、『
周
書
』

儒
林
傳
・
沈
重
に
は
、
梁
に
あ
っ
た
若
き
頃
の
こ
と
と
し
て
「
及
長
、
專
心
儒
學
、
從
師
不
遠
千
里
、
遂
博
覽
羣
書
、
尤
明
詩
・
禮
及
左
氏
春
秋
」
と
言
わ
れ
、
確
か
に
「
春

秋
」
の
學
に
も
明
る
か
っ
た
。
だ
が
同
傳
の
最
後
に
ま
と
め
ら
れ
る
著
作
一
覽
及
び
『
隋
書
』
經
籍
志
に
著
錄
さ
れ
る
彼
の
著
作
に
は
、「
春
秋
」
關
連
の
も
の
は
一
點
も
な

い
し
、
五
經
正
義
の
各
正
義
序
で
南
北
朝
時
代
の
義
疏
家
が
列
舉
さ
れ
る
中
、
沈
重
の
名
は
『
禮
記
正
義
』
序
に
見
え
る
だ
け
で
あ
る
。
す
る
と
沈
重
を
「
春
秋
の
大
家
」

と
は
評
せ
ま
い
。

（
105
） 

福
島
吉
彥
「
唐
五
經
正
義
撰
定
考
―
毛
詩
正
義
研
究
之
一
―
」（『
山
口
大
學
文
學
會
誌
』
二
四
、
一
九
七
三
）
一
五
・
一
六
頁
。

（
106
） 

藤
善
眞
澄
『
道
宣
傳
の
研
究
』（
京
都
大
學
學
術
出
版
會
、
二
〇
〇
二
）、
參
照
。

（
107
） 

特
に
碑
文
の
情
報
の
『
續
高
僧
傳
』
に
對
す
る
反
映
に
つ
い
て
は
、
倉
本
尚
德
「
碑
文
と
『
續
高
僧
傳
』
諸
本
の
比
較
研
究
―
曇
詢
・
僧
邕
傳
を
例
と
し
て
―
」（『
日
本
古

寫
經
研
究
所
研
究
紀
要
』
三
、
二
〇
一
八
）、
參
照
。

（
108
） 『
大
乘
佛
典
〈
中
國
・
日
本
篇
〉』
第
十
四
卷
：
高
僧
傳
（
中
央
公
論
社
、
一
九
九
六
）
の
諏
訪
義
純
「
高
僧
傳
・
續
高
僧
傳
―
中
國
人
の
佛
教
受
容
と
慧
皎
傳
、
道
宣
傳
に

つ
い
て
―
」、『
高
僧
傳
（
一
）』（
岩
波
文
庫
、
二
〇
〇
九
）
の
吉
川
忠
夫
「
譯
者
解
説
」
の
「
江
南
に
傳
わ
っ
た
華
北
の
佛
教
に
關
す
る
情
報
」、
參
照
。

（
109
） 

藤
善
氏
前
掲
書
、
池
麗
梅
「
道
宣
の
前
半
生
と
『
續
高
僧
傳
』
初
稿
本
の
成
立
」（『
日
本
古
寫
經
研
究
所
研
究
紀
要
』
創
刊
號
、
二
〇
一
六
）、
參
照
。

（
110
） 

藤
善
氏
前
掲
書
の
第
七
章
「『
續
高
僧
傳
』
管
見
」
二
「
王
朝
の
系
譜
―
正
統
論
―
」
で
は
、
道
宣
の
正
統
論
を
取
り
上
げ
る
中
で
、
ま
さ
に
釋
道
寵
傳
が
立
傳
さ
れ
る
卷
七
・



六
〇

熊安生傳

義
解
篇
三
の
列
傳
の
排
列
に
注
意
す
る
。
つ
ま
り
陳
の
高
僧
が
釋
洪
偃
傳
一
か
ら
釋
慧
布
傳
七
ま
で
並
ん
だ
後
、
北
周
の
釋
亡
名
傳
八
、
北
魏
の
釋
道
寵
傳
九
、
北
齊
の
釋

慧
嵩
傳
十
と
並
ぶ
の
は
、
梁
―
陳
―
隋
と
い
う
南
朝
の
連
續
性
を
強
調
し
、
北
魏
・
北
齊
・
北
周
を
正
統
と
は
見
做
さ
ず
梁
と
陳
の
間
に
織
り
込
む
道
宣
の
正
統
論
に
照
ら

し
て
、
混
亂
を
來
た
し
て
い
る
と
す
る
の
で
あ
る
。
藤
善
氏
は
こ
れ
に
對
し
、「
慧
布
傳
ま
で
の
第
一
段
が
執
筆
さ
れ
た
の
ち
、
時
を
置
い
て
亡
名
傳
、
さ
ら
に
ま
た
道
寵
傳
・

慧
嵩
傳
が
、
隨
時
に
付
加
さ
れ
た
結
果
と
み
ね
ば
な
ら
な
い
。
道
宣
の
編
纂
次
第
を
、
は
か
ら
ず
も
露
わ
に
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
」
と
し
、
初
稿
本
內
に
お
け
る
釋
道
寵

傳
の
執
筆
時
期
に
論
及
し
て
い
る
。

（
111
） 

た
だ
し
『
北
史
』
儒
林
傳
下
・
熊
安
生
で
は
、
さ
ら
に
以
下
の
逸
話
が
並
ぶ
。「
安
生
與
同
郡
宗
道
暉
・
張
暉
・
紀
顯
敬
・
徐
遵
明
等
爲
祖
師
。
道
暉
好
着
高
翅
帽
大
屐
、
州

將
初
臨
、
輙
服
以
謁
見
、
仰
頭
舉
肘
、
拜
於
屐
上
、
自
言
學
士
比
三
公
。
後
齊
任
城
王

之
、
道
暉
徐
呼
安
偉
、
安
偉
出
、
謂
人
曰
、
我
受

、
不
漢
體
。
復
躡
屐
而
去
。

冀
州
人
爲
之
語
曰
、
顯
公
鐘
、
宋
公
鼓
、
宗
道
暉
屐
、
李
洛
姬
肚
、
謂
之
四
大
。
顯
公
、
沙
門
也
。
宋
公
、
安
德
太
守
也
。
洛
姬
、
婦
人
也
。
安
生
在
山
東
時
、
歲
歲
遊
講
、

從
之
者
傾
郡
縣
。
或
誑
之
曰
、
某
村
古
塚
、
是
晉
河
南
將
軍
熊
光
墓
、
去
此
七
十
二
世
。
舊
有
碑
、
爲
村
人
埋
匿
。
安
生
掘
地
求
之
、
不
得
、
連
年
訟
焉
。
冀
州
長
史
鄭
大

讙
判
之
曰
、
七
十
二
世
、
乃
是
羲
皇
上
人
。
河
南
將
軍
、
晉
無
此
號
。
訴
非
理
記
。
安
生
率
其
族
向
塚
而
號
。
將
通
名
、
見
徐
之
才
・
和
士
開
二
人
相
對
、
以
徐
之
才
諱
雄
、

和
士
開
諱
安
、
乃
稱
觸
觸
生
。
羣
公
哂
之
」。
た
だ
し
中
華
書
局
標
點
本
『
北
史
』
で
、
右
の
部
分
に
は
四
箇
所
に
も
校
勘
記
が
施
さ
れ
て
疑
問
が
提
起
さ
れ
て
い
る
こ
と
に

象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
逸
話
に
は
混
亂
が
多
い
。
な
お
李
延
壽
『
南
史
』『
北
史
』
に
逸
話
め
い
た
記
事
が
多
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、『
南
史
』
を
專
ら
主
對
象
と

す
る
も
の
な
が
ら
、
榎
本
あ
ゆ
ち
「『
南
史
』
の
説
話
的
要
素
に
つ
い
て
―
梁
諸
王
傳
を
手
が
か
り
と
し
て
―
」・「
再
び
『
南
史
』
の
説
話
的
要
素
に
つ
い
て
―
蕭
順
之
の
死

に
關
す
る
記
事
を
手
が
か
り
と
し
て
―
」（『
中
國
南
北
朝
寒
門
寒
人
研
究
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
二
〇
）、
所
收
）、
參
照
。

（
112
） 『
舊
唐
書
』
經
籍
志
上
お
よ
び
『
新
唐
書
』
藝
文
志
一
の
甲
部
經
錄
・
禮
類
に
は
、
熊
安
生
の
『
禮
記
』
の
義
疏
が
四
十
卷
と
し
て
著
錄
さ
れ
て
い
る
。

（
113
） 「
論
語
・
孝
經
、
諸
學
徒
莫
不
通
講
。
諸
儒
如
權
會
・
李
鉉
・
刁
柔
・
熊
安
生
・
劉
軌
思
・
馬
敬
德
之
徒
、
多
自
出
義
疏
。
雖
曰
專
門
、
亦
皆
粗
習
也
」。
な
お
『
北
史
』
儒

林
傳
序
で
は
「
粗
習
」
を
「
相
祖
習
」
に
作
る
。

（
114
） 

野
間
氏
前
掲
書
の
序
説
・
第
一
章
「
五
經
正
義
の
編
纂
」
十
八
頁
。


